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間

関

説

| 極 細 硝 子 繊 維 13ミク ロ ン

吸着材

に 使 用 さ れ た

効果台、な断熱-

轟

)CJ マヲ〉卜背子Z業株式会社

電 話 (君11山 ) 3 4 5 1 - 4

1電 話 ( 東 京 ) (28)7205 - 6  

電 話 ( 大 阪 )ω) 033 1- 4  

初 Qj 県 君11 山 市 長 者 田T 2  2  5  

東 京都 中 央 区 八 重i州 6 ー I (日 東 紡) ビ J レ

大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 8 5 北 浜松- i : 友会館

( 日m紡 紛 (株 ) 大 阪 支 庄 内 )

本 社 ・ 工 場

東 京 出 張 所

大 阪 出 張 所

リノリ且園A
皆様の設計と施工に 東洋 の床材

ｉｊｾｾｾ ル

ＱＺＺ号ートタ ｾｊｾ

ヌ嵐〉子、ート

¥、

リユーム株式会社

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電話伊丹( 代) 3531 ・大阪 (48) 4490

東京都中央区銀座 4 丁目三和ピル

電 話 京 橋 @ 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁目三和ピノレ

電話北浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

東洋リノ

本 社 工 場

く〉 ソフトな感触

く〉優秀な耐久力

。美 し い 色 彩

東 京 支 庖

カ

タ

ロ

グ

進

呈

大阪事務所
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特 長

・す ぐ れ た 冷 房 効 果 ・運 転 状 態 が わ か る 表示 灯

・す み ず み ま で 行 き わ た る 冷 風 ・小型車主 量 で 斬 新 な デ ザ イ ン

・静 か な 運 転 ・冬 は 暖 房 に f支え る

エ ア ーコ ンデイ y ョナー

- 誰 で も 運 転 で き る 操 作 盤 - 全 国 に完 備 し た サ ー ビ ス 網

自 主 裂 f丘 病

⑩ 
特 許

経費節減527万円ρ

利益をｾも

平JI トMPボイラ
女 高 性 能

.  
語 射 型

女石炭・オイル・刀ス焚

煙管式ボイラの「革命先. 現るノ

:.1 - - - - - .  食 1年間 (7200時間)の燃料節系旬客員

大 阪 府 立 工 業 奨 励 鶴

汽 公 式 試 験 成 績

伝

望

株式曾枇平川鉄工所

fa 
日育Ef 色1こて

排刀ス温度 197

0

C

本社 ・工場 大阪市大淀区大仁西2の1 電話 福崎⑬ 1 9 7 5 - 8

東京営業所 東 京 都 中 央 区八 鑑州6の7 電話 @ 588 3 ・7787- 8

九州 出演所 福 岡 県 小 倉 市 京野545 電 話 小 倉 ⑤ 1 3 6 2

/  
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ア ム ス ラ ー 油 圧 式 償 型 引 張 試 験 機

( 日本海事協会検定No. 3788)

製 品 は 本 機 に よ っ て 試 験 す

;  

詮 1¥ミ

i御3却p用 命 lは主全国有名土木機械工具具
e  

て令佳物底 へ f御卸H照R会願い孟すす烹ゴ;、 弘

くM ，K ，K ，)

' レール接続の革命 f

新 製 品 完 全 防 錆

‘  

‘  、，

御用命は全国各地有名建築金物庖へ御照会願いま す

種 目

トラ ックレール ガイドレール カープレール

立製霊用 ( たムて立入) 複車・単車ハγ ガー

較 50協， 60協 ，70務

そ の 他 プ ラ ケ ッ ト 附 ? 属 品 一 切

[  111 三 谷 製 作 所 .足立?: i f J i : ト|
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混 合 石膏 プ ラ ス タ ー

純 石 膏 プ ラ ス タ ー

キ ー ン ス セ メ ン 卜

吾 種 焼 石 膏

パ 距 路 市 やl' 犀 III T 4 ー 7 7  

I  Ｍ［ ｇＺ ｾ ［ｔ ￯ 姫路 ＱＳＴ ・ ＱＲＲＰ

工 場J 姫 路 市 御 国 仰IT 担 分 寺 4 7  4  

)  ;'(t ;'. 古御着 3 2 4  

l 姫 路 市 四 郷 111] 見 聖 子

、瀬 戸 時市 ' 苗 場 凹T 1  1  3  

姫 路市 神屋 町 4 - 7 7 T E L 姫 路 1220 ・ 134

浪 速 区 北 日 東 町 145 T  E  L ⑮ 6695 @  2142 

新 宿 区 東 大 久 保 1 - 3 4 0 T E L ⑮ 0396 

名 古 屋 市 東 区 駿 河 町 1 ー 18 T  E  L ⑨ 4675 

福 岡 市 下 名 島 町 2 9  T  E  L ④ 8358 

本 社

大 阪 営 業 所

東 京 営 業 所

名 古 屋営 業 所

禍 間 営 業 所

-.  

l 同 l i l i 驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

新 製 品

拘ヲti' ｾ｡Ｍｸ＠
原紙に着色せる優秀製品

クロース

東 京 営 業 所

東京都千代 1111五仲間伎奈川 2 の 7

T E L @ 9 3 7 5  

名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

製 造 発 売 元

河 津 装 飾 株 式 会 社

本社 大阪市 北 区当ｾ Ｎ 品上 ← ノ 二回 T E L大阪⑧1351- 3 所張出
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軽量、緩勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

8j i ヌー"0_ i' ｉｾ ソイド

日jJji ｝Ｇｾｉｌ テン ＱＱ｟ＭＷ ィ ￬ Ｇｬ
伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シールセ〆ント

日 施 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 測1- 3

T  E  L  (27)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区堀上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079

-・ ー‘ ."
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建 材 株 式 会 社

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 ノ 2 ( 大 倉 ピノレ)

電 話 東 ー京 @ 6 4 3 2 - 5

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 ー 1 ( 大 同 生 命 ピノレ内)

電 話 大 阪 ⑬ 1 6 2 3 ・3 7 9 8 ・8 4 6 1 - 4

福 岡 市 楽 院 大 通 2 ー 7 3 電 話 福 岡 ④ 1 9 4 5

森

大 阪出張所

藤

本

) L州出張所

ｑＺＧｾ＠権威看乞びっくりムた

ヲイケン吸音板

'  

法 吸 音 率

No. 5 9  0 0  6  4  

昭和34年 2 ) J 11 日測定ダイケン吸音板

川 I

0.9 

続 0. 7

0. 6 

0.'  

0.4 

0.'  

0.2  

高音は勿論，低音も よく吸収

正雄なカット

軽 くて丈夫

施 工が簡単

値 段 が安い

合

ム

X

古

人

以

ム

以

最高級と折紙付崎

間取り30. 3cm角

さねはぎ付30. 3cmJi l  
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炉

内

200 100 

0.1  

0  

'0 大建ウオールボード工業株式会社

本 社 大 阪 市北区 中之島 2 ノ22 ( 新朝日 ピノレ9階)

電 話 大 阪 (26) 代 表 5 1 0 2  

東京都中火区日本柄小舟IUJ 2ノ1(小合 ピノレ)

屯 話 京 京 ( 66) 9  0  0  0 ・7 0 0 0  

混と京支ト|



パ ー カ ラ イ ジ ン グ

下 地 に 赤 外 線 焼 付 加 工

ド ル ベ ア リ ン グ

色 E  使 用 に 依 る 軽 快 な 開 閉

J  

f  

p

a

z

E

F

i

-

z
』

炉

‘

F

、

'  .. .  

h  

ず

F  

h  . ( カタログ進呈) 国

株式書 Ｑｦｴ 三種訟や Ｑｾ ＧＱ ・製信用
本 社 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 二 三 電話大阪@; 2959 ・9 7  4  8  

東 京 東京都新宿区西大久保一丁目三七 O 電話東京⑧ 24  7  8 ・ 96 7  8  

札 幌 札 幌 市 南 九 条 西 六 丁 目 電話 札幌③ 1368 @ 4 8 7 8

仙 台 仙 台 市 土 樋 一 一 二 電話 仙台 。) 3  2  9  6  

名古屋 名古屋市中村区広井町二丁目四五 電話 名古屋 ｾ 2  8  4  6  

代 行 広 稚 内 網 走 留 朋 名 寄 帯広. 士 別 北 見 ー銅| 路旭川 . 函館

室 蘭 弘 前 秋 田 盛 岡 山 形 福 島 宇 都 宮 長 岡 松 本 甲 府

千 葉 横 浜 焼 津 富 山 金 沢 舞 鶴 妓 阜 四 日 市 京 都 岡山

高 松 広 島 米 子 小 倉 福 岡 別 府 佐 世 保 長 崎 伊 万里 熊本
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器 ( 1級 ) L  220 ￥ 2. 750  

金 具 ( ';;-0'"配 μ 印)

立 水 位 T 2 0 5  Y  

@ ￥ 600 ( 2個) ￥ 1. 200

止 水 位 T 4 A Y

@￥ 670 ( 2  f聞) ￥ 1. 340

排水金具 T 6 P ￥ 1. 210  

パ y クノ、ンガ

取付木干ゾT し2200 ￥

{  

反己

間

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

200 

ビル ・アパート は も と よ り 一 般 住 宅

￥ 6. 700 言十
に も 御 採 用 頂 け る よ う 寸 法 や 価 格の 点 で は 従 来 鼠 もよく

参 考 定 価

ｾ Ｈ 並級 Ｉ L  220 ￥ 2. 200 

金 具 ( . 7 . 7 凡 印)

立 水 位 K 2  0  5  Y  

@ ￥ 510  (  2  f回) ￥ 1. 020

止 水 伐 K 4  A  Y  

@ ￥ 570 ( 2 f国) ￥ 1. 140

排水金具 K 6 P C ￥ 1. 030 

陶

御 愛 用 頂 い て い た 製 品 L - 9 2 を 基 準 と して 考 慮 い た し ま し た 。

宇土

茅ケ崎工場

神奈川県茅? 崎市

.，.0.... 

τ民
陶 器 株 式

ζ 死病おμ

東 洋

本 社

小倉市篠崎町 4 5 8

T E L ⑤ 2481- 5  

大阪市東区伏見町 5 の 3 T  E  L  <i3l 4518- 9  

東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高校 ・札械

大 阪 営 業 所

各 地 営 業 所

4  

いつも 新 しい 感 覚 で 清 潔 感 の あ る

;  JII ロコ ' uのビニール建枝 11  

採光屋根 ・間仕切・壁体 ・天井・装飾周害事に好適な近代建材です 。

明る〈美し い. 軽くて日郎、 ' 燃えない， 安 い

J畢 e : 1. 1. 5，2. 3. 4 . 5醐

透明 ・不透明・舵，肖し . A り 平 仮 巾91-";'- (:i白 ) x品182酬 (6尺}

im桓 巾72an (2.4尺) x 品182凹 (6尺}

型押 ・網入 ・模様板各穏 ヱ ン ド レ ス 巾 121開 (4尺)

{ 品尺植制) 14恥 n (4.6尺) x 晶 10m(33尺}

「ビニ ー ル が 簡 単 に貼れたら J ・

こ れ を 解 決 した の が ロ ン フ ィ ックス です 。

どパな糊でも ｾｴ にでも容易 に ｈ 占れＨ特抹加工Ｉ、どんな汚れも

石鹸水か、 抑 犯行11で き れ い に と れ て 変 質 せ ず 半 永 久 的 に 新 鮮

で 、優 雅 な 新 製 品 で す 。 ( 実用 新 実 登 録 筋469550 号)

単色 ・二色 ・フ ラノ 巾96em(3  .17尺 J X 18m ( 5 坪 巻)

ー-+
. 1  

、

司

床 材 料 の 決 定 版 y

i見切開

6 尺 巾 長 尺 の 床 材

練 準 寸 法 庫 さ 2. 5mmX 巾 183 cm ( 6 尺 J X 長 27.45m ( 15坪 巻J . . . .  圃

E古心地がよ〈疲れない、耐麿粍性は極めて優秀、色彩優美、

手入れは水拭きでよく消潔 ・経済的、暑一気 ・寒気 ・薬品 ・油

脂等 に変質しな い。

最 高 級 ビ ニ ー ル タ イ ル

(尺角) 30: 3c m X  30.3c mx  2  m m  

ジヤスベ 12色

4  
⑩ 

企図 有 名 内 装 工 事 町 に 御 照会 下 さ い 。

カタロ グ進呈

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

東京師首飾 lヌ木m問v 木 町 5 4 地 括 部 飾 (69) 1946- 9  
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日 本 建 築 協 会 細 則 一 部 変 更 の 件

去る 3 月24 日開会の定時評議員会におきまして下記の通り細則一部変

更を 4 月 1 円より実胞の乙と にi i ' : 認可決さ れましたので，乙乙 !C会告致

します。

参考

言E

ｾｊ＠ 10 条 1 口の会貨は次の通りとし，乙れを年 3 回以内

に分納する乙とができる。

1  正 会 員 定 款 第 ? 条第 1号 に よ る 者 ( 個人会員)

年額金 1，200円

但し遠隔の地で且つ支部のない地方の正会員は前記の

10分の 8 とする。

定款第 9 条第 2 号による者( 団体会員)

年額金 3 ，000円

以下省時

|円 定説［万ｾ 9 条第 2 号に よるも の( 同体会員) 年初金 2 ，000円

昭 和 34 年 度 理 事 会 務 分 掌

昭和34年 4 月 8 日の第 1 回理事会[ 乙於て下記の通り理事の会務分掌を

決定致しましたので会告致します。

記

主 記 主 計 編 集

技術部門 伊 東 五 郎 君 キ守的甚太郎n 塚 本 猛 次 君

河 東 義 方 君 深 尾 実 郎 君

越 田 正 ｮ ｾｾ 君 奥島 正一君

小 林 清 周 君 諌 早 信 夫 君

問中良太郎君

綜合 i事門 浅沼ｾｩＧｬ之吉君 大 林 芳郎君 銭 高 拒ft 之君

松 村 雄 吉 君 竹中 事長一君

小 栗 賛 吾 君

藤 木 正 一 君

電気部門 栗 原 信 虎 君 山本竜太郎君 佐藤 太君

行工部門 ' I " f 谷三郎君 菅野 栄君 知l見 義 夫 君

建材部門 金 光 五 郎 君 向井保 ｉ ｾＧｩ 君 青木 友一君

支 部 設 楽 貞 三 君 佐々木米太郎君

131'， 
5  ?‘ 

10名



昭 和 3 4 年 度 牧 支 予 算

. 6.  

: r < 告 2

社団法人 日本建築協会

去る 3 月24 1 : : l 閉会の定時評議員会におきまして下記の通り l昭和34年度収支予算が承認されましたので，乙乙』乙

会告致 します。

一般勘定

収 入 ノ 部
支 出 ノ 部

科 目 金 目 金 科 目 金 額 聖t 目 金 額

正 会 貝 3. 240. ∞o  
会 議 E空 1∞，∞o  

団 体 会 員 4. 230. 似l O 部 会 n  切 .000

会 費 収 入 7. 799. ∞o  

地 方 会 員 144. ∞o  
委 員 会 費 120.∞o  

准 会 貝 185. ∞o  
雑 能 費 8. 鎚 O. ∞o

司1 m 12 13. 330. 000 務 部 講 習 会 費 630. 000  

雑 誌 収 入 8. 630. 000 

!I! 会 聖t 500.000 

講演講習会収入 5鈎 .0∞
出 飯 't'! 2. 400. ωo 

集 会 収 入 4∞.0∞ 
潟 査 E空 2ω ，∞o  

事 業 収 入 12. 710. ∞o  l l ! 材審査料 1∞，∞o  

雛 450.∞o  

約 款 売 上 収 入 240. ∞o  

111 版 収 入 2. 7∞，側 |

縫 50. 似国O

i… 金 |

260. ∞o  

支 部 410. ∞o  

支 部 補 助 金 150. 0∞ 

雑 収 収 371，0∞ 胃Z 結 軍司 180. 0∞ 

合 官十 I  20. 880. 0∞ |  

通 信 質 26. 4∞ 

旅ｾ交通貨 144. 000 

!Il 務 n  1，202.4∞ !I! 金 ｾ＠ 600. ∞o  

会館特別勘定 印 刷 物 質 90.∞o  

文 房 具 n 42. 0ω 

科 目 額

雑 E量 120. ∞o  

収入ノ部
給 幸司 3. ω7. ∞o  

貸 室 専1 貸 室 幸司 1，020.∞o  

給 与
3. 8位，側 起 動 手 当 150. 000 

繰 入 金 第二一般会計繰入金 960. ∞o  

'!'t 与 645. ∞o  

維 収 入 雑 収 入 100. ∞o  

他 庭 保 険 料 142.000 

計

厚生年金保険料 45.ω o  

支出ノ部

厚 生 Z空 245. ωo 失 業 保 険 料 32. ∞o  

支 払 荊l 息 借 入 金 利 子 817.750 

労 災 保 険 料 6. 0∞ 

経 ｾＲ＠ 低 5高 f1 102. ∞o  

職 貝 福 利 関 20. ∞o  

瓦 斯 代 171，∞o  
賦 部l

課 金 30.∞3  

水 迫 料 8.400 

借 地 料 97. 7∞ 
。。ω |  会 館 勘 定 緑 地 |  960. ∞。

火 災 保 険 料 21，∞o  

1}  忽! 134.4∞ 

2ω 卿 | 退 臓 叫 立 金 | 250. 0∞ 

修 理 費 50. 0∞ 予 櫛 <<n 
560. 600 

人 件 't'! 128.500 

雑 費 96. 0∞ 
合 計 I20. 880.脚 |

計

差 引 剰 余 金 453. 250 

)' 1  
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花 屋 敷 ゴ ル フ ク ラ ブ ハ ウ ス 見 学 会

と き 5 )J 2 0 u  ( 水) 午後 21時( 集合) - 4 1時 ( 解散)

集 合 所 阪急屯事宝塚線花! 毛敷駅，'1¥口附近

申 込 電話で15 1J までにお申込み下さい。

集合所よりクラフ' ハウスまでは徒歩で約25分です。

建物概要

設 計

施 工

位 置

工 !Ul

規 模

機

高

妹式会社大阪主主築事務所

株式会社戸田組大阪支庖

t 塚市切先u字長尾山 1ー 16

昭和33年 6 )J - 3 4年 4 月

j也隣 56 .37坪 1階 274 .31 J5!' 

21桝 236 .  37:h1' ピロテイ部分 48 .  17:h1' 

;n 6 15 . 2 2坪

鋭、筋コンク リート造

判 ｾｾｓ G L から 8 m

地上 2 階1 1路地階造

さ

.•• 
1

1

1

1

1

 

ブ

会

ク ラ

学

J l - フ

見

ゴ敷屋花

h  

第 9 回 工 場 見 学 会 ( パネ ライトその他を見る会)

松 下 電 工 株 式 会 社 工 場 見 学 会

場

会

工

齢 4

守ー

K  K  工電下松

5  )J 23日( 土) 午後 111与( 集合) - 5時( 解散)

本 会 前

往復ハガキで15 Uまでにお申込み下さい， J111せんによ り

参)J f1将 ( 601'， ) を決定お知ら せします。

本会!日iJ ( 1311寺) 発 ( 松下電工KKど提供の貸切パスを利

用Ｉ→必下泣工 ｉＧｾｾＧＮＡ［ 工場一Ｈ工場見学 ・ 怒談Ｉ→Ｈ貸切

ノミス) →大阪駅凶 口 ( 17時〉解散予定。

と き

集 合 所

申 込

程行

•
•
• 

1

1

1

 

見

松 下 電 工 K K … 松下電器製作所( 昭和 10年) の配線探具，合成

樹脂製品および屯線竹の製造販売部門を分離独立した。昭和20年 に 現

在の社乞に改称した。。 昭和32年で資本金 16億円である。事業内容は

配線器貝，主査光: 1: ] " ( ，器具，屯気2ti 具， qi 紘 管 お よ ひq附属品，合成樹脂

・成型品およびそれに 附祁する事業さ喜多方面にわたる生産を行っ てい

る。

建築材料としては次の製品がある。

.‘ .  

ナ シ ョ ナ J l - パネライ卜 ・ 米国セントレヂ ス社との技術提携によ

り生産された最高品質を誇る熱硬化性高圧積庖メラミンプラスチック

ス化粧板である。耐薬品位 耐熱性. 001水性lζ 優れた特性を持ち ，家

具 ・調理台 ・壁面I i ・カウンターおよび車 t柄 ・船舶の内張りなどには理

想} 的な表 Ifri 構造材料であります。

そ の 他 の 製 品 と し て は ・… ・ナショナ ノレプ ラスチック雨とい，ナシ

ョナノレポ リエ ステノレ板， ナショナノレビニ ーノレノマイプ， ナショナノレライ

ト，ナショナノレポリエチパイ プ- 一ーなどがあるc

近刊予告の図書

「鉄骨構造計算と実例」

に つ い て

先 )J せで近 I，J予告いたしました標

必図書は 予定よりも内科がmえて

印刷) 1ζ も" 数が史寸ることになり，

邸主t 印)I; II' IJ であります。 6 ) J  ｲｾ ， Ｈこは

;1¥) 坂の回途に進捗を 1'61っております

からどJOI待下さい。

、



大 阪 東 映

設 計 施 工

清 水 建 設 株 式

メL

Z 玉
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銅 製 建 具

k  

アサノセメン卜

生コンクリート

大 阪 東 映
メ当、

コミ 館

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

日 本 セ メ ン 卜 株 式 会 社

大 阪 ア サ ノ コ ン ク リ ー 卜 株 式 会 社



東 映 ホ ー ノレ ・ 空 気 吹 出 口

高 砂 熱

み 叫

チ 工 業 株 式

衛 生 設 備 工 事

. 6.  

=  

大 阪 東 映 会 館

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

.  



。

'* 
。

三。|

グレピテイヒンヂ詳細図

建 具 金 物 鳥 居 金 属

.  

興 業 株 式

. 6.  

τ"" 
社 現 場 部



〕・

大 阪 府 警 察 本 部 庁 舎

股 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 諜

施 工 株 式 会 社 奥 村 組

10 



J  

6 険 会 議 玄

田 島 応、
用

...， 

2  Il?'i 'J( ，f 控室 ｗ Ｚ プラ スタイノレ ｐ Ｂ 色 ￬ｬｾ り ｐ Ｍ Ｘ

e  

化 エ

lJ  プラスタイノレ" P砂色(i ) : 号 P- l

株 式
.6ー

コE
社

11 



暖 房・ 衛 生 ・ 給 排 水 設 備 工 事

アスフ ァノレト I; } j 水エヱji

アス ファノレト i;ili 装工' ) (

株 式 会 社 栄

旭 化 建 工 業 株 式 会 社

12 

興 商
.6‘  

ヨヨE

iG 気 工 *

江 東 電

大 阪 府 警 察 本 部 庁 舎

気 株 式
.6‘  

ココz 社

込

F  
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本 部 長 室 天11' ア ル ミ バ ー ル タイル

叫，:  ，1 01 ' リノタ イノレ

施 工 第 一 建 材 株 式 会 社

銅 製 建 具

大 阪 府 筈 察 本 ; 官 庁 舎

公安委員室

事 務 室

天Jf :  I味の京アヨース ' 7. ;1 ｾＷＮ＠

I.t: :  ｾｦ＠ l' 下 リ ノ タ イ J レ

天 il
o

: ア サヒトーン

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

13 



大 |仮 交 通
ｾ ｦＺ＠ ｬ ｾｩＱ＠

設 計 海 上 静 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 藤 田 組 大 阪 支 j吉

シヤ γ タ - K  K  共 立 工 業 所

衛生工事 大 和 設 備 工 業 株 式 会 社

電 気 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 庖

14 
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大 阪 市 立 す み れ 小 学 校

i悟 原

段 計 大 阪 市 建 築 局 学 校 建 怨 課

久 米 建 築 事 務 所

&， 

E寸

段 計 建 財 設 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 大 末 市E

15 
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衛 生 ・暖 房 工 事 日 本 熱

A 叫

づ' -
工 業 株 式

4

Z

 

ネ土

大 阪 ιじ

4

5

l

 

x  
ム

=広
食'r'; 設 計 双 星社竹腰建築事務所 施 工 KK 大 林 組

銅 製 建 具 大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

， 

塗 装 工 事

竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社

16 
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併 せiii 当孟ぷ孟白認証主己最高峰

新 床 材 料 販 売 並 施 工

桂 の ビ ニ } [ . . タイ} [ . .

( 責 任 施 工 )

発

τ L -

7G ノじ

株式会社桂商会

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トピ? 聞

( 中心 吊自由 開 型)

大阪T I i 大淀区天満橋筋 6 - 12  ; l i : 話大|奴③6625iii

Ｚ ｾｴ｜ ｴ Ｚｾ＠
t  ーベ〉

Zげ 町

Ｚｩｾｾ＠
:: :) 

t  

ｩＧ ｾ ［＠

践

促;:;:，.、h

日

!、
“ 〈

予挽列

w  
q  

( ピボ y ト・ヒンデ持山し吊り 型)

( カタログ御人mのI ¥iJ は御申込下さい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

内I 飽 市 横 川 町 1 丁口 46 /昏地 ¥u話 布 胞 (72) 7713・839 市

J.Uij t " 郎千代m区神間和風mI l ノ 11 m沼 東 京 (866)  3051 - 2揖



ナ イ ロ ン カ h

経 讃 /

東レナイロン級車王・鍛通は ＱＰＰ ｾ ぢ スパン

ナイロン糸を使用したもので・摩療に強く

・弾力性に富み・吸盛性が少なく

・虫の害を全く受けません

h  

・3

量

丘

、
ヨ

にト十

ト

鍛

…
…

.

…

ω

…
m

 

・
2

a

U

桜

山

田一一

峨

・
汁

戎

史

傘

叩

附

け

じ

東

A .  

コZ
商発売元 ( 株) 泉

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

4・

一

制g: i 拝Jt ーヲイド|

耐 火 ・ 断 熱 ・ 軽 量 骨 材一

用 途 の 一 例

(1 ) 市荒川 コ ン ク リ ー トJII 制11-1'1キオ

(2 ) 記 '1'，材 料 ( 七メ ン ト・プラ スタ一行 材j

( 3 )  ｦａ ｾｾ Ｏｈ｜ 附 ｩ ｴＮＡ｜ キ オ

(4 )  illl JI ニ 111

(5 )  il，もi必 11)J キオ

〆 ぐ ーラ イ ト は真珠岩を Ｚｾ ｬ ，速に 加 熱、 ｊｊ ，｜ｪ

J1Nせ し め た も の で 主 成 分 は 削 除 で あ り

小 き な n '::li ;十人 の ガ ラ ス 'ft の 巣の u.: り で

形 成 さ れ て J;l ，り ま す 。

ｊ ぐーラ イト は Ｑ Ｑ ミ Ｇ［ ［ ｾ［ に ｐ 悦 〈 而 ｦ 火的 で ある

の で プ ラ ス タ ー に 混 じ 耐 火 、 l断 熱 JJ Jll 足

f士上 に X 、 コ ン ク リ ー トと して は 砂 の

千t り に f克 っ て 凶f葬具、申王f，t コ ン ク リ ー ト

と して 仙 川 さ れ ま す 。

特 性

事圭い セ メ ン l そ ん ク ル の 巧以 下 ( ;，'，，! t if( o  ｟ ｯ ｾ Ｍ Ｐ 加、 ｉ［ ｪ［の ｩｦ ・ Ｑ 正 のｾ 一泊ｽ

耐 火 性 が 犬 で あ る セメ ン ト モル タ ル の Ｔ 怖 のｾ Ａｊ ) J が あ る ( 燃 融 温 度 ! ( )O() : C以 上 )

断 烈 効 果 が 大 守 あ る セメ ン トモル タ ルの 2 ｈ ｾ Ｇ 以 Ｑ Ｚ ((1:$: -" 係 数 λ = 0 _03 - 0 .05kω 1/ m". C】 ・ 一

亀 裂 予 防 に な る 始 ん ど f U裂 が tれな い か 、ー フ イ ト を f受用 し た 国 連 ピ ル )

遮 音 吸 音 効 果 が 大 セメ ン ト モ ル タ ルの 2 m-以 J て

ｾＮＮ エ が 容易であ る 他 の 総 長 f l 材 に 比 し 純 一仁が が 紛 で あ る =  

化 学 成分 ｓ ｩ ｏ ， ｾ ＷＵ Ｎ Ｕ 、 ａＢｏ ， ｾ 15.  Ｓ 、 ｆ｣ ， ｏ ， ｾＰ Ｎ Ｙ ｃ ｡ ｏ ｾＰ Ｎ Ａ Ｒ 、ぬ Ｐ ］ 4  Na20 = 3 .S  ｾ バ ー ラ ゴ ト セメ ン トモル タル
有機 不 純物側 発 分 怠 〈 、 長 ｊＡＢＨ ｾ 存するも Ｑｴ 到し広 い 三 吉岡 合 そ の f也 ・パ ー ラ イ ト プラ

三 ス タ ー の 配 合 言見8月役贈 呈

キ土

円木 杭 ( 2 4 ) 4 101- Ｙ ・ Ｒ Ｓ Ｗ Ｑ ｾ Ｎ Ｙ

l: fIo' J.¥I¥ ( 44 )  3 7  3  1 ・3 7  5  1  

11本 杭 ( 24 ) . 4 101- 9 ・2 3 71- 5

1IE '  '.r. :'，' ( 54 ) ， 3  1  7  1  - 5  

小 川 ( 4 ) 9  3  "3  6  - 9  

ゐ

冨式キ朱業

東 京 打日中 央 l又 11 本 杭 市 III T 2 の l

大 |仮 d， 北 I夫 '1 ' 之 ，1:. ，1
1

3 の 5

!.R .!. ;i 何日中 央 lメ LI 本 杭 市 111 ]' : 2の 1

4町内b1r1l 中 村 IR 広 小 路 j/lj j W2 の 2 6

110'， ｉ ｾ［ ｊ＠ m ヨピ やl' III T  :3 9  

鉱属金井

本 庖

大 阪 支 底

東 京 営 業 所

名 古 屋 営 難 所

福 岡 営 業 所

一一
一

⑥ 



学 校 建 築 特 集

表 紙 デ ずイ ン 付 16 ' I:  

"，:U ll 学校i . l l "l ¥:  ＮＨｩｦ Ｑ Ｚ ＱＱｾＩ 治 時代 ω ・［ＺＺ

校生n寝 ( “T割111土本 党参問)

建 築 と 社 会

第 4 0 集 ・ 第 5 号

売 価 l 郎 1 8  0  ｐｬ ・ ［［［料ｾ ｾ

町{ 布1 3  4 年 5 月 2 0 円 印 刷l

附 事1 3  4 年 5 月 2 5 日 発 行

時 行 所 ..1 問 法 人 円本池 築協会

大 阪 市 京 区 北 浜 3 了間 3 7

: n 話北浜@ 9648・9649・9640酔

仮 替 口 臨 大 阪 3 9 9 7 5 市

先 行 人 Ml 川 猟 ー

編 集 人 総 井 日 日 光

印 刷 所 朝、式会 i l: Ii H 文 tf

大 阪 市 北 区宮: 1 1 町 6 6  

Iu 結 @ 2 0 9 1 - 3 l f i

印 刷l 者 網 野 栄

建 築 と 社 会

5  

9  5  9 年 5 月 号 目 次

巻 頭 の 言 . … つ‘1下i

作 品 作 風

大阪 :l i i 'J : すみれ小'γ! 主 .. .  ，:'z ，d  ¥r. iPH :  A P， r! i位 相.Y r 陶cJt ，;'z 吊; .. .21 

久米i . l l '高 ・Ji 傍 19i

権 I 除，.，会 11 大 紅 組

ｾ ，＠ l'iJ，1.:I，心: イi1JJ&小つ! : 校分校 ，;'z" I'f.: iPH 名市川市 長n"l¥I"H.U柏市; " ，24

下 校 組 合官 ぷ

』匝 1: 小 JJj( ｾ Ｎ且 ａ 円 、 Ｂ ｾ ｾ＠ H  
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- 圃園田園田園圃園田・

学 校 建 築 の 思 い 出 河 東 義 方

新緑 の Ｕ 月といえばＧｩｊ ｩ 人の 子 供述にと っ て は ， 新しい，，，［校 ｦｕ Ｇｩ ＺＡ｜ｾ の黙りを吸 っ て将来のｾ Ｇ［ をほしいままに

する 設 も快い季節である 。

Ｏｉ ｾ叩 Ｑ Ｑ Ｐ ｻ Ｑ ミ Ｕ Ｉ J. 私は江HI，I;:;f(.M軍兵学校の門を くぐ って. ＺＡ｜ｾｦｾ とな っ た ｾ Ｉｬ 木 ｾｘ を奥深く通り抜け ， ，11風な

ｕｾ 瓦造の建物 ｬζ ， 兵学校長 ｬ 弘Ａ下を訪ねた 。 私はまだ学校を山て Ｓ {I'- !-Iで . iflt4i  f(. 竪くな って. [" )>:，f交の j1( :築

工事を担当する乙とになり打合せに参りまし た」 と挨拶すると 6 尺泣な O 校長隊l下は . [" まづ現イ工のうf 校

を知 ってもらおう J と，乙の若I{i. の私をみずから案内して下さ った。そして歩きながらぽつぽつと ，設計 lζ

対する 希望を話された乙とを今でも肝銘深く覚えている 。

「本校は，こ の校庭 . ) 罷. ¥t ある乙の建物から受ける生徒連の村ド1
1的な 1mが非常に大切で ，乙れを駿さない

よう に明築計画を立ててもらいたい」 と偵くやさしくいわれた。なるほど，ζ の緑の若*f ζ 8まれた，失IJ4

風 のお!t 瓦造，乙のすばら しい雰囲気は，若 き青年軍人のO ! lにと っては，将来の海軍大将の拶をつくるに充分

なものを持 司ている と感じ た。

と乙では生l，ll!i fと称する建物が，軍人精神の道場であり生徒の生活の '1'心 とな っていた。いわゆる教宅は

その廻 りK 離れていて，それぞれ何々講堂 と柄、し ，兵学術とか， 普通学科の秘義を受けると ζ ろであるが，

ｾｪｙｩ 常で の学習以外は総てド ｬ 治的 ｬζ 仁 級生が週落生従の名を以てＮ j行i持f( . 苧i っていた 。校長| 羽下は私を五I Gj}J場

の一隅にあ る小高い任の l二IC案内 した。乙乙は楠の森で主主物はイ"I もな( ， l 。殺 ってみるとそ乙 lζ は，大きな円

形の大理石がJ加えられてある 。

それK は?主: ｢ ｬｘのプ Ｗ ｐ ｉ とかれ府県の ｩ 也名と方角が主 ＱＱ まれてあ っ た 。 生徒はＧ［ｩｊ ｬｬｾｻＺζ の ｆ､ζ 敬 っ てに ｢Ｆ と脱 却 ｕ ｉｦ ζ

向 って礼拝す るのだそうである 。とんな乙とからも忠本の村! 神教育がなされているのかと感じ入 った。校内

の北，内の二プJ は小高い任 K なっていて，多くの教官の11合ーがあ って，それそ. れ広い部屋を一つは持 ってい

た 。 日 ｒＷｾ 日 ｬ ι は 生徒連は Ｑ ＧＱ 分のＧぷ』 ζ 州 っ た ような 気 持で Ｎ jl l . 任の教YTの'書記を訪ね，大橋餅をl度一ばいど馳走

にな って くるのを業 しみと してい た。 しかし内 JJ}J の教官夫人は兵学校 f(. 転勤を命ぜられると . Ｇ 十 ｉｊｾ の Ｑ 工作 Ｑ を

以 てお 里からの ｌ ｇｪｾ を求めねばならなか っ た と いう乙とであるが，乙の校内で 家庭 の 親 しみを味わい 郷愁 を

吹 き飛ばす. ｾＱｽ Ｈｦ ＨＧ Ｑ 唆い，思いやりもまた乙乙 で は教育の 一 つであ っ た 。 ＮｬｬｩＱｖ ｊ 場の南側は江凶内湾 ｦＨＮ ｔ￭ｔｩしてい

て ， ζ れぞ 本 職 の「而 ｬ 舵とれ 」 の紋ｾＡ ｾ ｾ の場所 で ある 。 校長ｼ品 ｬ 下は 一 応校内を 一 巡の後，教育参考釘 ｊ と称する

古い建物の '11( ( . 案内し た。そ乙f ( . は待lI ij (， l  '1-'  f(.束事UI) l; (¥IIJの治安 とネノレソンの毛などが祭 られてあ った。生徒

は自由 f(. 乙とにも I_H入して先人を偲ぶように で きていた 。元の校長室f ( . 1 t11って最後f ( . . 1刻下は荘、に設計の| 刈

係者を連れて，一週間ばかり生徒と ー紡に生活してみてほしいといわれた 。突然のととで返事に図り . 1共l係

の者 とも相談 してと ，引き下 った。その後三人で二 日間生徒と起床ラ ッパlζ 起き . il 以 lラ ァ パ lζ 桜て生徒の生

所振 りを見!日l した。それによ って似像 していた乙とと巡 ったいろいろな設計上の資料を仰る乙とができた 。

4  

F  

・. '

生徒の一 日の生活は全く 11寺/i ，¥]的に少 しの余絡もない日裂が組まれていた 。朝の顔を洗うにもおE而告書などは よ
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佼 わず，水道の コ ックより JI!I 接洗而するため洗面場は深いカーブにして水の散らないようにするとか，階段

は昇 るとき は駈足で一つ飛ばしに登る ため，ノンスリ ップなどは相当怖 ) J なものにする必要があるとか，市

識では考えられない行き過ぎもないではなか った。

その後設苦|も 完了 して現場の蛇督官とし て戦争前の 5 年間を乙の兵学校で学校建築K t，:;:ーした 。乙れが夜、の

学校建築についてのささやかな経験 lζ すぎない。終戦と同時に 11 1制の教育制度K メスが入れられ，新倍11&の

教育方針 κ よ っ て ， 今Ｇ ・ 校ｩｬ｜ｾも民主的に変 っ て きた 。 最近では ， つ Ｑ ・ 校は子供の ｾｉ 能と体質の研究所であり ，

上級学校への予備校的な傾向 もない とはいいI f t lt い。それにともない ，午校全体の将来計画が巨視的なJ j _ 場か

ら考慮さ れないままに . 'iJ!_ いている場所に思い思いの総式のものを不統ーに建てるとい ったケースもないで

はな し〉 。

しかし ，江 1+1品以後 . Iljl][ぷや教育の目的は変 ったが，よしそれらがどう変ろうとも ，校合や設{iHiだけ f(. で

な く子供の 村和 Ｑ Ｑ 而にこそ行 ｉＺ￬ ｾｾするという全 体 的な 詰 ＱＧ Ｑｬｬｩｩを樹て Ｎ ＩｪｊＨ以後 ｬζ は校低のクローパーの ｼ 三 ｦＨＮｾｾそべ っ

て拶を揃けるような . f 供の心にゆとりを与え得る学校が建設される乙とを衷心から期待している 。

.  
、
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五! ! 動場側 よりみる。

大 阪 市 立 す み れ 小 学 校 計 画 に つ い て

この'γ 校は大阪iIi の析しい住定区 として ， すでに政年前久米長t 築 ' ) l 務所によって設計 l，f，iFHされ

た， 大ｩＧｬ ｚ ｩＱ￯ ｪ ｾｉ ， ［Ｑ 住 宅Ｚ ｩＡ ￮ 市問 ｉ 也 計測の一部である予 校蚊 ｩ 血 に ｩＮｴ っ 小学校 として ｊ 十 両 され たも 山であ

る。

二のJ t - l l mに当 って 11， Ｂ 在米 白 人ｾＱｬＧ Ｑ ， ｬｖｉ にとらわれることなく ，日 ｉｊ 也 にマッチした設引をした

(. " と 与止，大阪り地方性を一|二分に号胤に人れ， 析し い '1¥8llt 't l Xコ ミュニテ f の一羽i として

イ ｩｾ 型的 な剥 ＱＱＱ を試みた。

プロァ トはこ の小学校に収容される !ι 取がr11J 也内 l以前のみでなく ， 11，1辺の一般住宅の児所をも

収存することと ， この敷地が団地内 山 ν クリエー ν ，ンの '1' 心と なる公闘緑地に隙接する よとと

をあわせ 号えて ，ill 動場，および校合プロフグの配 li(l ，il llhj を行った。

教京数1130教守' をもち ， 1学年 5 教卒" 1¥位である。

したが って教指数は 5 教弔 '11伎の組合わせを 1 ユニソトとして 偶成 された。 これは ー 般 ｏ け Ｂｉ ｾ ＧＡ

の教主プランに比較して約10%の'1、fffillt の節約を lr う二とがでJ た。

二の 5 教京ユニ ッ トプラン の特徴とし て:11m4 教本 の他に， .It 側に. ! . F両刈 fki t] 光となる l 救引

をもつことである。 ζ れに つ い ては計 Ｑｾｬｩｾ 初 より 日 間 ， t] 光， 通kIl' 1f の; 搭智を ti i ，r，に検H L ， !1 

P' (l ， W先につしーては1川口部を大企くし/ J ¥，O) JI¥を少くするニとによ って 市而する教主と 1，;1[判定の条

f'jo>:Cl' .) るよとがで占た。通風についても通風をI止{，:lC' だとする 6 - 8 }j にかけて ， 大| 荘地点で11

.! U I'li } j jl'l jの風向 となる特 y. t l から解決した。

教前 l判IIIi のk:':J 2 mのノ、 Jレコニーは教市川の '1"I Iii( "J な辿ね ， 給食両『腕， 1有側 11 1. (1U) 剥節，および

; 守防児問1111の休忽時に応大限に利 111 されて 1，正米の学校長t '事の観念をI民る析し ト デッキの IE り)j

を不すものである 。

大 阪 市 立 す み れ 小 学 校

段 計 大阪市建築局学校建段部股計課
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施 工 株 式 会 社 大 末 組
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7. 使所6. 足 洗 助5. 配 Di!I室4. 教材' 主3.  B 階 段2.  A 階 段l  一般教室
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全 甘 ｾ :  2. 4 北 面

校合 汗 ｊ 而 ー 宇 ｴｾ コソクリート ｴｬ 放し 。 窓枠 ｃ ＺＧｉＧ ｬ 較 ｩ ｡｟Ａ Ｚ Ｉｾ鋼ｻ止 月 Ｑ 。テ レ ス 間仕 切 ポ Ｓ エ スデノレ 強化 叡

24 

金 城 小 学 校 計 画 に つ い て

ｾ ［ＭＺ校ｫｬＡ築 の計 ｬ 耐 として 小 Ｎ 11" ';:: 校におL 、てわれわれに リえられる範I'tili . 一般に配置J I凶lがそ

の総てであると し っても過. . でなトほ どω状態で， その 他 のより Ｎ ｮ Ｇ ｬｾ な 恒 例 ＱＱ Ｎ 一般企II 築家，救

向 r. の千のとどかない ところにえてして吾ねられて い るのが: J ! 状でなかろうか。

もL . /、 ・三制教rf に ir . 分な f l!解をして ， その目 的にＡとｾＺｊｾ であったとすれば ， その J ，胞を契機

として ， 今 Ｑ Ｑ にｾる 十 余 計 ＱＱＱＱ に ， そのkl!物の内容に ある L 、は生践の J i i l 等に前々な試みがなされ

て， コ: が結ばれておったであろう。そのう ちで も教室が第 一に係 りあげられておらねばな らぬの

に，各方面の努 ) J はあったにもせよ ， IYJ if; 以来の教宅 と紡 *においては， 大去のない ものが今 11

もなお 新 設されつつあるのが現 状 だ。もちろん ＱＱＱ 悠 のすべてを ￭Ｑ ｦ λＧ する ， ￸ｾ ではな ト が。

現在の学校は ， J以科する 人nの;申|に4郎、教主に， その ifl吋i' lの% にも 111吋する立派な廊下 を附属

させてい るが . _.uのうちで府l川率が25%にも述し ていない。 この ように， 教育 (Y; には i白I:ie何 る

ところのない廊 下 を 号肢の外において， 神; [立に まりつめられた学校I l ! 物のIl!築Jr を 現在以上に削

減す るのは悶却" である。この利J1J / 庄の低い ， tj: t仰の高い (体 i/lifll にiもして ，Ｇｬ ｾ￯ｦｬｩ ｨＧｩ が ｾ ｴＮＩ 部分

を的概的に利 用するか。ある いは駁 il ll!; '、となり j曲以， 探究:7f の 点でもまたF市川 となってい る腕

Fをとり除いて， モの 余剰分 を教宅 なり また必要 としている 11!! V J 部分にふりむけて， 新 らし い教

斤 の ， 、 Ｇ ［Ｚ ［ ｾ ｬ ｪ ｩ Ｎょ に比、 ずる施戊とする ニ とがでまる は ずだ。

この金城分校では， 般の廊下を(1)，:抜と して，反対側 の耐HJ i にはれC. Rとも It 側廊 F と11i] じI11

の j - v スをぷけて，以 トに列 Jじするような忠閃のもと に J.'l .:1 を 進 め た 。 教 夜間般の不足 をテ レ

スによって Kl i ぅ。 ・テレスがつくる 111 : によって 11照調節をする。 ・京 !nO) 不起がちな閉山を上

げるためI l fl 政相の北側胞 トから採 光する。 . 11M政相の廊 Fから' Q: ｦ ＺＮＺｪ こも 伏 よ し 挽ｾ Ｈ を ＱＳ る。

h?i 造的には い'j 'nの配分を均'1{ : ならしめる。 しかし府1.'.'; と欠 1，'，; ，とは市に隣り 合わせに ( f 在す るもの

であるから lr<扱につし て光分与l直検H したト。

日時日について，い ま10 mx  J Om(邸干 Ill oI U 凶主主主を伊lにとり ，同' U，': Jを 4m とするならば，H' ， 

A ) I' :  1世のI倒的の比が [Iil じであり ， '1" 位、可りの tf¥仰をhiJ 率として ， 附115を10$b減 らすこと によ っ

て ｉｌＧｉ ちに Ｕ Ｅ 以上 の ｩｪＡ ｾ 臣 官 を 削減 で占る ω で ， ここ では

( 111木 のせい ) + ( 合桜のせ い) + ( 集のせい ) + ( α) を附llfi と L . (刊Rの条 /'1とも !'.(!ら して不調1合がな

か ったので3. 4mを以 て階川 とした。

以 後 にｾ ［ＺＺ校 施設 は 教 ｴｊ ｏｬ 現実を ｊ ｆ しくつウ ・ んで ， ゴミ十Nにそった ， 叫に教tf とともに生去るもの

として ， また救 f U; '.1; ｪ ぴ 地域判 プ＿のＮｸ ｴｾ を ｦＧ Ｎｽ て ， 主 っすぐに ｊＦ ｈＺ する二とを念じてやみません。

名古屋市立金城小学校分校

段計監理 名古屋市建築局妓術部学校建築謀

( 技術部長 一 Pl 俺日11)

施 工 小 原 建 設 株 式 会 社 名 古 屋 出 張 所

。i 化 i也 名 古 )jl . Tl J 北 区 占賀川J 4 の 60

延 Tl Ii HI 2. 4  9  5. 4  3  m"  (754.  87W)  
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1 階 平 面 図

1. ピ ロ テ イ

円 2. ホ ー ル

3. 廊 下 (l!): tJ ()

4.  ;7 レ ス

5. 給 食 調 f ll 1ft 

6. ，) 、 使 主

a. 材 料 宝

b.  tll 宝

c.  1 < 干 使 所

d.  ＮＧＩ ｽ 子色ｾ i折

図
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名 ￯ ｾｬＧ M i l1 立 金 M 小 学 校 分 校

階段宝広 111) よりピロテイを見る

、

ピロテ { より階段広間人口 をみる

教室正面 . !l.¥叡脇の移動，9，l 叡，流しがある 。

自由日

タンヲ置犠

2 階 平 面 図

1. ホ ー ル

2. 戦 n ｾ＠

3. 物 位

4. 放 送 主

5. 翻 幣 京

6. 校 長 応 筏 京

7. 保 地 宅

8. テ レ ス

9. 廊 下( 吹依)

a. 東 4主 主

b.  1首 位 当証

C . 女 子 似 所

d. 見 子 便 所

園
田

一
階

教 室 背 面

t告 屋
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浪 花 学 園 東 校 合

段針施工 徐 式 会 社 大 林 組

l. 9ト 観 全 策

2. 2 階 ロ ー カ

3. 玄 関 詳 細

4. 中 央 ホ ー ル

5. 教 室

所 (E J也 大 ri ､ｩ 生 ｾＡｊＺ l正人: ) ，( 1111 2 1" 1150

脱 税 鉄 筋 コ ン ク リ - ｾ＠ )(f ｾ＠ ＱｾＱ ，ｾ ｬＡ ＨＡ，ｾｾ州 ＨＮＱＢＩ

郎 主 ' { m lj'- 4 7 3.  ＰＶ ＧＱＧ Ｎｬｪｾ ｾ＠

経 昨 1  9  6  3.  5  5 ‘1・/j ｾ，＠

1・ IUI 向 n!l AI33f，' 6 }j 1  11 ，‘ 12/J i、11

ニt ']f. 仕 上

外 部 トiJ.; 1); 押l 人 色 ℃ ル タ ル 11)( I.t 

内 部 教 京 峨. )、 )1 プ オ ヌ タ ー

腕 モ ル タ ル ベ ン 守 靖

rJl 本 |、 引 ベ ン 1 楠

ホ ー ル )' )1 的 11 ノ 7 り タ

ｦ ｾ＠ IC' 1 フ ヲ メ タ ー

ｉｴｾ Ｚ￭Ｇ＠ -;1 : ;  Ｗ ， ｴｾｬｩ Ｇ［［Ｇ ，＠ 1:  1、別 リ /

fJ クリヤーラ: 1 1.' ー
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浪

九
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宮

1 階 平 面 図 2 . 3 . 4 階 平 面 図

( ただ し4 隣の教主的 問 Ｑ の ｾは取は ずし 可能 の ＢＱ ・ 助 ＱＱＱＱ 仕切 となって い る Ｉ

L 五 l瑚 ホ ー ル 2 応 接 な 3. ｉ ｾ Ｍ Ｚ 火ホル Ｔ 小位 五 Ｕ Ｎ 休徒主 Ｖ Ｎ 湯沸 宝

7.  :fr J>Ii 8. 教 日 当 9. 教 'ゼ

花 学 園 京 校
&， 

'ニコ

設 計 に つ い て 大林制l設，11 同i 担 当 宮 崎 君 治

市 街 地 ｏＩ ｾＧｴ ｬｬ ｬ で 阿ん ーを ｩ 且路に ｉ ｉｉ ｊＱ［ ｊ ＱＮ Ｎ でこをパスゥＺ 通 ると い っ た環 境 なので Ｎ 広 々とし

た平: 主処の校; t ; は望めなか った。学悼1から lli された条件は，①2. 0∞人 の' t . t生を収 寄でき

るこ と。 ② ζ の校 *は分校であ って本校が 1(旧 米.f' J離れたところにあるから 救n宅凶他

は救市 山 みて Ｇ よ い よと ， と い っ た ｊ うな こ とであ っ た 。 ｷ め は ｩｬｩ￮ ｨＧ ｴ を 紛少て ｾ c;，.! - ると い う必

1It: ;I )  ，らI' J引で，! I 副されていたが . ｊｬ ｩ｟Ｇ［ＧＺｌｾ の ＢＩ＼川前泉 な 録 の ｉＺＺ ｪＡ，Ａｦｪも あり ， ト ろし ろと Ｚ 梨 を 斜Ｇ

っ た ｾ ｩ ｬｩ Ｊ ＢＺ ｏＩ 怖 の ＧＱ｜ 砲 の ｬＢ ｬ ￺ ｩ と な っ た 。 これにより、 当初 の 条刊 を満たし た だけでなく ｉ ?，. 

教主 と もＡｊ］Ｎ探 究 とするよ と がで ， ＾ Ｎ 室 内 の Ｇｗ ｉ ｾω 分 布 も 均等 になり ， 正面1U般の大占さ ，

予IG! ｾｬ｜ 般 の 位 置もｩＡ￭当とな っ た 。 ＧｬＧＡられた 予算内 て Ｇ バルコニーを つ ける こ とは般かしかっ

たが . JI :j日時的生徒の避賢官 ωI:lj 凶， 125刷 校 *の!/:j 題等の解決策 としてバルコニーを れ慨に

めぐらせることとし た 。 ＧＱＧ 火 ホーノレ に つ い て は ， で占る 限り騒音 を 蚊Ｑｉｾ す るよ う Ｎ ｩｊＡ ［ Ｑ Ｑ した

が . 11干のと ころ教室は巧 しかul! JTJ していないので全教主主使用 した時の結集は IJI ていな

い。荷数本を制: 1f J された先生方の位。旦! としては，全部の生徒が ・!克に視野に入 り悦覚的に

無 ｾＱ がな く ， 音響的にも訓常によく ， 疲労 も半 分 であると 喜こ ん で ｦ￭ｩ い て い る。 教 室 内は

部 Ｑｉ ｾ ｮ 、た沈 ん だピンタを 主調色 とし ， ホー ノレは ｲ ｲ ｗＨ と も色 を変えてある。

ｊｦ ｬ ｾ 匹 で ｊ な い ｬ Ｎｩ や ， 教主 的 条 ｲｬ が Ｉｪ 位によ って ｹｾ な る点ゃ ， ホー ノ レ の 混雑等まだ解決 さ

れていない M!_.;.: 的なl河也 もあるが，タローズなi . I ! 物にまと めるやり方としては一つの解決

案である と 思う。なお 構 造 Ｈ Ｈｾに ，また ， 防火 区画 の処 理 の 点 、 に ｪＮ［ い て ， 今一段 的 研究 の 余

地があると止l われる。

施 工 に つ い て

点、 v 〆
工 事 主 任 原 因 常 介

近代Ni Y; の成燥をとり 入れたプレ 7 7 ゾ形式の総領が次々 に姥政されているー00. Jl o' ilt 

に個性のある i.I! 築が姐設されてい る。後者の場合，施工者はその個性的な特異性ωため)1令

市に焼かし ト( 1: 'Ji を且乙比 される。 今l止の時合も。没計 百とili 絡を車、にし ，そのJ'):骨|の ほ図を

一 ｬＧ 二分に Ｎｊ＼ 現した つ も りである 。 ＩＮ ｾ 礎は地盤 が 非常に軟弱 な た め ，浅野式 の コ ｹ クリ ート

抗 ( 筏25cm- 30cm. 長 さ9m) を 238本 もrr っ とト う大工 'Jl となっ た。今までの凹J l I主1

1 たは川引のI.I! 物と追い， すべてが J I: 三f' 1型をJ . l ! f¥l 1とし た平田iなので，型枠のtJl i l . その他

の 出で従米ω知識はほ とA どi吐に立たなか った。、河初は スラ イドバの刷枠符をJl n、7. . 7 イ

デアもあ ったが夫胞しなか った。 11";': でM初とト うわけで，コシ夕 日ー ト11 までは( 吋かと

やりに くいItli が多か った。 1111¥品，人間がJ - く 供I維なため . {f 上11大部分塗 り物で納めると

ト う.&，1であっ た。 このためA刊し仁'JIには大分% を絞った o f;r: 学校であるのでとくに色彩

も法文が憶か しか ったが. ;I ''=1J の Ifl '!f があ って非常に喜んでfii いている。

27 
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大 阪 交 通 学 園

段 針 K  K 海 上 静 ー 建 築 事 務 所

施 工 綜 式 会 社 藤 田 組

怨 計 者 の こ と ば 海 上 静 一 ‘  

大阪交通字国は . !H大阪凶ri "と，'il !j日IJ 也山市

に斑と北町二万泊路に ｴｾ する払立のＧ千闘であっ

て，中学 - i'::i 等予校 ・短期大学を包合したが、辺

学校である。

新築した校 ＱＷＨＱ ニ の 学闘の本品Ｎｾであ って ＱＱＱ 校

舎と別棟に独立し てi l ! 策された，中廊下 式のよli

凶に長い鉄筋コンクリート浩 3 附i l ! 1I .l ?I t1W 延

<. o50m" のi l ! 物て'あ る。 l 隣には ヒロテイをも

っY: r刻に ，校長五，その他官民l四rki 本 J' 敬司J

その他が配置され. Ｒ Ｑ 璃は Ｎ Ｚｾ通教主 ＸＮ Ili'i f.立教

室 ｾＮ t V<側室，政 .ili-:';{-i:- v ) 他. 3附は t千通教可{

3. 研究室 2. 凶占宝，合 1，;1教なその他に区分

されてい る。合11i]教室は 4 教室と中廊下山合 .11

函f I i がを山広さで間取 りに教聞 と映"/・4 がJ立凶

されている。

この組物の 2幣と 3 階 0>J;!i には山司.， コンクリ

- ｾ＠ ji唱版を叫:J円した。二 0 ) 山哩! ; l !i版は主 Mの節

減 を目 的に設計した目、mi 宙で，二 の学校 ともす

でに 4 つの学校々合に実施したも のである。 合

hコl教室の庖般には17. 1 mのオープニングをエスパ

ンとする折版l呈恨を服せたものであるが，t.vtj也

その主主の刑が外観上山特徴ともな って いる。

これらの附j s設計によ早主体コンクリ - f の削

減から，鉄筋 llt 七時判り 120kgt!. lQ' に '11下 t ｦｪｾｴ＠

た的で，その節減i止を内外装の仕上 11I iに近 cl- {ヰ

λ てこの・下校 も完成し た。

.  
， 

f  



大 阪 交 通 学 園

段 計 K  K 海 上 静 ー 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 藤 田 組

.  
h  

所 在 j也 大 阪 rlj 城 点 区 占 市 中 通 3 T  11 

規 模 鉄 筋 コ ンクリート造 3 Ill'i <Jll百!，， 11

J . I! . 匹面的 1  階 2  5  3.  0  7  tf-

2  P.' i  2  6  2. 1  1  li' 
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3. 会 11足 首 {

7. 教 l ! 本
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2 階 平 面 図 1. ff 通教室 2.  1111段教五 平 3. 般 道 屯 4. lV¥ Mil  'i i. 
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東南よりみた全景

東 筑 高 校 図 書 館

般 計 海 野 三 . ・ 佐 藤 四 郎

施 工 ー村 上 工 務 底

段 計 者 の こ と 1;1:

前川県立ｬｊ ｩ 筑 ｲＧｾＺｊ 等学校 の ｨｩｊ 窓会が ＱＧ ，校 日 制 ￎ｛Ｎ

1 階 南 担1J テ レ ス プ、i 問 ＱＱ を， ｫｾ 乏して関山舶を司 ｦ 附するこ とに ｫ

り，設計の相談をうけた のが丁! 江川 fドのす頃 だ

った。施主側より示された以来1t. . I1、筋コ ンクリ

ートの ' 1' 家主l ! で特}J 111担聴覚宅のみ 2附 にな って

L  たが予算 の総合でラ f トグーヂ造に変災にな

った。 、ド而計国lは閲覧室 . ｾｾｐｬ 弔 Ｎ 司 ｱ 部宅な ど

の グループと 特別視党主，戦J . 1閲覧5¥，.]巨，1，月五

などのグループに大別し， ll! it.'i の小さ Lイ主目 を

] 慨に収め心ニとにより ， lIl tキの虫 llJi を後 ill さ

せ ， 外 ｉｬｾ 十 ｬ 列を 棋 にする二とによ ってプ レース

の I( l ( 付を容劫にし ， 1階 の! 丘がオサ マリよ いよ

うにした。艇にこのニとによ って ， 2 防閲覧本

け 肢 のな ｌ イ 、 ｾ ｮ Ｚｊ が ｉｉｉ られ ， ，<11' 与に閲，'1(1([ 的 j!l

くを通る生徒の話 1" や視聴覚宝で行わなる ν コ

ードコンサ_. f の騒 音をさける ζ とが /1¥米 る二

とにな ったほか，閲覧室の南側の窓より筑肢の

Jl 1々 を' 11む問李の l:t 色を察しむニと合可能に し

た。また Ｎ Ｇ Ｑ ι ｔｦＱ担当ｾ 14: を 2. 7m >: 2. 7m のモジュロ

ーノレで統一 L ， ｾＺ問形式を ｬｲ ｬ 純化 するニとによ

り材料 Ｑｾ や ｌＱｾ の 附減をはか っ た 。 色彩 ｬ 土 ｩ ｗ ｪＩ ￯

ｾｾで ＱＢＺＺＺｬ ， Ｇ ｈｩｾＧＡ の 刊怖 を 代表 占せ 鉄ｉＧｊ Ｇ とリァ ν ュの

渋い ヨ ' (11，でアクセントをつけながら . Ｍ Ｎ ｭｾ 封

切なオ ν y ヂで，l'i¥、人i主のi在ラ' ) " にk; 止るこ

とにした。 以後に施主側の終始 ー11 した J' I' M あ

る態l止と ， ニのI ' . <J¥に手当った 村 l二 ".f.fi h

'

iの献身

(J'. J な態度に対 L I 1 i 謝します。 ( 佐維，k!)

-
a・

'  
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1  1  9 昨 ( 延 2 3 8 汁ー〕

2  2 屯 ( L . G. S. プν - f .  

ハー) 9 3  k g/昨

II{{ 布1 3 3 ;1' 8  rJ - I O }'1  

40. 5∞ 円/ 坪 ( 附常設仰 を除 く)

所 作 i也

Al ! 策而fll

所要鋼材t;t
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地 l 階

l 階

2 階

3  Ili' i  

4 陪

5 陪

6 隣

t出 kl 138. 644 

'I'Joi ， (A )  '1' /01， ( s )  大 l 小 山 火 当E州

1  JII'i 713.350 1日5. 00 48. 00 地 附32. 975

2 附 703. 750

他 犠 l剖I11

延而f I I

軒 高 本

大 阪 府 警 祭 木 部 庁 舎

段計監理 ， 大 阪 府 建 築 部 営 繕 課

錨 エ 株 式 会 社 奥 村 組

椛 'J 廊 下

38，4( 0 

34. 614 

47. 135 

47. 135  

47. 135 

47. 135 

大阪 rl:i ll [区 太子前之町 9 - 13帯地

1  2. 7 3  1. 4  0  m"  

UP f.立 I'-J j 米)

本 町l 別 申

1. 554， 487 266. 623 

2. ∞8. 373 479. 633 

2. 058.486 484. 633 

2. 058. 486 347. 362 

2. 058. 486 347. 362 

2. 058. 486 347.362 

347. 362 

3. 4  7  8.  9  7  0  m"  

1  6. 9  1  O. 4  7  4  m"  

似 ハラベ， トだ端まで

20.340m 

別 館 "  23.  940m 

'j( J.I( ( A )  "  8.025111 

Iド州( s ) 事f (.':， 2. 800 m 

大 Ｑ 小Ｉ［ ｾ 紗 ＳＮ 250m 

本 航 R . C. i白 地下 1. 1血

l二5 陪 11¥1♀ 2 隣

ｾ ｩＧ＠ R.  C. ;;'i 1 部地下 l

j仇 1: 6僻

' j ( "HA )  R . C. i;'. 

ｉｴｾ＠ i". 2隣

'1' 1oI， ( s ) 仰、1'( ｊￍＮ ｾ￬＠ j也 1: 1  I<' i  

). ，-_'J 州 +f 1，: 司" ) 同ゐ i也1'. 1防

火 宅 1.1， R .  ｃＮ Ｉ ［ｾｴ＠ j出 f 1  I<' i  

所 在 地

敷地面積

建物面積

"，. 

ｾ＠

一押J 伊:1';-; 白

事IJ

主体梢造

面 〔東扇)正

一 一一ーー歩行者{注意

州市 よりＧＱ Ｇ む 。 モザ Ｇ ｾ Ｑｉ ａＮ ル ｉｌＧ［ (Ut r . ¥¥先ヲスモザイクタイ ルILi) t I 明テ ラカ ョタおよ ひ Ii:，< lil 抗。

1i 而色 モル タル吹卜tll 止。 地問時部分色モル タ ル顕 治 1.. 11 上

， 
、

••

•
••• 

1

2

3

4

5

6

7

 

'l ! J t より' l '.tr 。減り廊下は辿;邑サ -;J i / オイルベ〆キ 仕上 。

九 ..1

... ..: ｾｾＺｾｨ 匂Ｚ
一 川 、"

｜ｾ［ｬ Ｇｩ 守九三
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1. 食 型:

2. 腕 房

3. 世
zロ'"  

Ml  

4. iJl -! e  宅

5. :0" w  

6. ボ イ ラ 一 室

7. エ ν ベ ー タ ー

8. 端 子 健 室

9. ポ y プ 宝 {

10.  :y ク

11. J'I '.  ｾ＠ 宅

12. ，; 1(; 応

13.  li' ;  11・{
言Z

14. 使 丁 主

15. 脱 占え 宝

16. 裕 室

17. ポ 〉 プ 主

目 18. n:; ji( 
，ー合ム， 

19. 診 jJ;i iYr 

20. ν ; /  t グ ン 宝

21. 記者ポ γ クス宅

22. 開i iIfl 国Z

23. 廊 下

24. 石 μt "，1  

l 5.  アッ V ュリ 7 ト

26. ス ロ ー プ

27. ドラ イ エ 3 ヤ

28. 使 所

29. 玄 |蝿

30. '11 務 宝

31. 取 調 宝

32.  'i'1 ｰｾ＠ 室

33. 'Tf n  1111 ｾ＠

34. ¥1' 1  li'l 

'* 
35. ill 動 場

36 悶1 長 可'

37. 11:' 見 可マ

38. 間 FIi 室

39. 会 2轟 宰

40. 1年 ノa、z  
宝

41. ｾｾり廊 下

42. 湯 首1: ヨ〈

大 阪 府 警 察 本 部 庁 舎 に つ い て 大 ｉ ｜ｦｩ ｊ ＨＮｦＱＮｬＡ稿用 ｾＧ｝Ｚｲ 綿課 内 藤 一 真

この処物は大阪中央政送 J.. j の:[，1めliif . 大阪城を，E而とした上町台地の . -- f- nの1:" 公J j- セ

γ ター( 合同庁舎。 J{. fJ j ' 合。翻述川。入同管PI!'II 務所) が，裂に商に 1;' )って五低減判所，

悦林日と述なる Illl り11
1に位位し ています。

ｊ ｬＢ ￭ 国 ｬ に当ってはこうトった立地条件から摘ｬＱ Ａ ￯ 訓 ￼ ｬ ｩｪＨＨＮｊ な号 ｬ ｬＡＡが必要だった 。 本舶の問ｾを

それぞれの辺路に平行に配凶 L . 従って水平線を強制した北拠の壁而をゆるトPiI 吃で1111げ

南熊凶盟国へと述統せしめたのも歩行者の悦似を遮るニと なく ，歩行と共に向棋な比活し

が ＱｾＱ られるよう ， また本館前面のパーキングエ ' 7のIiui 保を可能なも のとすべく配慮 1

た結果に外ならない。

実施に当っては，大体三つのプロァタ ，すなわち，E而点商は事務室プロ γ ク，北側に彼

:1' ，関係 ，倒置場，鑑識，理化学関係のプロ ック ，南側は交通及 110帯等の通信関係のプロ

ヌクから成り ，エタスパ ンV ョ Y は北プロックに述絡する波廊下でとり ，その Fをi且り<1'

脳間へ抜ける通路は主h物配 1i 1 の機能事l を日める一つの助制lを形成してい 芋す。

i也附ボイラ一室，厨1n等は中砥より のスロープにより 外部と i直接連絡し ています。別館

一，二慨は扇司'1留置場と側室より成り ，外部に而し ない剥宅は機械換気によ った。問. l i. 

附は鑑誠t県の写真宝と理化学検] ' ，京があり/ " 、附は映' ワ設備を備えた会議ながある 。北側

'ltJ ，l i は鉄筋コンクリート二階4 . l ! でスロ ープにより地上と述絡し ，洗車場 . ￬ ｬＺ ＾＾ｬｩｪｬｾ と附属 し

ています。
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r l  0 0 0 人 劇 場 を ニ つ 重 ね て」 吉 岡 勇

1000人劇場 をごっmねて 「半階下ってA 劇場へ， ヱドド!守上 って B 劇場へ行けるようなもの」をJ立

叶して< J ' t . とト うのが施主からの1，11/J の烈姐でした。

I∞0人劇場の総i r， I:J:.l 2- 15m になるのが作通ですので， これはーー般ffl 物のほ I.f H 守分に f1. 1、v， し

ます 。 槻切 を ｩ Ａￆ くする 必要もある から ｲ ａ 出 ｾｪ 品 ＱＱ ワ γｊ スロープ式でなければならない ， かつワ

ンスロープの以尚部から入らねばならない。 B 劇均的人 n は劇場の枇低調iであるべさだ」と いっ

たプラ y ニ γ グの必須条件が生守れて在主す。 このような条 1'1 をfr 子として， 人ー限 '11映会館の

ラγ ニ γ グがで去上り' l ' した。

辺制刷 の大 ｾＩ ｉＡ 峡劇場 の設計当 時は ， t F λ られた' i ) 'o也に対 して rＱ ，ｾ大 の収容 ｽｊ ｊ と い うのが大

企な必略条 tl で した。 当時「この条f' I を満足させたむのがでまた」と忠ったので t が， 占て Ｇ ｊ ｩｾｾ

にｻ止 って 比た劇場 の文 配人か ら ｦｅ 住外 ｾ ｉ ，込みが占か ｦＮＮＺ ｜ 、 ｊ と認されました。

:在! 吊11下から附 7牲に詰って ， 順次上におよ びますが， 必ずしもスム一二えに上にお t ぶわけて'は

なく ， 上がま だ'!J'. いてト るのに下が飽渦; n になるこ とがわかりました。

治 ｾｏＩ 動綿を無視したた めの失敗であります。大阪 ｊＮ ｊｩ映 会向。Ａではこの ，Ｇ， Ｇｊ ， を大いに 号 ｬｉｉＡＺ しまして ，

B IJ!l Jll，aもワ ンス " ー プ式と L . ほ1.f 'I' 央部にA ' B il'J JJjゆいつ1れも峨通路を.i! i:' ナ， この通路より後

間lをー・i立尚 くし映' 7 -
'
;'R曹をかがめないて' も通れる通路としました。 この紡 県 年 0 ff.._'¥- lJ よく ，

かつ l ll! ， ｴＡＮｾ＠ ＨｉｾＩ な ｜Ｇｌ＾ｉＮｉ Ｎｗ がて［Ｍ ＨＮ｟ Ｂる ｍＪ となり「 “ ｉｾ［ 込 みの ｊ く映 仰 ｩ 館だ」と い われるように庁りまし

た。

以後にわれわれのスタァフから . iI ，，j >: 俊介，木村Mii' '5: . Jl l -f、繁，を1内').;，己してfJ ，びとします。

大 阪 点 |りと 会 館

位計施工 清 水 建 段 徐 式 会 社

.  
-



1  

建 築 地 大 阪 市 北 区 本 明 P1r 六 市 I也

構 造 鉄 骨 鉄 筋 コ ン タ ヲ ー ト 造

階 数 地下 一 附地上 八ｾ ｲｾ＠ ｊｾ ｻ 三 階

敷地面積 1. 7  3  4.  8  m"  

建築面積

隣 数 1 J車耐i W m
2

1 劇! l l 客席而Wm::?

王子市有 1 -6 0 R. 1-1 円inl 点映劇均

l 防 1 1  6 6 5 .  9  1定 D :  1018名

中 2 陪 5 8 1. Ｒ Ｑ 一一 ｾ Ｒ ｟
f 附 1 6  0  2-:-3 同政/ " :;J 劇場

3  陪 1 8  1  9. 4  1 定日 914名

4 陪 1 6  3  7. 1  1  537. 8 

- 5ー 防 1 8  6- 3-:-5- 1 !. 1 l 映水ール

6 隣 6 3 6 . 9  I 定L. l ・ 298名 175. 5

7  JI!'i I  5  8  6.  3  

8 附 I 5 8 6 .  3  

R 1  附 1 1  3  2. 9  

R  21li'i 1  7 6.  8  

R 3陪 I 48.  5  

三 「 計 I 88 4 5: 41 客席合計 2230名

軒 高 3  O. 4  5  m 

飯 高 部 4  O. 6 5  m 

着 工 附 Tn 3  2 年 1 1 月 2 6  n  

核 エ 附 有1 3  4 年 3 月 1 8 日

東映会館の Structurl l l Slcel eton について
陶浪貞彦・光安 明・力武事11夫・西国芳弘

3 箇 ω "'11
唱と

8 J 1! ' i の貸笥をt!i つニの雄物11， 敷地の不幣ｽｾ ， 純物m注の外岐性と平i国立体とも

に無駄な' P" I IIl Iを械JQに切 り，(，Ifめたために ， J I'1ii に陶雑であって解析も絶対に IE. 廠は則 Li l l なかっ

たが， 晋tTI血lは慌念 (1' 1 安全側を必定することとした。すなわち構造計画のt R 本は水平9g1研ブJ の分布

条件であるが， t.II造 2 軸の担問定は全平而を①前面貸ピル②劇場部③附属慢械室の 3分割lをなし ，

各部に 2 舶を忽定 L ， 各プロック毎 0) 事由と納とは flll[ を 持 っ た ま ま と し た。 しかして残物剛性

は，各四iかなりJ o なった物であり ， ｬ｜Ｍｾ動学的な ｭｗｍ 悶熊な問題であるが ， 外力と剛心を平而触

と立体構1古の岡11J 庄の 号[11¥より skelet on を決定した。コン夕日 - 1 が完成したとき振動的測定を

行ったが， ｉｊＡ物全体 の振 動 を ＱＱ 然倒動より見た ｾ ｾｩＪ Ａｊ ＺＮ次のとおりであった。すなわち主 ｬＡ 物全体 の

・2錯した主弘E制動数は4. 8.. /
8
1えび11- 12.. /

5

であって ，このれ! 慌の陪日のIJ!物としては大き

い値だと思われるが，またその仮動加速度は小

であって ，R JI!'i - 5階のA 線は* 凶および南北

ともに完全に 1，; 11立拝lであった。さらに C 線は束

丙に対し! 日l位相であり ，A 線と C 線の励まは波

ｽｾが ｹｾ るので ， その 相対 的 ＱｊｩＮｨ￰Ｍは明 ｉ￉ｉ でない

が，振動は岡田1J l : でありかつ主要振動数l i¥、づ

においても 1. 1 . 1 現しているので，生l! 物のG渇 プ

ロックは件1維であるが，一体としての防止であ

悼と見られる。以上の結果よ り45
0

軸あるトは各部がある f1il 立を持った各ブロフ クの両'I i't. l i 余力を

持って いて，まだ逓滅的余地の羽るこ との立訴となった。

ｉＧａに ｾｾＱｩ ｊＧ ｝ τ ＱＱ には欧綴 ボノレ ｬ をＡＺｬｬｊｬｬしたことは大 阪での 先鞭で あり ， 騒音防止， 施工のn 1 j 11
1

化. 工程の短縮化を得て好黙であ った( 本誌 2 月号参照〕 。しか し， Illi げ戸1 [ [ の多い鉄什は Idl

梁柱l 土l ケ所として無く ，現τl は延 10∞ 人以上をi V: した。 (参 考 に 構 造 計算製図 延人民 として

も， 2 同の設計変! I : ! を含めて 延l∞0人強であっ た。)

地検はG Lー5m - ー16m までが V ノレ九 1 6 mli! T l i N = 30以上の洪f J ' l i t ' i なる乙とと ，平 i f W，

剛性 のアンハラ γ スより 17' ベデスタルパイルを採mした。I也'1' で偶成するニ の極の杭とし て， 上

司I Vノレトの庄 ) J と外管内告の III Il 二民主! をwることよ り， ヨンクリートに V i レトの浪人するおそれ

があるが， これを極度に注意して行な った。 また耐力推定はテノレアアギーの先端土E曜のy. : ; jfflS倣品目

より見た巧えによ ったのて' あるが， い くらか不完全な杭にもかかわらず. 仰向軍試験の結束はそ

の推定計算悩 より大なるものであった。

J宣言十目;jir( 5Ot/本 ( 長期) 1∞t/本 Ｈ短 ｊｾＡＩ

以上ニのI J ! 築より 3 問題すなわち ①I J ! 物剛性 と凶布振動

ノレの訪問題を勉強する こと がで主た。

施 エ 者 の 」 と l.t 

②I'¥'! 僚ポノレト ③ベf スタノレパイ

( 陶浪記)

J:'ll 主任 高 橋 久 ， 台

大阪で ー帝ω n抜き通りで， しカ白も変ｽｾ的な敷地を相手の姐策で ， 直接施 ｬ Ｚｩｬ￱ の労 ［Ｇｬｾ 以 ＱＺＱＢＧＱ Ｑｩｉ

際的 な ｲ ｬ ｵｮ で ｉ ｾｦ し めら れた印象 が 強〈残 っ た ｉｊＡ 築でした 。

われわれ直健施工の任に当るI ' t l i ， 御施主に満足して:cr うために " えられた工期 IHJ に. 設計

図! ' l に忠実に， しかも自分向身の良心に訴えて満足のできるもの， その上に合理的な施工により

怜業 ＱＱＱｗｉ も上げたいと ， 大変欲知 っ た気持で働き ， しかもず ｦ しみの中で 人械に味 えな い喜 びを Ｑｾ
ｴ ｾ ｜ 、と思 って います が ， 今度の場合は前述の ごとくそれ以 外の面lで， 校1荷苫としてのわれわれの

精力をi t ' l 粍させ られた結J暑が， 完成した止l! 物の陣地々にまて? 止われてい ることが今とな っては 大変

残念であり ， 心残りな点です。

ｭ 維なｽｾのｉｪｪＨ｝也に ， しかも主l! 物の性怖がl拍而は 8 陪I J ! の食堂ビル， Ｇｉｾ 而 ＱＱ 大 小映副首 Ｇ が三 ｴｬｦｲ 七

あると い う取令わせで， 議 UI しの1l 1I . i ! / ; を起さないよ う， 取合わせに笠 ｉ ｉｉｊ がてｾｪＭな い ようにと一昨

背労致 L' " したが . ｾ舎にそ の 点ではわれわれ の 取越汚労に終 っ たことが ， 11):後の短期 II I1に追込み

の取れイニ緩め干だっ たと思 ってい オす。

大阪北のl躍の地盤にも相当斤しめられました。 地下水位が; l 1'1i¥に日く ， 肝心の? エルポイ Y ト

も1ω 泌働かない とあっては，従来の水中 ポソプに ) J を借 りなければならなトことは，将米われわ

れも宰だまだ研究すべき余地があると思い主す。 以後iこご迷惑を儲けた近隣の皆 隙 に御詫び1] 1上

げ主すとともに. ご協力下 さった下1由来苫の方々に御 礼を111上げます。
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客 席

天 列 A、毛 t . ) Y ト桜リ プrr

ペン キ主章一

段 裂 i血 貼

腰 純哩i 付tji 'l' ll ぇ貼 ステ イ

;/Jrt色 タリ ヤ 7 ":J j ! 一

通 j;¥:  7 ' スファ J レ十タ イノレ

梅 田 東 映

定 玄 関 ホ ー ル

天 井 ハ ニ ーノレーバーお よび

拠地貼

扉 プノレーベーン ・タ フラ

イ ト ドア

独立柱 外 国 庫 大 J'H 石

床 ナ イ ア ン l的

右 ホ ワ イ エ

天 井 . 裂 i血 貼

日空 : 線引 Ht i ' 1' 阪 貼ステイ

ン，n色 ク9 ' 1' ラ J カー

床 ナ イ ア γ 貼

百 摘

底 割

底 鯛

B プ ロ ッ タ

r  
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大 阪 点 映 会 館 の . つ の 劇 場

ｾＱ＠ :  ａＮｃ ベニ ヤ叡貼 ステイ ｙ ｽｴ ｾ色 夕日 ヤ ラョカ

オ ヴ ジ エ 木 製ラッカーヌリ

東 映 パ ラ ス

省 : 2 階 ホ ワ イ 工

天 井 コ ー ラ イ 紙 貼

独立 FE カ V ュ ー 塗

lド ーナ イ ア ン 貼

λ' 階 段 か ら ホ ワ イ エ を み る

【世 他' 1' ｽｾＡ ヲラゾ ー プ ロ ッ ク貼

蹴 込 : テ ラ プ ー プ 口 フ グ

下 客 席

天 井 ホ モ ト ー ン ペ ン キ 強 一 部

A. Cベニ ヤ桜ベンー¥d童

i世 : ｾ ｾ＠ J也 ・ 即;

際 線 ｾＧｉ ｦ Ｎｴ 紙 ＧＱＧ ｪｕ ｗ ［ ステイン

，， Ｂ￭ Ｇ 色 ｾ ｾ 守 ヲゾ力一

通 路 アス; ; 7  ) レ ト タ バ ル

37 
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階

中 2 階

3 階
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地 階

l  栴III Jll 映喫煙草

2. 串: J[J 悦 f9i

3. 沼 父 宅

4. 機 械 宅

階

1. 出 川 点 映 由IJ ti.J 

ホ ワ イ エ

抑川! . l i H快 人 円

iU映パラス 人円

.! U 映 ホ ー ル

)8 tl li 人 口

6. 策 );l.

7. 険 同 な

¥ 中 2 階

1. J，品申1) :存附 上 部

ｾ＠ ｾ 船ｼ月附主
3 劇 JJa 'Ii 務 当

ＢＢ ｾ 機同夜
、5 約 i;; 'tii J!-: ｾ ｪ ｾ＠

ＯＧｾ＠ 6  疋 ふ ら ひ ろ 本

ｾＮＮ＠ 7. 喫 茶 ア ル ス

2 階

1.  . ! I i 映パラス '?，: JtfJ'

2， ホ ワ イ エ

Ｓ ， 存川弘 ｾ 所

4  劇 均' j I 務室

間 同 ' 宝

; r : ( / ベーター

【マピイ

7， J.l i 映 パ ー ラ ー

3 階

1. $1 均 等 席 上 部

2. ホ ソ イ エ

俺 f . l i 宅

エレへ - j I ー

ホーノレ

5， ν ス ト ラ Y

6. 1)( l!} 

大 阪 点 |決 会 館

段計施工 清 水 建 段 株 式 会 社

喫茶アルスの内観

九

-.  
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大 阪 東 映 会 館

股計施工 清 水 建 設 株 式 会 社

エ レ ベ ー タ ホ ー ノレ

南京飯広 ( 4 階) の客間』

資生食;時容室ロビー

¥' i 生没美容室 ・へアーブース

4 階

I  劇 場 事: M'i _l: 問i

2  映万関係J I f 室

3 俺 械 室

4  エ レ ベー ター

ホーノレ

5. 南 京 似 1.5

6.  /J1 )jJ 

5 階

1. 東 映 ;1、ー ノレ

2  主 関 口 ヒ・ィ

3 毛! l J 使 ifr

4. 劇 場 lJI 務 室

5  エ レ ベ ー ター

ホーノレ

6. 南 京 飯 山

7. m 初

6 階

1. 劇 場主: 防 上 部

2.  I決 万 関 係 JI: 宝

3. 試 ' ワ 宅

4. エ レ ~ ー タ ー

ホ ー ル

5.  fy. i  ，; ( 飯山

ι 制 服

7 階

L  エ レ ベ ー ター

ホール

2. '7 ?  >' l' 

m 生 虫 )

3.  ピ γ T イ ソ グ

4.  7 エ f  ν ヤノレ

5. ポ :デ イマ 1 サー

3  

6  へ γ ダイ ゾース

7.  オ フイ ν ー ズ

8  

1. エ V へ ー タ ー

ホーノレ

2  東映| 則側支社

3 支 判 長 宅

4 担 長 室

5.  Hl ; m交 換 宝

6. 使 Wi

R  1 階

1. エ ν ベーター

ホール

2.  アサヒビヤ

j j - r : : /  

3.  . 1. ォ>' 11t 下 部

4. 阿 佐 水 情

5.  エヤワ -;J i.〆ャ-

6. ク- 9: - - グ

タワー

R  2  R  3 階

1. 機 械 宝

2.  エV へータ

俺械、i

7  階

8 階

。
R3階

ぞ〉

R  2 階 R  1 階
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玄 関

外 観 の 一 部

40 

大 阪 能 楽 会 館

段計監理 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

施 工 徐 式 会 社 大 林 組

舞台施工 株 式 会 社 山 田 組

t量 計 者 の こ と ば

内 部 全 最

竹 腰 健 造

能 Ｓ 悟Ｇ， Ｈ｡ｦｕ 革台と見 ｊＹｲ との関係が，，ｾＮＱｉの中 ι しとなり立す。 また大J ; は鈍ωIInで主つ耐を H L. fUf の持

つ主( !  ｾ￭ を Ｑ｛ＧＨ って舞 台に立 つのでありますから ， fflI が すべての 中心となります。ilfili 附すれば i立J ，仰

げば微笑するようになっており立す。よれがため持台 を比 下す Jf > をとりますと ，凡所から惚れは比よ

くはなり 1 す が， 同Iがいつも曇って比え， 悲し んでト るように見え' " ' fo A<I J ! 物のnZ苛ではこれを避

け ， '，1隣町もなるべく 低 くして 1Mが泣くよとを少< L. : ! ' した。

持 ｦ ￬ の ＱＱ Ｑ ＭＱ怖 もワキ住も除 ｌ で ｊ るようにしてｾｴＡＮ ｾした。 日付制はそのzれのように大夫引純凶 11 I荒 ， 

とするのですが，児所からは JI' 'i;¥，に号sI J i j : になります。大J とも慣れれ f1幡うのに不1 " 1Ul はないと思 h J1.

ますしｾたどうしても舞えぬという大去の場合には随時 ｉ ｉＧ＼ ｈ けられるようにしてありｪＧ Ｍｦ 。

ｦ エノツのい っ たように ， 劇 ｬ ｩ 大 劇場 よりも小劇喝の ｽｪ ｴｊ Ｇ 鑑ＩＢ＾Ｚに ｪｾ しまず 。とくに 能積 Ｇｩ［ｴＺ の場合は

そうであります。比Wiが ;'jrJnに 扶 l.fit "lg" では郷台， とくにその町胤が比19iの卯lに大 J くて不11‘ 般に

見止ます 。そのため 二ニてｾ，よＡｩｻ似を人 ｉ 珪 ｬｩｬ ，にしてＮＡｲｴＡＮＺｴＭした 。

つ J に 大 J 止に1::1婚は綜合およびHK智りのH、阪， それに;ι!( I r- と汗予干のため従米11，' トに入 れてL、た瓶

0) 1::1胞で「。

lド阪につ L ・て( J : ， ｉｕｪ と必 って 今日 ｬ 上 ｾｘＺｉＺＮｮｮ 佐保占せたよ う ｴ ， ､ ｕ は人下 ノ ド Ｂ ｬｦｩｴ で ， 従ってン己 I'¥，U) ωb

阪カト-f トたり J正ったりし. 1 ' す。

そこでこの時計では 、I Nの- rr wを1止ト ， 自民的継 11に L プラスナノ Y 的11:c人 J 1. ， 持台 Itll がよ占えの

l主のようになるようにし ， ，主 '1' 所々 を4虫い 久プリングで支えることにし主した。ニうして瓶を II ll 、る

よう生以舶がJ な J J i l を避け版を IIll' た喝合よりむよいj屯!l.!六一' 収めるよ弓 ， 吏た[ r iJB，j に11，のJ El 、も避け

るよう 1'.) 、し究L. 1. ヒ。

Ｇｉｙ ＼ｬ也 が ［ ｾ ｉ ｬ ￭Ｇｲ に扶 ト ｪ によこ ω ょう々 ｦ 忠明 ｉ ，ｾＺ にまで ， 1"1 r人む人 る大劇 J砧と 1，; 1じようなI J ! 築け，IHiJ ，ll1を

1直川されま寸のでいるいら凶咋もありましたが 11< 丹ω J ;'iよを" 高ずるよ，- ， ｾＩｊ しました。

l V: 後にこ の I J ! 物1: 1. ，ぷ .:111' j [' lur(ω 弘， 施 1: 1t  ｊＮＺＮ 林組ですが倒談役 ωｽ ＧＨＭ 早流 ｉＡｉ 十，ｴＧｊ， ｩ￭ 之助 ｬｾ がすそ 此 ｴ ｲＺ

を 白い， 持ｦｩＧ ｴＡ 唱懸りなどは ＱＱ Ｑ 川 ＼ｊ｛ ｏＩ 判長で税Ａｬｴ ｪｍＩｪｊｩ［ｉｉｉｾｾ 太郎氏が全 ｊＩ を つくされ ， ト ｨｬ ｦ 三流三丹

の ｩ は ＺＩＧｪ ｾ をつくした 合れ であり ， またニのＺ］Ｇ ， ＭＱＧＰＭ が ｌ ・ つ れも能を舛うほど， Ｑ ＰＺＱ Ｑ この辺を哨んで米たので

す。この能弔 Ｇ ｾｴ がど ｫ＼ 大阪の能 ｾｾが から愛されるよう祈ります。
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L哨 園 却 価 a: 人iI.7

一 一 一 一 一 一 一

1. j 主 関 2. 悦・IIr 品 lii i9i 3.  [J i務室 1(; 策 限 4. ;!lよ 廊 5 休 恕 宅 6.  高:JTI9] -f 似所 7. * ' 川女子 組! 所

R. 比 i9i  9. 舞 台 10. 附 懸 11. 鍛 明 12.  (，11  り 13. ;I!. 0、11II 14. 雫
/，' 

15. 内 玄 関 16. ft "，; 17. 少 路 18. 休 恕 宅 19  刊を 防 20 録 音 宅 21. 巷:nJ T: f lJl!所

22. 客1119J 子使所 23. 泊 以 t i( 24. 故 郷 台 25. )1. 

大 阪 能 楽 正τ区』

宣告J

位計監理 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 大

舞台施工 株 式 会 社 山

施 工 者 の こ と ば 大林組 山下 恭次

古典主 ｴｾｪ として の 能楽会館とい う特殊 主 ｉｉ 築物 の施工に

当りまして. まず J主計者の段も意図される点が N とL べ、

ましても餌『台地りでありますので， 析しい時代 に生きる

古典ｾ 築とし て 従米よりの古 レ 妓をぬ よ Ｂ Ｑ 古 てて ， .fTi 々 新

しい技法を取り入れてあるだけに， そのi並行に日l うべ〈

施 工者側 といた しましては大いに研究努 }J を前ねた次第

です。そのうち，と〈に舞台見付 tJ" 11品柱を観客 0) 比I也カ・

ら取り外すと い うこと にな りました結集 ， 7.' J 1より釣り

下 げた舞台回線の鉄骨 の垂れ下りを J i''i i¥に心配L . . 当官J

大栄と合明欽什の継手をプ ν ートにて国定されておりま

したが，二つを切り離 L ，補強の鉄什をj fxHけボール 十締

めに L ， アジャストのできるよう 償却 なる Hrl，を取りま

した。 のちJ主ItU且トた しましたところ， 本部の相当な lfi

iiI にもかかわり ;r せず釣 り下 りも児ず， これにより lt の

t!<:.} X' しも M' " 支附なく 簡単にで .} ， 一帯の作1::] も解決

いたしましたことはー l司怠を強 くした次第です 。 そ の他

球 敏のへニ ヤ叡使用による音響効果， 舞台 と凡所 の色的

調和等にm点をおかれました。

N 分に も仕上 lij Jl HJ が季節的に段思 の 時 IUIでありました

ので， 外開1，，'ヲ カッタ取付けに際 L ， 需の111が : 1則的 11J

辿とにらみ合わせ てJI "ii¥に 心 配 しましたが ， ｪｾＢｒ に納

り，無 <jf完成政しましてご満足 し て[J' i .!- ましたことは感

慨無比です。 これも設計者竹腰先生 のご熱心なご指' 阜に

よりましたことと ， 関係者各位のご協力の賜 と 深 く お礼

巾上 げる次第であります。

林 組

図 組

IYi 26. も: 室 27. 五 笈 /i li

所 在 地 大 阪 市 北 区 道 本 町 1 2  1昏地

理血 I也 1， 1  1  4 平 }J 米

I見 際 鉄筋コンｾ Ｙ ｾ ー 十 Ｒ 階ｾ

延 岡 w 1. 4  7  1 平 方 米

u" 容人民 l 階 4 0  4 名 2 階 1 2  8 名

計 5 3 2 1，

補助作共 7  0  0 名

二I IUI 1I { 1 有1 3 3 i lC 7 Jl l 9 fl

II{I 布1 3  4  "1'  3  )  1  2  0  FI  
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器 用 貧 乏

11 本のl倣人達は実に器用 である 。丸太足場の立派さは

III ) N  だといわれているが，これは全く職人の器用さに

依存したもので，技術者 と称する 人の与り知らぬ所であ

る。そして，この ため に安全で品目立容劫な枠組 l)Jl場を考

案する光栄の十11い手は日本人の1 ' 1-'から生れなか った。

日吉川な人聞が立派な仕事をする 。1! !l宮!mJな者でもそれ

と問料! 支の仕事が3知 ζ 仕上げられるような材料やi機械が

考ｾされる 。 器用な人聞がそれらを駆使して，さらに立

派な仕事をする 。材料，機械の改良がこれを追いかけ

る。乙うしたイタチど っとが技術を絶えず進歩向上さ せ

るのであるが，わが国の施工技術界は職人の lfc-{ H] さに溺

れてしま った観がある 。従 って務! 日貧乏の域から I1見しき

れなか ったのだ 。建設業界の生産十|を Il tW的水準にする

ためにはどうしても徹氏的な合加化のヒ lζ 間JTJ さを杭み

屯ねるよう κ しなけ ればならない。 (TH)

×  ×  ×  

X  ×  ×  

対 話 ( 1  )  

A  ミナミの繁倍街、 S ピノレ 、σ 刊 = 180 ｫ ｧ Ｏ ｣ ｭ ｾ 、 ｣ ］

300kg/m" ，スランプ = 22cm、見，hl ってくれ

B  立米当り 4，300 円l乙お願します

A  r::j い、現場打では 4，000 円以下であがる、抗E く請け

たので予切がない 、もっとf，，'(引しろ

B  むずかしうどざいます

それから数 H後 -

A  S ピノレの話、σ "8= 150  kg/cm人 スラン プ 22cm 

と ｳ 改 υｼ 女 史 、 ｾＺ［ ｻｾ ｽｬｴ Ａ｟ ド務所 ｴ ｗ Ｈ， 、 ｣ 280kg/ m
3
でよい

一一点任をもっ

B  

また 4 - 5 週1I-¥J 終過した日 一一

A  ぷ験 l本';iliJ J [ が) t りない 、困るではなし〉か

B  σ日 165kg/  cm" >  150kg/  cm ｾ で］ど指定以上です

A  C  280kg/ m
3

で σ日 = 180kg/cm' :J¥る筈だ、乙の

節のC なら (YK )  

コ ン ク リ ー 卜 の 住 宅

鉄筋 コンク Y ートの住宅が随分地えた 。公' 道民営を問

わず公団住宅 ・府':;J ; . 市営 - 主1:宅 ・グタパ キ ・中高1M'

等々いろいろの附称で呼ばれているが，而J辺 ・耐火 ・_j -

地利用 ・高!在i化のためには誠に存ばしいととである 。

しかし問題は複純であり ，一回勾にテス トケースの域

をまだ出ていない状態であり，それで ζ そ老練 - tjz年を

問わず建築家がl院によりをかける熱怖を持ち得るのでも

だろう 。

と乙ろがどうもマクロ的な方面 iζ 流れが行きすぎては

いないだろうか，ヨミ仙iの研究と 経験の累積整理が足りな

いといいたいのである 。

例を結露の問題にと ってみる 。種々の事情でー11寺非常

に騒がれたが，また ，そのため研究者件問によ って一度

結露物 ｦｬｈ 現象ならびにその対策を考祭されたが ｣ だは ｾ ｬ ｜

者もそのi' 1'i/¥J の一人) ，依然として全 lui 解決の域にはヨそ

っていなし〉。ある人はいう 。

i ' I おに研究してもら っても災川 (1'0な対策が生まれな

いじ ゃないか」と 。 もっともな乙とと思う 。

研究から災際的な解決lζ いきつくまでには相 l 山 1 のジ'i

苫， (1時間 × ジ:j )J x  ｴｾ ｊＱｊ＠ x  etc  x  etc) が必要である 。 乙

れを惜しまないで、他築技術の ilii ti ょにむ与しても らい たい

ものである 。 (TR)

対 話 ( 2  )  

A  キタの N ピノレ、調合';rtHえ σ"' ｾ＠ Ｈ Ｑ ＸＰ 十 ＲＵ Ｉ ｫ ｧ Ｏ ｣ ｭｾ 、

スランプ = 22cmでfl!( 段はMf'，¥か

B  Ｋ ＲＵ ｫ ｧ Ｏ ｣ ｭ ｾ は生ゴンの胞エ紋 Ｉｪｉｈ［ｾ ｩＡＮ ｦｱｪＢｪ ＳＮＺｴですか

A  そうだ 、学会fJ 政省できめである

B  今 |己l の生コソで + ＲＵ ｫ ｧ Ｏ ｣ ｭ ｾ の ＨＱ ，，｜ 差 ーは 一 般の現場 ｾｬ

りの+ 35kg/cm" と比較して大きすぎるという，む見

があるんで・すが

A  そうかも ＱｾＱ れない 、 Ｈ， Ａｕ ＺＱの Ｉｪ は Ｋ ( プ ラス) なし κ

しよう 。 ( YK)

×  ×  ×  

×  ×  ×  

X  ×  ×  

×  ×  ×  

F  

.  .  



れ流の築建校学

古い泉から湧き出た学校建築の流れがどのよう なみち

をたどってきたか，をまずふりかえってみよう。歴史は

乙れからの流れの方向を見極め る上に，大き な示唆をも

っているように思われるから。

庶民の子弟をも教育した公立学校としてのわが国の最

シズタニ

初のものとされている岡山県関谷学校の木造の建物が，

約 250 年余を経て，今も なお岡山県立和気高等学校の分

校の建物として使用されている乙とはおどろくべき ζ と

である。乙の開放的な，庶民的な，古典的な様式は，ど

乙か現代のH，式lζ 近似している。物静かな環境のなか

ヒヨケ

( C，火除山を距てて教師iや生徒たちの居住部分と学習郎

分とを分離した配置計画は，設計者の意図のとおり ，居

住部分の火災 ｾｊＧｃ たにもかかわらず ， 学習練の ￮ＵＮｭ 駐を保

存している。

水戸学の ｾｨｦ ，水戸弘道館の古図を乙まかにしらべてみ

ると ，古人の法大な計画は，乙れからの新しい綜合大掛

の配置計画をもしのばせるものがある. (第 1 図)。

明治 Ｕ Ｑ ｦＮ，学 ｾｉｾｊ 発布直後のものは ， 当時の流行語「文

明開化」の先端をゆくもので，太鼓i紘 鉱i紘 あ るいは

時計台などをとりつけた西 i学式のものが最新式として大

いに旅行したようである。

長野県中込学校( 現在，町役場IC使用 ) ，松本市IJFJ 智

学校( 明治 9 1r- m築) ，山梨県| 住促小学校( 明治 8 1.f 姶

築， 第 2図) ，同日よ御坂小学校( 旧名鋲1生学校，明治 12

6f . 建築) ，静岡以繋岡市見付小学校( 明治 8 年建築〕な

どは，その実例である。山梨県ではその頃，西洋式学校

フジムラ

建築を奨励した県令の名をとって藤村式あるいは県令式

の学校と呼んでいる。

次のl時JUj I こは，若4ーの口* 的な改良が加えられて くる

が， ζ の凶作式の系統のものには茨城県水海道学校 L明

治 141ド，第 4図) ， 兵 庫 県 西 宮市今津小学校( 明治15

年) ，鳥取 ｖｾ Ｚｃｲ 古 市成 徳小学校Ｈ明治 ＲＰ 年， 第 Ｕ 図 Ｉ ， 

石川県金沢市紫釘11台中学校( 旧石川県立第一中学校，明

治32年， 第 6図) ， 111形大学学芸学部本館( 明治34年，

第7 図〕などがある。いずれも特殊なポーチの形態lζ 特

徴が見られる。

誠聖子

過去の学校建築

戸町

巨

節 3 図 机 艇 の 時 計 台

の1日銀( 明治11年ru築

後 年以形のままｾ 築Ｉ
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第 1 図 弘道館の疋庁，表御門から玄関

を見たと ζ ろ( 天保12年、1841年始築)
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m5凶 u取 瓜 食 凸fr! i

成徳小学校 (IYJ If 120f l'

ru築)

m7図 山 形 大 学 教 育 学

部本館の正面玄関と時計

台( 明治34年始築)

-、.  



&  

-
E

・
・2

・
・
・

a
司

の

教

風

た

台

れ

一

戸

ら

笠

て

年

山

間

《

w
d

E

車

市

昭

阪

関

EU

O

と

格

1

あ

育

第m8 図 大 阪 市 立 変 昧 幼 稚 闘
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m 11 図岡山県赤努官官赤石中学校( い

わ噌る月給校舎 ! 円吋年噌校，昭和18

年とろ建築，渡辺久雄氏撮影)

設

)

闘

を

築

稚

釜

山

間

幼

育

年

東

保

H

U

他

民

治

市

方

明

山

凶

'

間

の

一

の

仇

a
a

-

-

b

図

湘

畑

仕

白

窃

/
十
、

第

図) r学校は維ならびに保全 [ζ 関する訓令」が発せられ

「学校営総技filli 制度」が設けられることとなった。

乙のように学校営繕の指導に対する制度が確立し，ま

た視力保健の研究などが進んできて，いよいよ学校の震

災復旧や風水省の復旧，その他本格的な整備K 移ろうと

していたとき，尖如，満州事変がぽっ発し，それが支那

事変ひいては世界第 2 次戦争! こまで発展していったた

め，経済界の活動はすべて戦争目的だけにしぼられ，学

校建築は資金 ・資材の統lli l) を受けて，ついには，ほとん

ど停頓せ ざるをねないよう な乙ととなった。( 第11図)

， 

、

2.  近代の学校建築

終戦後. 教育の方法が全面的に変ったことによって学

校建築も直ちに大きく転換すべきであった。しかし， 資

金 ・資材の貧困 と. とくに終戦後間もない昭和22年lζ 学

制改革をおこなって義務教育の年限を延長し，中学校を

義務 ｾｬｩｬｈζ したことによっ て， ともかく生徒たちをい れる

校舎をパラック建ででも大量IC建でなければ間に合わな

いζ とになった。その当時は資材 も十分では な かった

し，構造的に丈夫で，資材を有効lC使い，あわせて新し

い教育の実施にも応じようとして研究されたものが，昭

和22年制定された臼木標準規格木造小学校建物および木

造中学校m物である。乙の規格の教室の形は 6 メート J レ

X 10メートルのやや細長い教室であった。

しかし， しば らくすると 卸一的 lζ 教室の形を定め る乙

とは直ir' -=I くないという 乙とに なって，工業，際準化法によ

って 11木版準規絡 ( J ES) が日木工業規 格 ( J IS) に切り

かえられ る機会にいろいろな教室の形lζ も応用できる n

1111交の高い構造規絡に改められた (II /i和311!' - ) 。したが

って現存では1 ' 110な形の教室をつくっ てさしっかえない

明治中期から後j切にかけては， ｾ Ｍ半式の反動として日木

T行来の犠式! こ帰 る傾向が盛んとなって，京都学芸大学学

芸学部本館( 明治 18年) ，京都市立机l池小学校( 明治26

(，jミ) ，大阪市立愛珠幼稚園C fYJ i'fi 34(，ド， 第 8図〕などの

純和風のものや，和洋折衷の類型化した学校がmてられ

るように なった。

その乙ろ，学校の建物について，五113誕術生学的な研究

からの検討が加えられ， }Iml
)教室がよい乙とがわかっ て

きたが，その場合，廊 Fを教室の南側 lζ配置すべきか，

北側! と設けるべ きかについて大論争が行なわれた。乙の

論争は，三島通良氏の「校舎衛生上の利害調査J ( 明治

341， ['. 4 月 8 日，官報第一 532 号) の報告で，北側下i説に軍

配があげられた。ともあれ，乙の報告によって学校建築

の類型化はますます促進される乙ととなって， 4 間X 5

1M)の教室が片側廊下lζ 述統している。古い学校 l乙いま普

通 lζ 見られるような平函形のものが企図いたると ζ ろに

ｾてられるように な った。

大正から昭和の初期にかけては，たびたび来襲した地

緩や風水害による被害が大きかったため，構造方面が大

いに発逮した。大正 12年の関東大震災前は，鉄筋コンク

リート造りの校舎はまだぽつぽつ試作的に建築されてい

たに過ぎず，木造の校舎が大部分であって，耐火造とし

ては1; ! j i瓦造のものが若干あった にすぎなかった。ところ

が震災の結果，腕i瓦造は非常l C 弱く，鉄筋コンクリート

j告が耐震 ・耐火が] にきわめてすぐれている乙とが明らか

になったため，それから近代的な鉄筋コンクリー卜造の

校舎が盛んに主tt てられるようになってきた。

昭和Ｙｦ ｦ の室戸台風 ｋ よる被 ｾＺｍＭ は ， ｾ物のみならず多

くの教師と児童 ・生徒たちの生命をも級料にしたので¥

学校正 ￟ｾ 裂の防災に関するｼ世論が忽に高まってきてＨ 第 ＱＰ
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第 13 図 静 岡 県 富士桜村r r . ro

一中学校( 昭和27年度優良施

設表彰絞の一例)

ζ とになっている。

ｾ＠ 12 図 二 部 俊J l のあ との組

の児百置が雨の円 K U. 校したと

きの儀子( 1[1事122{1'- !ti)

耐震 ・耐火などの防災的な見地から，鉄筋コンクリ ー

ト造や鉄骨造などの不燃構造，難燃構造の要望も次第』ζ

高く なって きた。たびたびの災害で水宮や峨苫にも乙 れ

らの構造のものがす ぐれてい る乙と が明 らかになって く

ると，ますますその希望のものが増してきた。鉄筋コン

クリート迭は，一度建築されると半ノド久的に使用 される

ものであ り，あと から模様替えを行なう乙とも然必でな

いので，木造のものよりも慎重に設計さ れなければな ら

ないし，桝造設計その他高度の技術がｾ求される。それ

で，日 本建築学会と文句省との協同研究の結果， 鉄筋 コ

ンク リー卜造校舎の原準設計 ( A 型， B 型， c型および

D 型〕が造られた( 第14図) Q  鉄骨造については数例の

試作 Lたとえば東京都目黒灰宮前小学校( 第16図〉な

ど〕を 経 て，近 く日本建築学会の答 申を まって ， 鉄 Ｇ ｬ ｾＮ 校

舎の規格案がつくられようとしてい る。

乙れらのほか最近数多 くのがf しい提案や試みがな され

ている。 ζ のよう な研究が盛んである乙とは学校建築の

進歩のため，誠 iζ 喜ば しい乙とである。が， 乙の場合，

設計する方 々に望みたい ζ とは，常にその利害得失を十

分! と研究したうえで使用していただきたい乙とである。

気象の条件とか周聞の環境， 予算の都合，あるいはその

学校の規模，将来の発展性な どを十分に考慮 したうえで

応用してほしいと思う。

奇抜と恩われる着想のなかにも，実はずっと以前lζ ，

あるいは外国で試みら れた ものなどもある。それらが，

その後どうのびているか，のびなやんだものはどんな焼

所があったのか，というような ζ とを研究してその短所

そ補うように改良が力11えられるならば，その場企1( ，初め

て発展性がj切符できるであろうと，思われる。

第 14 図名古屋市立円上中学

芸( 悶和2昨 度 建 築 ・ 初j捌の

筋 モテ) レスヲ ールの一例)

まず，平面計画の上から ζ のような新らしい傾向を見

ると ，教育活動が直接行なわれる部分の有効面積をでき

るだけ広くとっ て， 通路部分などの二次的な部分を極力

圧縮しようとする工夫がなされてい る。 そのよう に して

節約 し， 生みださ れた面積をワ ーク ・スペ ースに利用し

ようとする試みが数多く なされている。すなわち，乙の

ワーク ・スペースを前室として設けたり，教室を若干広

くとってその一部を区蛮IJ したり ，ある いは乙 の前室と教

室と を可動間仕切で区鑑IJ して， ある場合 lζ は広く ，あ る

場合には仕切った別室として使用 できるように工夫さ れ

ているものもある。

そのほか，室の用途，さらには空間の，共用兼用を行

なっ て， できるだけ多目的に使用する方法が研究さ れて

いる。 たとえば，廊下とワ ーク・スペースある いは生徒

控室との兼用， ? )レテ ィ・ユーズ ・J レームの研究，壁面

を多目的 lζ 利用す る方法の提案な どは大いに注 目されて

よい問題である。

最近の実施{ 9 t Jから従来の教室配置の型式と巡 った新し

い型式のものの数例をひろっ てみると次のよ うなものが

ある( その評価は後世の人々に ゆだねたい) 。

① 円型校舎 ・半円型校舎と呼ばれる型式のもの，多

角型のもの，およびそれらの組合せや，はちのよ. ¥1 型校舎

など。乙 れ らのものは平而の形をコンパクト なものとし

て通路部分の面積の節約を計っている。 '

② バ J レコニー型式。南側ノ幻レコニーと廊下スペース

を兼用! こして通協部分の面積を節約したものである。

① アパー ト型式。各階 2 教室どと! と階段を設けて，

上併の廊下等の部分の而杭を節約するとともに前宅〔ワ

ーク ・スペ ース) を設け て教育活動をたすけている。

次1(. 構造の而から i訟近の傾向をみると，
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第 15 図吉正峨県波崎中学校第

一校舎( 昭和29年建築)

第 16 図 東 京 剖i 目以区立宮前小学校

(1日名八袋小学校分校) ( 1悶和30 ド

ｭ 築，鉄什巡校合総 ｉｾＧ ￭［ｦ｜ Ｍ Ｇ ｉｽＩ

① 鉄筋= ンクリ ート迭では， コンクリート E と鉄筋J

訟をでき るだけ節約しよ うとするいろいろな提案，構造

設計を合型化して構造物全体としての節約をはかる研究

がなされており，教室が述紘している普通の校合の場合

には形態が単純なので，いろいろな構造の試作がなされ

ている。その主なものに，逆スラヴ型，シャ ーレン型，

バランスドラーメン式 K 構造ブj 式などと呼ばれている

ものがある。

①鉄筋コンクリート構造と，木造との聞の構造とし

て，いわゆる中間構造の山引が必盟されて きた。必ずし

も31桁述を必裂としないで( 1 1 1 : 界的な傾向として学校建

築の低J沼化が流行しているが) ，木造よりは，もっ と耐

久力のある防災的なもの，鉄筋コンクリー 卜造よりは安

くて丈夫なもの，犠当の心配がないもの，という乙と

で，いろいろな試みがなされている。前述の鉄筋コン ク

リート造の!I墜晶化の方向もその一つの表われて、あるが，

ｾｊ ､Ｇ ｊ 精進を中 ｴ 亥とする各種の研究が進められている 。鉄

骨校合建築に関する従来の研究結米は近く一括して発表

される予定になっている。その他，補強ブロック造，補

強' ¥! ! (瓦造， プレ コン造あるいは納部が鉄' ¥' ) 造であるか鉄

筋コンクリート迭であるものに対して乙れらの構造を部

分的lζ組合せて構造する方法などが試みられている。

昭和34年度の国の予算の編成にあたって，公立女;教施

設強制/[ 5 ヵ年計画がとりあげ られ，い彦いろな面から検

討された結果，ともかしその誌木的な J5えブj が了7. J'( さ

れて215を給ぶこととなった。この 5 ヵ年31・画は，昭和34

年度から| 協和38年ーまでの 5 ヵ年聞に， すし詰教室の解

消，統合学校の校舎等の整v1li， 危険建物の改築などを亙

点として，公立文教施設の整備をはかる乙とを基本自主主

としており，なお，乙の聞における校舎25・の整備坪数の
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約5096は鉄筋コンク リート造または鉄骨造で行うものと

なっている。

乙の構造比，がの上刻は，まさに宣11 期的なものであっ

て， IILl 和34(，ド皮 とIJi j年の l府和33年度とを，国の: t l 1 f l また

はfrli 助を行なう' j T . ; ' j 住について構造別に比較してみると，

IIfH1:134年度はその総Ei で，木造
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29千坪減じ，鉄筋コンクリー

ト迭は 1.7伐となり， ･ｪ ｾ Ｇｲｬ＠ 迭はったに
2 .7

fたに上f I . するはづ

である。乙乙において学校の欽什 ・ 鋭、筋化はｾ，Ｚ， ｜ｪｩｬｩ に進反

するであろうことが期待される。
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教 室 の 採 光 ・ 色 彩 ・ 通 風 に つ い て

j度 辺

1.  窓硝子はスリがよいか，透明がよいか

もう数年も古i IJの話で恐縮であるが，アメリカ，コネチ

カット州の教育委員長がつぎのよう な話をしてくれた。

照明，換気，気温，音響などの点で，教室の長もよい状

態は， :容のない教室で実現できそう κ 思われたので，実

験的につく ってみた。照明は蛍光灯で室の綿々まで十分

lζ 明るく，また陰の生じない照明学的には絶好の状態と

する乙とができた。通風は人工換気で絶えず新鮮な空気

を送る乙とにした。外部の騒音は完全に遮断され，教室

はす乙ぶる静かで，そのうえ: 容がないから，子供たちは

外を見たり， 118き耳を立てたりする乙ともなく，もっぱ

ら学習 tζ 心を向けられるはづであった。また当然，保温

も経済的にするととが可能であった。

乙のように学習環境としては，: 容のある教室よりも人

工的にすぐれた状態にする 乙とができたので，子供たち

がどんな反応を示すか，学習能率が向上する かどうかを

注目したのであったが，結果は怒外』ζ 懇く ，子供たちの

不満は結局，: 容のないためであるとわか ったが， 乙れは

心理学的な問J!Jj であるから，学習環境lζ は科学的な迎論

のほかに，心理学的要素も多分に考慮しなければならぬ

という，ま乙とにもっともな話であったが，乙ういう乙

とから教室の: @( を透明にするか，あるいはスリのような

拡散性のものにするかという乙とに，ひとつの示唆があ

ると思う。

スリ硝子の教室は，窓のない教室と似たり寄ったりで

ある。ス リ硝子にすれば，な るほど教室を外界から隔離

するように見えるから，子供たちの注意力を散らさない

ようにできそうだ。しかし，エンゲルハルトの実験報告

によれば，子供たちの学習への集中力を阻むものは，外

界が見える見えない という乙とと，ほとんと関係がな

い。たと えば教師のほうに顔を向けながら，心では何か

ほかの乙とを思い浮べただけでも，学習への注意力が損

われるではないかというのである。とすれば，むしろ外

界の見えるほうが気分転換に役立って，いわば目のレク

リエー ションと なってよいのではないか。ス リ硝子の教

吉宗と透明附j この教室が並んでいて，その外U l IJ の道路をス

ピーカ一つきの宣伝車が通過したとする。スリ硝子の教

室の子供たちは窓を通 して118えて くる声を，あれは一体

何の宣伝であろうか。今i Wl 通った街角の雑貨庖が大完11¥

しをしていたが，その宣伝ＧＨｾってきたのだろうか，亦

久 雄

い向i I l i J 車が四つ角に止まっていたのがあれだろうかと，

見えない彼方に向ってそれからそれへと述恕をかきたて

る。その間，先生のしゃべっ て いる乙とは上の空であ

る。と乙ろが，透明硝子の教室の子供たちは声が聞えて

くると，ちょ っと外を見るが，それが雑貨庖の宣伝とわ

かると，大抵それなりに気K もとめずに教flilj のほうに li リ

きなおる。大体そんなものだというのである。

また，われわれが汽車に乗って審物を読む場合，とき

に窓外の景色tζ 目を休めなが ら読むほうが，ブラインド

を下して脇目もふらずに読むのよりも，気持よく読める

ととは誰しも経験すると乙ろであろう 。図普館の窓など

も同様といえる。

もっとも透明硝子があらゆる場合にスリ硝子に勝って

いるというのではない。実際は後述するように使い分け

をするのがよいと思うが，外側が美しければ教室から見

えるようにし，外側が汚ければスリ硝子にしなければな

らぬとすると，乙れは学校の全体計画にさかのぼる問題

である。: 懇外のj乱去が学習のためのレク リエー ションの

ためとすれば，な るだけ静かで美しいほうがよい。芝

生，花坦，低い木立， u賞7.l<等は乙ういう点から申しぶん

ないが， 交通頻繁な街路や， i I l i J きが激しくて騒がしい巡

動場に面するのは，なるべく避けたほうがよい。

ととろで，乙ういうふうに考えてくると，校舎の配置

; 汁函に際しでも慎重な考慮を裂することがわかる。校

の隣線間隔はなるだけlよくして，中庭にアトラクチプな

造園計画，ときにはそ乙を屋外教室として活用する。ま

た運動場は教室から見えないように側面 κ 配置すると

か，また管理棟や木立などで遮ぎるようにする。

学校の設計』ζ あたって，建築家は建物の外観にはなか

なか気を配るよう である が，内から外を見る j乱長も乙れ

に劣らず霊安なものである乙とをよく認識して，プラン

ニング K 気を配ってほしいと思ってとの項を加えたυ

2  ルーパーとガラスブロ ック

ス リ1尚子の窓は光線を乱反射す るから，定の奥深 く才

で ｾｊｊ る く なるが，透明硝子の自主だと， ノ ｊ＼Ｚｩ｝ｚｊｬ［＼＼伎の照明 ｲｬｬｬ

総が窓際から急カーブ』ζ 下る。つまり照明条件としては

スリに劣るわけである。

それで窓全部を透明にするのは考えもので，上半分を
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スリ，下半分を透明とするか，上 3 分の 2 をスリ，下 3

分の l を透明とし，その境目の中鴨居のと乙ろに水平J レ

ーパーをつけるのがよい。

J レーパーは円光を遮蔽するだけではなく，外光を効率

的lζ 室内に分散し，教室内のすべての机の位置から J レー

パーを通して天空光が入ら ないように，光の盆および質

を調節するものであるから ，方位および視角によっ て割

を定めねばならぬが，ときどき，)レーパーの影が黒板の

あたりに縞模様をつ くっているのを見かける乙とがあ

る。また J レーパーを外観の飾りだとしか思えないよう な

取扱いかたを しているのも，たまに見かける。

窓全部をス リに して J レーパーをつけるのは，硝子にい

つも暗いかげがさしていて効果が惑いようである。また

窓全部を透明に して， 中 鴨 居 I ζ J レーパーをつけるとき

は， 中鴨居から 上の部分にヴネシアンプライント・や日除

けカーテンなどを設けねばならぬ。

縦型 J レーパーは，西日の日除け，目隠しといった乙と

にはよいかも知れないが，教室より外が見える乙とが大

切だという第一節の見地からいえば満足できない。そし

て環境的κ は格子戸の中の教室といった感じに なりかね

ない。ルーパーは室内気流にも関係あるが，乙の乙とに

ついては第 7 節で述べる。

水平 ｬ レ ー パ ー は窓の外 ｾｉｉｊ につけるのが普通である が，

また内1111Jにつける乙ともできる。外1Jl1Jのを Snade，内1111J

のを Baffl e と称 している。

硝子ブロックはアメ リカの学校でさかんに使われてい

て，普通，窓上部 3 分の 2 ぐらいをブロックを秘み，下

部 3 分の 1 ぐらいを透明硝子として開閉できるようにし

ている。アメリカの学校は鉄骨煉瓦造が多いが，中鴨居

lζ 大き なu 型鋼などを使い，その上lζ ブロックをむiんで

いる。

硝子ブロックは教室の採光上きわめて都合ょ くできて

いて， 偏光性の性質を持っているから，空からくる光を

室内 lζ 透入する際，上方に向って強く屈折反射するか

ら，天井が明るく なり，天井を白くしておくと，室全体

が反射でー綴』ζ 明るくなる。そのうえ直接に下方に入 る

光が比較的少ないために， :慈の方を見上げても大してl法

ゆく ないのである。( 第 1 図〉

ス リ硝子と比べて格段の相違であるか ら u光を受け

る側の教室l乙ガラ スブロックを用いると大変効果 があ

る。また，乙れをうまく佼うと天井Rj もいくぶん軽減でt

き， したが って建築資にも響いて く るという ことであ

る。

間チブロッ クは似め殺しであるから，関口面積が少な

く熱も逃げないから，保1&. ' t も経済的κ なるという利点も

あるが，関口部分が小さいから換気の J誌に支障はないか

という疑問があると思うが，暖房に人工換気を併用して

いるよう であるし，かりに亙lPJ の臼然侠気の羽合のみを
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考えても，第 7 節に述べるように風の入口としては，百

しっかえないようである。

欧米では教室の採光という乙とは普から重要視されて

きた。それは，わが国の「鐙の光，窓の孟」と対照的で

あった。ウイ リヤム ・カウデルの Space For Teaching に

よれば， 1882年フランスの学校法令1( ，教室の採光面私立

は床面積の 5 分の l 以上たるべき ζ と，また窓の前面の

建物との距離は，その建物の高さの 2 倍以上とすべき乙

と，教室のあらゆる位置から空が見えなければならぬ，

などの項があるという。また窓高と天井高および室の奥

行にスタンダー ドがあっ て， 教室の奥行は窓の高さの 2

イ告を超えてはならなし、。窓の上端と天井商との距離は 6

IJ す以下にすべき乙と ，窓下端と床面との距離は 3 1沢 6 1吋

とすべき乙と ，な ど規定され， 条令 lι もなっていたよう

である。いま天: J j 高を 121沢とすると，有効窓高は 111J尺半

となり，有効室幅は23択となる。壁J'.(K して24択が限度

という乙とになるが，乙のようにして，幅24g尺，長さ 30

q尺のスタンダー ドの教室が生れたのではないかと思う。

そして乙れを輸入して，いわゆる 4 聞に 5 問型の標準型

の教室となったのではあるまいか。 20坪の教室は50人収

容にちょうど適当の大きさと恩われているが，乙の形の

起りは生徒数からきたものではなく ，採光，反響，視野

などの関係から次第にそうなっていったと恩うのであ

る。

わが国の学校は一般K 片廊下式で，光線は廊下仰lから

も入るから，天井高も 12尺より減じて 10尺にできる。欧

米の学校は一般に中廊下式が多かったから，教室として

は片面採光と なるので，天井高を低くしようと思えばい

ろいろ工夫が要る。 ガラスブロックもその一つである。

また窓から奥κ 向って天井を低くして傾斜をつけ，窓か

ら入 った光が傾斜天井で反射して休』己決ちる ようκ 考え

たもの，また中廊下との境の壁の上古11に外光を入れる直i

:容をつ くり二面探光と したり ，あるいは断面を工夫して

三百保光としたり，後光灯な どの人工照明で補 った りし

て天井を低 くしているところもある。それか ら半面J- Ii 由l

で教室が二面探光に なるよう ， 鋸 型 や 凸型にしたのも

ある。
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要するに，)レーパーも硝子プロ ックも，従来の保光上

のスタングードを改善して，よりよさ照明効果をねらう

さまざまの新工夫の一環にほかならなし、。そしてまた次

に述べる教室の色彩計画も ， また ｴｦｾ 1  liii で述べた尽外環

境も同じく教家照明の一環として考えるのである。

3.  照明の表わしかた

照明の表わしかた K 照度と阪li 良: があり，また色彩の IY"J

るさを表わす尺度に明度がある。大変まぎらわしいの

で，その関係、を要点だけ述べてみよう。

照度とは，ある単位面積の受ける明るさを表わすもの

で， ii1i例 J レクスが単位である。アメ リカでは択燭であ

る。教室の適正照度は 300 ノレタス，製図室， 1主総室など

は 500 ノレタスといわれている。 l照度はまたなるべく均等

照度を得るように計画せねばならぬ。

世u度とは，ある単位面積の発散する明るさを表わすも

ので，スリ硝子のどとく透過した商で乱反射して発散す

るものと，壁面のどとく照明を受けて発散するものとが

ある。輝度は方向によって値が変ってくる。輝度の単位

はランベルトであるが，一般に，照明を受けた而の反射

率 lζ 比例するので，反射率で表わすほうが便利である。

たとえば，プラスター壁の反射率70
7ぢ

- 85
7ぢ，黒板 7

7ぢ

-
12

96といったぐあいである。

明度とは，色相，彩度とともに色彩の三属性の一つ

で，' < ンセノレ記号では純白を 10，純泉を 0 とし，その聞

を感覚的に十等分し，さらにその間を等分すると，灰色

の段階ができるが，乙れを基準とし，乙の各々に等しい

反射率を持つよう な各色相の明るさ や濁りぐあいを定め

る尺度である。それで明度は見かけ上，声l' 度に比例する

ように見える。

教室照明は，視的環境から限度よりも駈ft 度に重点をお

かれるようになっ てきているが， したがって，乙の見地

から色彩の而でも明度が最も大切な変ー索と考える。

4.  教室の自然照明

教室照明のよりど乙ろは，従来は照度のみにたよりす

ぎていた感があった。たとえば最も s1Iiい と乙ろの机の上

でも 100 )レタス以上はなければならぬとか，どれだけ電

灯をつければ適当な J レタスが得られるかという乙となど

が主な項目であった。照度はもとより，最も大きな妥索

lζ 逃いないが，乙れだけにた よると，いろ いろ不つどう な

乙とが生じる。たとえば，いま机上照度が 300 )レタスあ

るとする。乙れは，もちろん書物を読むのに十分な明 る

である。 しかしながら，もし前のほうに裸電球がぶら

下がっておれば，自にちらついて読みづらくなるのは誰

しも経験するととろである。また家庭科教室で，黒い布

に内い糸でミシンをかける場合，生徒たちは 100 )レクス

もあれば満足するであろう。 しかし黒い布κ 黒い糸でミ

シンをかける場合は，生徒たちは 500 )レクスも欲しいと

いうであろう。乙のように単に J レクスだけでは照明は解

決しない。

また，夜，机lζ 向かつて書物を読む頃合であるが，机

の上』ζ スタンドを置いて読むのと，天井照明として2長全

体を l!J j るくして読むのとを比べると ，明らかに主主み疲れ

の迷うのがわかる。 ζ の二つの場合，机上照度は同様の

強さであるが，周囲を見渡した明るさが著しく逃うのが

わかる。スタンド照明では，本を読みながら，ふと目を

皇室のほうに向けると ，そ乙 は日音いから限の随孔が拡大し

て， おのずから暗いと乙ろ K 調応するようになる。それ

から，またお物のほう に限を移すと一瞬まぶしさを感じ

るが，また机上の明る さに調応するようになる。乙れを

繰り返すと眼筋肉の伸縮を激しく促がして読笹疲れを早

めるわけである。 ζ れに対し，天井照明の場合は壁も相

当明るいから，乙の作用は比較的少ない。したがってス

タンドの場合よりも楽に本が読めるわけである。しか

し，乙の場合でも，墜に黒いカーテンでも張りつめであ

ればスタ ンド照明と 同様にな る。

乙のように考えると，室内照明は照度だけではなく輝

度もきわめて大切な要素である乙とがわかるであろう。

今あげた例は夜間照明であったが，乙れを昼光照明にお

きかえても同様の ζ とがいえる。

いま正面黒板( 反射率1096) の周囲に白壁( 反射率80

96) がある場合，生徒たちは黒板を見るときに周閣の白

い壁が限にちらついて邪魔になるのである。乙の場合，

黒板を緑色( 反射率2096) Iζ 替え，パック lζ 薄グリーン

の艶消しペンキ( 反射率6096) をかけると，視的環境は

グッとよくなってくる。

と乙ろで，乙うすると，また一つ問題が生じてくる。

それは黒板に白チョ ークで書いたのよりも，線板』ζ 白チ

ョークで: [ l : いたほうが識別度 ( Vi s ibi l i ty) が務ちるとい

う乙とだ。ちょうど白い紙に黒い印刷がしである本より

も，白い紙に灰色の字で書いてある本のほうが読みづら

いのと問機である。黒板とパックの壁との聞では匝ft 度対

比が少ないほうがよいが， 黒板内では，反対に輝度対比

がある程度大きくないと鮮明さが務ちるのである。 乙れ

は教室内の視野と色彩調節 IL関係する。

5. 視 野

教室で，生徒机からの見える純閉すなわち視野を大別

して次のどときものとする。

A .  焦点 ( 視角 11支内外で，黒板上の一字から数字

まで)

B. 中心視野 ( 見るべきものがある範凶，たとえば
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黒板，掲示板，教則上の教師の裂など， ＱＺｦ［ｪｾ 視野を取り

巻く部分)

c. 周囲視野 ( 焦点を中心として視11160度の純図)

D.  外図視野 (上下 120度，左右 160度の範囲，乙の

II J ICは窓の一部，天;)1 の一部などが入る。〉

視野は机の位置によって状況が異っ て くるが，黒板が

巾心視野lこなる ζ とは変りない。

111心視野では，lPf i度対比が大きいほうがよい。

中心視野と近接部分の周囲視野との間は，対度対比が

3 - 5 程度とする。

中心視野 と近接部分以外の周囲視野との聞は，中心視

野の拒f<度の 10倍以下，5 分の 1 以上とする。

中心視野 と外問視野と の聞は，中心4見野の拒f!度の50倍

以下 5 分の 1 以上とする。

もちろん，以上は黒板が輝度の低いものである乙とを

考慮、 したうえでの輝度計画である が，視的m墳が非常に

改善されるという。

と乙ろで，話はもとに戻るが，黒板を絡にすると胸囲

との関係は改善されるが，白チ ョークとの関係ではかえ

って悪く なる。そ乙で白チョ ークのかわ りに黄色いチョ

ークを用いると ，はっき りす るようになる。つまり識別

度を色相対比で補 うわけである。

6.  教室の色彩

教室のf l ' ; 1境tζ ，輝度が非常 K 重要な役割lを持っ ている

乙とがわかったが，色彩の明度が反射率のフアクターで

ある以上，教室塗装においても明度をきわめて重要視し

なければならぬ。

教室をどのように塗装すべきか。 何 といっても教室は

黒板が中心であるから，黒板を基準として色彩を割 りはi

さねばならぬ。 と乙ろが黒板の反射率は 75ぢ-
12

96程I ¥t

であり ，I列皮に して 1 - 2 ぐらいである。近接視野の輝

度対比は 3 - 5 とするのが適 当であるからパックの監は

反射率35- 6096となり，明度にして 6 .5 - 8 ということ

になるが，上方の壁を明るくして，下方の腰を暗くす

る。

また黒板の枠などのボーダ一類は，な るべく両者の中

間の明j支と色相のものを選ぶほ うがよいじ両者よりも 明

るい枠は目 κ っき過ぎてよく ないようである。

外{JlI )l C 面 した窓の主主具，事Jj 縁，粋などは明る い色を用

いるほう がよい。窓絡子は実際よ りも黒く 見えがちであ

る。乙れは窓面の輝度が大であるから，そのように感じ

るので，明 るい色を塗ると，乙の感じは柔らげられる。

また窓はなるべく一連として， 聞に墜をおかないように

する。いわゆる城のように，ぽつりぽつりと開けた窓は

採光 上 効果が惑い。止 む を得 な いときは ， このｽｾＩ分をで

きるだけ明 るくする。
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また窓下町lli は机の天削ぐらいにすべきで，床まで下げ

るのは宜 しくないといわれる。乙 れは地面の明るい反射

が眼を射るからである。それゆえ， もし窓が低ければ，

その部分の地面は芝生宅で蔽 う要がある。

廊下側に面 した窓辺具，額縁などは，い くぶんi山くし

てもさしっかえない。

天井は一番明るくする。廻縁なども 明るい色のほうが

よい。天井面の反射率を高くすると，教室全体がたいへ

ん明るく なるからである。 時い教室を明るくしたい場

合，天井 lζ 後光灯をつけるよりも，天井を白ペンキで塗

り替えるほ うが効果がある。天井は全体を明 るくすべき

で ， 梁の部分 な と‘を ｶＺｾ く塗りわ け る の は教室と して は感

心しない。また監の色よ りH古い色の天井は虫、天のどとく

重苦 し い が ，ｾより 明 るい天［Ｑ Ｑ は ＱＱ 青 天のよう ｉｃ ｬｬ ｪ Ｇ ｩ 々しい

気持を起させる。

天井を白くすると，黒奴との聞の輝度対比が大と なり

すぎはしないかという懸念があるかも知れぬが，生徒が

正面黒板を見る場合，天井面が視線とだいたい平行して

いるので，眼の方向に対する輝度は小さ くなるので，さ

しっかえない。

巾木は床 IC近 く，汚れやすいと乙ろであるから Hれ、色

とする。

出入口の扉，わく などは窓枠の色ある いは)1史の色と 同

じでもよいが，また，乙こから /_I' ，て行ーけるのだという乙

とを一目でわかるように若干変えて もかまわない。ただ

し明度を著しく変えるのはよく ない。

掲示板は，) 皮と壁の中間の明度のもの，または肢と 同

程度の明度のものがよい。色相は調和色，反対色， 中性

色といろいろあるが，彩度は高く ないほうがよい。掲示

板は展示物をはって効果あるよう K すべきであるから，

掲示板の色だけがあまり飛び出てはよく ない。ただ し廊

下等の掲示板はアクセン トをつけるために，彩度の高い

原色を用いてもよい。ついでなが ら，掲示板 が正面， 側

面，背面とある場合は， 正面の掲示板はその授業に必豆ー

な掛図とか表とかを，そのつど掲げるものとし， ｾ Ｈｬ ｊ ｩｬｬ￭ 掲

示板は参考品の展示，背而のは成績品を主とし，一部告

知板とする。したがっ て，頻繁に展示物を取りかえるも

の， しばらく放置しておくもの等があるが，それぞれの

目的によっ て質を定める。

側 而や背面のｾは ￮ ｆＮ而のＡＩｉｬ［よ り も若干 ｬ 明 度を高くする

ほ うがよいと思う。

机の色は，反射率4096，ゆ1皮 6 .5 - 7 程度とする υ 机

の色は書物よりも，いく ぶんH削、程度のものがよいとさ

れ る。机の色が黒いと，ちょうど黒板 とバックの内墜と

の聞のように輝度対比が大きく なっていけない。

彩度は全体として，あまり高く ないほうがよい。とい

うのは原色よりも濁った色のほう が落着きやすいからで

ある。最近，建物の一部Jζ 彩度の高い原色を塗る ζ とが
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第 2 図 2草 と 通 風 と の 関 係

流行しており，たとえばLN. などをt! 赤 lζ 塗ったりして，

斬新性を誇示しようとしたものもあるが，少なくとも教

室内では，乙んなのは邪道であるといってさしっかえな

いと思う。

ともあれ，教室は色彩で美しく飾ろうと心がけて塗装

するならば失敗する ζ とが多い。 教 室 は美しくある前

に，視的環境をよりよくするという乙とに心がけるなら

ば，美しさというものは向然ににじみ出てくるものであ

る。

ウイリヤム ・カウデルによれば， 教室内の視的環境

は， ｊ 京外の ｉｾ Ｇｬれやかな昼の環境を核すべきだという。

今われわれが，そのよう な地而に立って周囲を見波す

と，まず地面の芝生，花耳目，速くへ述 な る路， 7)<. の流

れ，少し向うの木立，森，人家，遠方の山々，その上の

白い安，育天井といったぐあいで，乙 れを) ¥l j i J . t の而から

みると ，下から 上を向くにしたがって輝度が高くなって

ゆくのに気づく。同様に教室内も，床から腰，壁，天井

と次第に反射率を高めてゆくというのである。

.  
7.  窓と通風との関係

あたえら れた紙面も尽きたので，窓と通J! f i 1. との関係に

ついては，要点だけ簡単IL述べる。

普通，風の入口に当る窓の関口部が大きいほど風がた

くさん入ると考えられているが，実験の結果によれば，

むしろ風は出口の大きさに関係する。 第 2図は，程、が教

室の 8 分の 1 の模型をつ くっ て通風実験したものの一部

である。実験は深夜，tE流の最も安定しているときを選

んで行なった。送風は扇風機であるが，風澗を通して整

流した。測定はアネモメ ーターを用いた。そして20回転

に要する Ａ 時 聞 をス ト ップウオッチで測った。図のｾ内の

数字はその時間( 秒) を示す。数字の小さいほど風が強

いわけである。b は Breoth でアネモメーターの羽が採れ

る程度， 。は無風である。

A は 1 寸 5 分の高さの関口から， 6 寸の高さの関口へ

洗れる風の動き ，B はその反対に 6 寸の窓から 1 寸 5 分

の窓 lζ 洗れる風の到j きである。jj ] 風状態は A の方が大分

よいようである。

C ， D， E は 3 寸高の関口から， 閉じく 3 寸高の開口

へ流れる気旅の動きであるが，風の入口の部分の状態を

少し変えて測定したものの比較である。 C はl庇もノレーパ

ーもっけない羽合の気流の型 D は 6 寸の庇をつけた 1j' j

合の気流の型， E は 3 寸 5 分の J レーパーをつけたときの

気流の型である。この三つを比べてみると大変面白いこ

とが読みとれる。

教室内の通風は，主として亙Jm学習 している子供たち

に爽快感を与える乙とが大切であっ て， 風の流和，ｾが￯ｩｊ ｪ 上

の上方を通れば，乙の感じは少なくなる。つまり微風は

JVUζ感じる ほうがよいのであるが，庇をつけると風が押

されて下降すると一般に考えられており，またそのよう

に説明した書物もある。 しかし， カウデノレのレポート に

よれば， J庇によって気流は上昇している。まさに反対で

ある。乙れは，おかしいと思って，模型をつくっ て何べ

んも試みてみたが，庇をつけると ，やはり 上釘・するよう

だ。気疏の勤きの変化は微風 ｾｾ ｉ ー を移動す れ ば ， すく♂わか

る。と乙ろが庇のかわり 1[ 1レーパーにすると気流は下降

するようである。乙れは何故かというと，風の入口のと

ころの壁が風圧を受けるとき ，窓が下方にあるから，; 窓

のあたりでは J レーパーの穴を通して下降気流を生じてい

る。そ乙で，その影響を受けて，その合力の方向!C室内

IL入った気流は進むと考えられる。と乙ろが庇の場合

は，下降気流は庇によっ て遮断せられ， 上昇気洗だけが

残ると考えられるから，その合力の方向 IL I古l う傾向があ

るのではないかと考えられるのである。

一連の実験を通じて感じた乙とを簡単に述べると ，

1.  窓は縦長窓よりも総長窓のほうがよい。

2. 通風上からは上げ下げ窓が必もよい。

3 .  風の11'，口を十分大きくとる乙と。

4  長い庇はっけないほうがよい。

5.  水平ノレーパーは通風の点からも効果がある。

(1ft 者 lifdl ll県 教 育 庁 総勝訴!:l!Il長愉佐)
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容星団地. 写真中央右手君子りの公闘の北血IJ ( 上) が小学校である。

問地内では，鉄筋コンヲリー卜造のスマートなア パー ト生活を

営む居住者の子女達が，古びた木造校舎ですし結の授業されて

いる のは ，現代の矛盾であるとしてすましてはおけない。

1  .  はじめに

住む人の ｾｬｬｬ からいっても，住宅の住みよさはもちろ

ん，日常生活，社会生活がスムースに行われるようなコ

ミュニ ィティに住む乙とを切望するだろうし，それを計

画し建設する側も，そのような環境を与えようと絶えず

努力をつづけている。

乙れま では住宅の建設に伴なって，公共施設はその必

要性を認められながらも，住宅建設機関の手がとどかず

実現しにくかったが，最近，大住宅団地の建設や，大規

模な住宅地開発が次々と行なわれるようになって，公共

施設の充実したコミ ュニィ ティの建設という乙とが慎重

に考えられ，アパート 居住者の集団の性格が検討される

とともに，乙れによって公共施設の建設も進められてい

る。

しかし，住宅供給機関のみで与え得る よう なものは と

もかく ，地方公共団体である市町村によ らなければ与え

る乙とのでき ない教育施設，すなわち小，中学校施設に

は，まだまだ多くの問題が残さ れている。

学校施設の 不足 ，住 宅建設と学校施設正ｾ設のタイミン

グのずれ，都市計画上の配践の欠けた校区決定等々，そ

れらはすべて，すし詰め教室や遠距離通学となって児童

の上にシワ寄せられている。

ζ のような問題をかかえたまま，住宅団地をどんどん

建設する乙とは，児童の教育上からいっても，社会的見

地から みても呑んばしいことではなく ，住宅m設と同時

に教育施設の問題を解決しておく乙とが肝要であり，ま

た住宅経営の面からいっ ても，人々をひきつけるだけの

52 

教育施設およびその他の公共施設を充実しておく必要が

ある。

乙のよう に，住宅団地の建設と，小，中学校施設を ど

う対応させてゆけばよいかについて，足、が公団住宅の建

設に当っ て， 乙れまでに経験してきた 乙とをもとにして

考えてみたい。

2. 都市の学校事情

現在，住宅団地の多くが建設されている大都市周辺お

よび大都市周辺の都市で，文教施設，とくに小 ・中学校

施設の充足していると乙ろは皆無といってよいほどで，

現状ですでに飽和状態で，収容余力なく，新しく住宅団

地が建設さ れて児童数が急増 しても，直ちにそれに応 じ

て対処できるよ うな市町村はほと んどない。

ひとたび住宅団地が建設さ れて，その周辺が住宅地と

して発展 し始めると， 急i曽する児童を収容するために，

都市計画的な配慮もなしに，児童収容の面からのみ考え

て便宜的に校区が変更され， 遠距離通学をさせられた

り，また交通のはげしい道路を横断 して通学さ せられた

りする。市町村に学校施設を士自築できる財政的な裏付け

ができて，増築する場合も場当り的で，増築Iζ 次ぐ増築

でi翠ill! J場がな くなって しまったり，校舎のブロック ・プ

ランが極端に歪んだ形となっている と乙ろも少な くな

L、。

これらの市町村は赤字再建団体がほとんどで，財政的

な窮乏が著しく，一方，学校施設建設に対する国庫補助

は，校舎の不足している現状に応じてつけられ( 国同I納

.  

.'  
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助の予算は毎年 5月 1 日ーただし，W聞住宅の

述般によって 5 月 2 日以降 9 月初 日迄IC新たに

小 ・中学綬の校舎 IC不足を生じた場合は文部大

臣の指定する日ーに行われる文部省指定統計，

学校基本制査によって不足 IC応じてつげられ

る。) また国庫補助狼得には政治的な

かけひきも多いので， ζ れにたよら

なければならない市町村では，住宅

建設にタイミンク。を合わせて学校施

設を充足さす乙とは困難な状態であ

る。

3. 住宅建設と学校施設

i) 就学児童率，就学生徒率

最近のアバート団地，乙とに公団

アパー トの入居者の平均家族数は一

般住宅地の場合と 比較して少なく，

したがって就学児麓数および生徒数

は非常に少ない。 1113和31年から 32年

に入居した公団住宅居住者の申込み時における年令別分

布( 京阪神における賃貸住宅 8 ，000 戸の平均) は表 1 の

ごとくである。

入居l剛E おける小 ・中学校の児童数および生徒数は上

述のように非常に少ないけれども，図 1 の子女年令別分

布にみられ るとおり 5 才以下の子女数が年令の低下K

f 1 ; なって急激に増えている乙と，入居者の世帯主年令が

非常に若く ，またほとんどの世帯は，将来 2 人の子供を

持ちたいと希望している乙とから，児童，生徒数は入居

後数年間は増加をつづけ，ある時期でピークとなり ，その

後減少して定者するのではないかと推定され る ( 図 2 ) 。

との閲，アパート居住者はサラ リーマン階層がほとんと

で ( 90% ) ，転勤等K よる移動が比較的多い( 年平均 5

- 696) ため予測しにくいが，公団住宅と規模その他で

類似している協会アパー トを参考にすれば，だいたい児

童率 8 - 1 0% ，生徒率 4 - 5 % 程度で定着するのではな

16 

住

公 団 住 宅

蛍

必、
ｾ、

一般住宅地

協

公

いかと考えられる。

学校施設計画の基準になる就学児童率および生徒率を

公団住宅入居者のものと，他の住宅との比較表を作ると

表 2のよう K なる。

ii ) 住宅戸数と学校規模

住宅建設戸数と，それに応じて必要となる小学校施設

の規模は図 3 Iζ 見られるとおりで，公団住宅の場合だと

相当戸数の問地と ならない限り，その団地のための小学

校を新設する必要はなく，多くの場合，周辺地域とあわ

せて小学校を考えればよい。以下，公団住宅団地だけで

小学校を必要とするよう な大団地と，それ以外の中 ・小

団地のそれぞれの場合について考えてみる。

( イ) 大団地における場合

現在，学校規般についてはクラス数が多 く，学校規脱

が大きくなりすぎると学校運営がうまくゆかず，校舎の

ブロック ・プランが歪んできたりし，また反対に小さ く

1II 
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ヒ

してコミュニ ィティを建設する場合，その進めブJ として

近隣住区を建設単位として考えるのが妥当であろう。

近隣住区集団の建設から始まっ て，コミュニ ィティの

完成までには相当長期間の年月が必要とされるが，その

建設途上 lζ おいても先住者たちに安寧と秩序を与え泣か

な同常生活を営み， かつ，スム ースIζ 社会生活を営むた

めには，文教施設， 日常購売施設をもった近隣住区集団

ができるだけ早くまとめられる乙とが必要である。とす

れば，近隣住区集団は小さくまとめられるブj が望ましい

し，またそれに応じて学校規模も小さく計画される ζ と

も望まれてくる。

集合住宅による大規模な住宅開発地の場合は，一般住

宅地と比較して戸数密度は相当高く なるけれども，地域

によっては相当広範聞になる場合もあり，校区を決定す

る際には交通のはげしい，または将来はげしく な るよう

な幹線道怖を横断しない という 原則は守 られるべきで，

都市計画上 どうしても避けられない幼合は立体交叉等の

措置を講じておく必要がある。

校区または通学11寺聞からいっても，学校* J ! 紋は小さい

方が望ましいといえるし，同ｾ＿［のショッピングの乙とも

考え合わせれば，近隣住区は小学校の設けられる範聞で

小さくとる方がよいと考えられる。

学校の位置については児童および主婦の生活圏および

動線は強いて一致さす必要はなし、から，とくにショッピ

ンク施設と学校とを結びつけて考える必要ーはない。校区

の中央 t(. 位置する乙とは望ましいが，土地の状況によっ

ては，むしろ中央部を離れても，環境のよい，般かな日

当りのよい敷地を選定すべきであろう 。

さらに，人口が 2 ｾ Ｓ Ｉｪ 以 上 のコミュニィテ ィ におけ

る小学校では， コミュニ ィティの中央巡助協と関j ! s させ

て考えてゆきたい。ほとんと‘ の小学校で・は， 年 ｬζ ＱｾＲ

回しか行なわないような述動場のために 100 米の直線コ

ースをとったり，広い運動場を設けたりしているが，小

学校における体育教科から考えて も大 iili i!iJ } 場は必要な

く，むしろ毎日の生活を考慮して， 低学年の遊び場と高
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なりすぎると体育館や特別教室が設けられないとか，よ

い先生が集まら ないという問題があり，現在の教育行政

の下では財政的な含みもあって，小学校では20 クラス程

度が一応妥当とされている。

20 クラス程度の学校が必要と される住宅戸数は，公団

住宅の場合だと約 3 ，000 戸である。乙のよう な大団地は

大規模な住宅開発地における以外，用地取得の面から考

えて実現 し得る場合はごく少なし、。

3 ，000 戸の住宅団地を建設する場合は，少な くとも 2

ｾＳ 年の建設期間が必要であり ， さら ｬζ 図 Ｒ 1( ，見られる

よう な過程を経て児童数の定着までに数年かかり，相当

長JVJ聞にわたっ て過渡的な現象に対処せねばならず， 乙

のために学校施設は相当 fl ex ibl e なものとして計画 され

る必要がある。

一方， コミュニィテ ィ構成から考えると ，コミュニイ

ティは近隣住区集団がコミュニィティ ・センターを中心

としてまとまって構成され，近隣住区は小学校を紘とす

る日常生活圏と考えられるから，大規敏な住宅地を開発

2.師。 3.∞。

一一一" P " 数

Ｙｾ＠ 171 数住 宅 戸 数 と

1. 0 0。

図 3
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学年の小迩動拐を分離して小学校のプロック ・プランを

考えるようにしたい。

学校敷地の選定，学校の造形等について，住宅開発地

の7 スター ・プランのf m立にあたって，当初に住宅開発

当局と地方公共団体および学校設計者は慎重に話 し合っ

ておくことが肝要である。

( ロ) 中・小規模団地の場合

公団住宅では 1，700- 1  ，800戸以下では，それだけで近

隣住区を構成し，学校を新設する乙とは不可能である。

実際には住宅団地のほとんどは，乙の程度の規模のもの

であり， i 都市の学校事情」の項で述べたように，いろ

いろな問題に悩まされている。とくに住宅建設と学校施

設建設のタイミングを合わすため，団地の建設の際には

-9
1

くか ら住宅勉設機関と市町村の打合せおよび協力が必

致ーであり ，また校区の決定もおざなり的でなく ，慎重な

古I1市正|・閥的な配l低が望まれる。

設¥fr のように市町村が財政的に釣乏している場合に

は，政府の強) ] な文教政策がなし、かき' り根本的 lζ 解決で

きないにしても，住宅建設用地確保の際，あわせて学校

則地をも確保し，分校計画から出発して徐々に学校施設

を充実してゆく方法も考えられる。しかし住宅建設機関

と教育行政機関が異なる機構に属している場合は実現困

難で，よほどの協力がないかぎり不可能である。

大阪市内で，団地内κ 団地専用の学校としてだけでな

く，その周辺の住宅地を含めて学校用地を1i l色保し，学校

を建設したものκ 市営古市団地がある( 図 5) 。乙れは

付近の小学校がすでに飽和点κ 達して収容カなく ，また

ζ の周辺地域に公営，公団および民間の住宅が次々と丈tt

てられ，住宅地化している地域で，乙のような事悩を考

え合わせて計画されたもので，住宅建設および学校建設

ともに大阪市によって企画されたため， うまくいった例

である。

iii ) 住宅建設と学校経営

住宅を建設する乙とは市の発展のために望ましいこと

であるけれども，そのため学校施設の新増築，道路，上

下水道等の者ｦｉ 市 施設の整 ｾｭ が必要で ， 現在の 市町 村の 財

図 5 大 阪 古 市 団 地 と 小 学 校

容星団 地 ｉ ｾ おける 小 学校

政から考えれば，かなりな負担に なる。しかし住宅建設

に伴う市税収入の増加，すなわち住民税，固定資産税の

収入，さらにその他の間接的 な 税収入の増加が考えら

れ，集団住宅の戸数が相当数ある場合は，学校の新増築

および経営は，そう困刻{ な乙とでは ないように考えられ

(位3)

る。石原氏の研究K よれば，人口 3 万の住宅都市に対し

ては小学校 3 校，中学校 2 絞の新設，経営が可能であろ

うと述べられている。

4.  住宅公団による学校建設

。住宅公団の建設する団地がだんだん大;腕棋化して

くるにつれ，児童急増に対する対策として， I昭和31年以

来， 自治庁，大蔵省，文部省及び建設省の 4 者協定によ

って原則として に000 戸以上の集団住宅を建設する場合

で，かつ乙の団地の所在する市町村の財政が窮乏してい

る場合IL ，公団が関係地方公共団体の同訟を得て学校施

設の建設ができるようになっている。

公凶が建設した学校施設は市町村に賃貸し，立貸した

同から 3 年以内に譲渡するもので，さらにとの場合，政

府が市町村K 対して学校施設買収κ 対する国庫補助金を

交付し，また地方起債が許可される。

すでに公団大阪支所でも， 千里山団地 ( 1，061戸) ， 

中宮第 1 ; および第 2 団地 ( 956戸) ，旭ケ丘団地 ( 1，605

戸) ，中百舌烏団地 ( 908戸) ，香里団地( 約2，000戸)

に対し住宅建設とタイミングをあわせて，それぞれ学校

施設を新増築している。

ii ) 香里団地の学校計画

香里開発地区は，公団住宅および宅地分譲による一般

住宅を主体とした大規模な住宅開発地で，総敷地iuiArl

150ha，想定人口 22 ，000人，住宅戸数 !C して約5，000戸の

コミュ ニィ ティである。

地区内の学校計閣は小学校 3 校( うち 1 校は隣接する

既存小学校の増改築) ，中学校 1 校で乙の計画基礎は表

3のとおりである。

すなわち小学校想定児蛍数2，470人に対して， 18クラ ス

900 人の規模の小学校 2 校， および残余の児童に対して

隣依する既存小学校の増築で処理し，中学校は 1 校新設

し， さらに隣接する既存中学校が 1 校あるので，一部 ζ

れに収容するという方針をとっている。
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乙の場合. iii J: i i l l した数値と少々 のずれが見られるが，

乙れは地区外周辺の発展状況をに らみ合わせて今後，検

討修正してゆきたい。

すで l乙1，000戸余 り入JJ:rし，また 1，500)刊が工事中で峻

コ'. Im辺かであるが，すでに小学校
q交が新設された。鉄

筋コンクリート造
2 階建で，鋭敏は表 4のとおりであ

る。

乙の小学校の敷地は，住宅公団により造成され.
3 壬|三

据置.
7 年償却で枚方市lζ 譲渡され，また校舎および体

育館は，同じく住宅公団によって建設され，枚方市に賃

貸.
3 年以内

lζ 譲渡されるものである。

乙れは住宅公団で学校建設ができるように，措置もさ

ること ながら，枚方市の積極的な協力があって実現 し得

たものである。

5.  おわりに

以上，住宅団地の建設とそれに伴なう学校施設につい

⑬ 

特 許 防火シャ ッター全般

側 担 ・ 23:233
オ ー トマ テ ソク

小 俣 製 作 所 大 阪 支 庖

( 1日田中乙ノヤッター)
ー

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T E L Q:T 9 0 l o  

本 社 及 工 場 ・ 埼 玉 県 与 野 町

東 京 事務所及工場 ・ 東 京 都 北 区 田 端
1町
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表 4

|税引 fI: 出 恨 拠

側 面 積 い 5，∞O m

2

¥般男都β 締dpj -

校

-1 - - - - 1  
I  教育上必裂な生徒 1_.A，差

合 12，876.76
m2  

1  .  1
りの{ g 合商警の認申 t附

1- .. . .  
_.  

1 計 |和24年) より

ー

| 適正部都面積

体 脊 館
1

5鈎 .87
1

司，四 .ω: m2

1
教室 1. 0坪/ 人一一

1  1  1  90。人X 1. 0=鈎O坪

「一一一一一一
I I  = 3，∞O m 

1  1  体 育 館 0.2j;f./人

附同渡廊下 I  
74 

I  I  

.. め
OA X O.2= 180坪

g

( 校舎は，普 醐 釧 ， 特 別 教 室
4

( 図工，酬 ，慨 ， 酌 )
') 

給食室，管 理 ! 箆 で あ る 。 ，

て住宅建設，および都市計画面から考えてきたが，今後

さらに，
くわしい検討が必要であるとともに，とくに学

校教育の面からの研究が必要である。

本年度の政府主点政策のなかに学校施設の補充，整備

が大きくうたわれて，すし詰め教室や
2 部t受業の解消が

本格的 IL
取上げられている。学校施設の改善は，現在の

地方公共団体の財政から考えて，独りその力のみでは解

決不可能で，国家政策として推進されないかぎり実現の

見通しはない。都市計画および住宅対策が大きい問題で

あればあるほど，乙れに歩調を合わせた学校対策が積極

的κ 考えられなければならないし，住宅建設の伸展と，

大規模な住宅地開発の気運が向いている今日 ，住宅建設

と学校施設建設の協調がとくに望まれる。

(註 1)

(践 2)

(鮭 3)

学会論文報告W
No.60号 5. 33.10月 京大納谷m

昭和33
年! l l : 公団委託研究 「団地内中心施設と共同生活

K 関する

研究J
のうち「公団住宅入居者の世帯構成」京大納谷氏他 5名

学会論文報告 No. 60号 5 .33.10月 東工大石瓜氏

(，匝者 日本住宅公団大阪支所計脳部)

各 種陶管 ・大正便所・ S. P. 石綿パイプ・モル

タル製敷ブロ ック・腰掛ブロック・スペンサー

セメン ト煉瓦・流司洗濯槽・ 腹芥箱・空気抜 ・ヒューム管

各種セメント製品・コンクリート製品製造・販売

⑨ 三舟建" 定宿舎

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

電 話 @2  4. 2  0 番

4  



小 学 校 の 配 置 形 式 と そ の 動 向

大 阪 市 大 ・ 鈴 木 研 究 室 *

!i 2.  大阪近辺の小学校の配置形式

われわれの研究室では，大阪近辺13都市( 大阪，堺，

八尾，布施，守口，吹田，尼崎，豊中，池田，伊丹，西

宮，芦屋，神戸〉の小学校の配置形式について調査をし

たので，乙れを中心に話をすすめよう。

1  .  学校規模と校地面積 これらの都市の小学校を

眺めて，まず気のつく点は( 1  ) 規絞〈クラス数) の大

きいとと， ( 2 ) 校地面積の小さい乙と，であり，いず

れも大都市の学校の特徴点である。われわれの調査は統

計的数値を示すのが目的ではなかったから現状を正しく 1000 

うつしてはいないが，参考までに全国の小学校とその規

般の分布をくらべてみよう〔図1 ) 。

全国的 f( は 6 クラス以下の学校， そとでは必然的κ 1

教室内に 2 学年以上を混合する小規鋭校の存在が問題で

あり， 乙れ』ζ は教室も当然異なった] 修が要求 されよう。

一方，大都市では，むしろ30 クラス，40クラ ス， ときに

z  

S  1  まえがき

ど乙の地方・都 市 へ行っても ， ど乙の ｊｾ 村 へ行っても ，

小学校の建物は一見してそれとわかる盗をしている。そ

して，その校庭に立てば，教員室の位置 ・便所の位置ま

で，おおよその見当がつく。乙のおどろくほどの画一

性， しかも，乙れが前世紀の末から実に数十年聞にわた

って， さしたる進歩も なく相変らずの形をくり返し伝え

ているのは，それなりの理由があったに迩いない。 5 間

4 悶の教室， それをただ並べて片廊下で結ぶ建物，コの

字型に運動場をとり まく配置。 iζ のような慣習がなぜ

でき上ったかJ i 乙れが今日の教育に対し， どんな矛盾

をはらんでいるかJ i 乙れを変えてゆ く力はど乙にあ

り，また何が乙の発展をはばんでいるか」乙れが，われ

われの研究課題で- ある。

‘  
・凶

オ 鈴木成文 ・池田有隣 ・内藤徹男

多胡 逃 ・井本正子

は50クラスを超える過大校が問題だ。児訟のつ くる社会

としては，あまりに大き すぎる。もはや建築計4 薗の問題

.If 

枝

Eコ 全 日

E刃大限左足

(

Z』

。
。

20 30 40 

' f 校 球 曙

凶 1 学 校 規 模 ( ク ラ ス 数 ) の 分 布

( 全国的11 : は小説侠校が，大都市では過大校が問題である)

30000  

校

tt!1. 

面

積

20000  

T奇

。
。

10  20 30  40 50  OO 

場 設 定 機 ( クヲ ス敏〉

凶 2 学校規悦( 合ラス数) と敷地面積との関係

( 点はでたらめに分布している〉
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ｾ＠ 今も

lDOr ーr 2.G  5.0  
1関崎 5.0

G ζ 3 3.7  
一体 4.9  

平行 14.7

結合 95.0

コ 42.3

IG  61.3 

感S
し 110 

。止迫訟L
ｏｾ 品 ｩｬ 線 Ｙ ，Ｒ

凶 3 次 と々 il ! l l ' lして大きくなる( 数字はil! i役年次) 凶 4 迎動磁の数 凶 5 迎動指と 校舎との関係 図 6 校舎の}f: ' ，

というよりも，いかに校区を分け学校を建てるかという

教育行政の問題であろう。

校地面積( 図 2) は，学校規模( クラス数) κ ほぽ比

例するはづだ，というのが 'm' 識的な考えだろう。しか

し，それにしても何とデタラ〆にばらまかれた数値だろ

うか。乙れを文部省の以前の基準 ( 12 クラス以下の小学

校では20m
2

/ 人 13 クラス以上では 15m
2

/ 人，乙の図 2

では 1 クラスを50人として算定した) と 比べ ると，いち

ぢるしく下まわった値である。一昨年K 改められた新し

い必準では，さらに立派な数字が示されてはいるが，数

字だけ乙しらえても，およそ事! t 芯腕えだろう。乙んな狭い

敷地f L Jif l し乙め られては，とうてい満足な計画などでき

るものではない。 乙の状態κ なったのは，おそらく 小学

校の規模の拡大と関係があろう。街の発展，人口の増加

にともなって噌築 ・増築がくり返されるが，校地はもは

や拡張の余地がないので次第κ みじめな状態におちいる

( 図 3) 。乙の場合も適当な時j切に学校を新設し校区を

分ける措置を講ずる必要があるが，乙のためには住区に

対応した学校を考え，街の発展に対する予測をも って学

校の将来計画をたてる，という乙とが要訪ーされ，乙れも

教育行政 ・都市計画行政の問題に仰する。

2.  配置形式 小さな巡動場のまわりを校舎が L 字

型やコ字型にとりか乙む形式( 図 A ) が，大阪市内はも

とより周辺都市にもよく見かけられるが，乙れがもっと

も一般的な形式かどうか，そのほかにはどんな形式があ

るか，を調べたいと思った。この形式は単K L型 ・コ型

という建物の形だけでな く，jlli 助協との関係が配置を大

きく性* 名づけている。つまり， ( 1 )  ill !i IYJ場が 1 つある

だけで他K 小運動場も庭もない。 ( 2 ) 校舎が運動場に

i白伎にT I i i し，乙れと結びついている。 ( 3 ) 校舎が コ型

に仲びた形をしている。乙のように迎動場の数，巡W)J :!;J，}

と校舎との関係，校舎の] 払という 3 つの面から見ると

58 

配置の性格が浮かび上がるだろう 。乙れによって分刻し

てみた。

(  1  ) 運動場の数 ( 図 4) lG 型( 巡勤坊を 1 つし

か持たぬ型) ・G C型( 巡動場と中庭をもっ型) ・2 G型

( 運動場を 2 つもつ型) の 3 種』ζ 分類してみると，やは

り l G型が多い。校地面積がとにかく小さいので中庭や

第 2 の運動場をもっ余地がないという乙ともいえ るが，

そればか りではない。広い巡動場のまわ りを長々とイrjl び

たコ字型校舎でとりまく例( 図 B ) もある。

( 2  ) 運動場と校舎との関係 ( 図 5)  結合型( 校舎

が運動場に面し互に結びついている型) と分離型( 校舎

と運動場とが縦れている型) とに分類してみると ，比例

的に結合型の多いことがわかる。

( 3 ) 校舎の形 ( 図 6 ) 直線型 ・L 型 ・コ型 ・半行

型 ・一体型 ・拡張型に分類してみる。クラス数の増加に

ともなって直線型から L 型 ・コ型へと成長してゆくもの

と考えら れ，乙の系7.: 1) 1(_ 属する ものが過半数に達する。

平行型は校舎を平行に並べ渡廊下でつなぐ，いわゆるフ

インガープランと称される型で，周辺部の校地面積の泣

かなと乙ろに見られる。昔からよくあった型で 1以後rc

は文部省がさかんに推奨しモデノレプラン などが作られた

が，広い函車!i を要するためか数は多くない。一体型はコ

ンパクトにまとめて建て られた型で， illi 動場は分離す

る。建設が一時に計画的lζ 行なわれて初めてできる型な

ので数は少ない。 乙れ らの型から増築の結果，校がl品て

複雑な形になったものを拡張型と名づけた。あまり不規

則なプランは サンフ勺レをとるとき除いたので， 乙乙では

さして多く ないが，実際にはもっと多いと恩われる。

乙のように通観すると 1 6 結合直線型から L 型， コ

型へと 仲ぴるー辿の型が大勢を i iめ， 乙れがさら lζ 進ん

で6 C結合鉱張型になる。また迩! E l J 坊もひろげて 26 結

合コ型とか 26 結合拡張型になる伊l もある。すべてi11築

，p

e

・
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せまい. i ¥J l 動場K 面しとり囲んで校舎がたつ。

( 北中道小学校一 2G結合コ型)

lζ つぐ増築の結果，自然にできる配置形式であるといえ

よう。一方乙 れと異なった系列の型として指摘できるの

が らC 結合平行型 とG C分離一体型とである。平行裂は

周辺部fC. 一体型は都心部K みられ，一方はひろがり，

他方はまとまった型で性格は全く異るが，と もK 何らか

の計画性を感じさせる。 i ' t 識的 lζ 作られた型とみる乙と

ができょう。

!i 3. なぜ，このような型ができ上 ったか

乙のような慣習化された形ができ上がったのには，そ

れ相応の理由があるはづだ。われわれは，乙の問題にと

りくんだばかりで，まだ推測の域を出ないが，考えられ

る点を指摘しよう。

日本f L 初めて学制がしかれたのは 1872年( 明治 5 年)

で，乙 れ以後， 日本人民は男女 ・身分の差な く義務教育

がうけられるようになった。とはいうものの，天皇制を

ζ しらえ上げた明治政府の権力がようやく固まった 1880

年の「教育令J . 翌年の「小学校教員心得」 κ よれば

「教育の目的はもっぱら尊王愛国の志気を振起せしむる

にあり 」として，人々の能力をのばすというよりは忠君

愛国の型のはめる教育へと進んだのである。文部官僚田

中不二磨がその中心人物で. 1873年に欧米留学から知国

し，以来，文部省の実権をにぎり，教育令のII)IJ 定をはじ

め日本の教育を過激国家主義 ・軍国主義lζ 統一整備して

行った。まず全国を大学区 ・中学区 ・小学区と段階的に

初防して中央集権的に構成し，各中 ・小学区に一つづっ

の中学校 ・小学校を整備して行ったのである。このよう

f L 一挙に大f i l : の学校建設が，どのよう な指令で，またど

のような設計で行なわれたかは興味のある問題である

が，最初の出発がすでに強く統制されたものであった乙

とは注目すべきだ。 国民皆兵lζ ともなう青少年の体育向

上の要請は，変化fC宮む庭よりは単なる運動場を必要と

したろう。 上からの与える知識の教育には，ただ黒板fC

向かつて行儀よく並ぶ教室でさえあれば十分だったろ

ひろぴろとした連動掛をのんびりとコの字型にとりか乙む

(大イ111小学校ー l G総合コ裂)

う。また，ひとつの型にはめる道徳K は，学校全体を校

長の一望の下 l ζ おくことが要求された ろう。 ζ うした条

件に支えられて 1 G 結合型が形づくられたと考えるの

は強引だろうか。 ζ の根本の理念が変らなかったから，

いや，ますます拍車がかけられた以上， 学校建築が通風

や採光の工夫は見られでも大筋では 1945年まで何 らの進

歩が見られなかったのも，全く当然であった。

もうひとつ副次的な要因と考えられるものは，学校の

規模拡大に対する明確な対策のなかった乙とだろう。ど

の学校を調べてみても，はじめに今日の規模の建物がで

きているのは稀で. 10年 ・2 0年 ・3 0年と次第に大きく な

り，次々と増築が行なわれている。児蛍数の増加に応じ

て教室数をふやす乙とのみが配置計画の主題と な り，は

じめに建てられた全体計画に沿っ て建設が行なわれると

いう紋子が見られない。だから建物は同じ形の教室の述

続であり，配置は次々に伸び て L 型 ・コ型になってゆ

く。また仮りに全体計画があった場合でも，それを超え

てさらに増築が進むに迷いない。

配置形式iζ 年代別の特色があるかどうか， ζ れは，い

ま調べようとしている課題だが，推測ではとれという明

確な形はなかったと思う 。 ｉ［ｲｾＧ ，ζ 増築の過程にあるのが大

部分の学校だったと思われるからだ。

!i 4.  今日の教育に対して，どんな矛盾を

もっているか

1945年を境として日本の教育は大きく変った。単なる

知識の集積でな く問題解決の力を得させる教育(C. 型に

はまった服従的な人間でなく自主的に考え行動する人聞

を創る教育に変った。つまり理想とする人間像が変った

のだから，教育のtlt 界における，まさに革命である。当

然. '18' ながらの学校建築との悶 lζ 数々の矛盾をはらんで

くるはづである。乙れを学習 ・遊び ・迎営 ・管理の; m

面から調べてみたので，それを配霞形式別に紹介しょ

つ。
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m物はコンパクト Rmち連動場は分般する

( 奥田山小学校ーG L分般一体型)

ｾ審理僻

園 調 腕 調 理 主

縮尺 1・3ωo
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図 ａ 大 阪 ・ ｾｴＮ .  't'i j t 小学校

(l G結 合 コ型}

1  .  校庭について一一 1 6型・ 6 C型・ 26 型一一

児童の生活を管理する上では，中庭や別の迩i J i J J 場のな

い l G 型が最もやり やすいという乙とは '.i引ζ lifl くと乙

ろである。また迩WJ会のために広いまとまった迩動場を

要求する気持は強く ， 乙のため校地面積の乏しいときは

l G 型になりやすい。

しかし日常の生活は どうか。高学年と低学年の生前|羽

を分けるべき ζ とが，ど ζ の学校でもキ.1長され，その坊

は 2 年と 3 年の閥あたりがよいという 。 3 年生になると

遊びも急lζ 集団的 ・活動的 ICなるが，これは児童心理学

土でも裏づけされる。在来の l G 型では，たとえ面積が

広く ても遊び場の分雛はできない。 G C型 ・2 G裂では，

各々その中庭 ・小迩WJ 場が低学年教室とつながるとき，

低学年期遊び場として佼われて高低分離できる。I: t 庭

があっても，それが観立用の庭園として作られていると

きは利用価値が低い。遊具( ブランコ，スベリ台， ジャ

ング J レ，鉄棒ーなど) は主に低学年および女子が使うが，

l G 型では迩動場の周囲 K 分散して配置され，低学年と

結びつきに くい。G C型， 2 G型では中庭，小迩動場にま

とめて設置できる。また学習の面でも，最近ますます重

視される戸外教室や観察園などは l G型 2 G型では設け

にくく ，辺動坊の周囲 K 作っても荒されやすいが， G C  

型では中庭が利用できる。つま り迩動場とは分離し教室

と直結した庭が必要である。したがって，平坦な運動場

は最小限にとどめ，できる限り低学年用の小巡動場や種

々の用途の庭を設ける努力をすべきである。

乙れ らを実現するためには，前提として，まず適当な

広さの敷地を確保すべきであり，少なくとも日本建築規

格 い 3学級以上の小学校では児童 1人あたり 1 5 m
2

) 程度

があれば， 2 つの迎動場と庭を設ける乙とができょう 。

なお高 ・低学年の分離では，たとえば香里や北大阪の

開発の どとく居住者間の一定した地区な どは，ほとんど

全幼児が幼祁悶へ行 く乙 とが予想されるので 5 才児と小

¥ 

図 B 堺 ・大イIIJ 小学校

(l G結合 コ恐)

図 C 大阪 ・東成 ・北中道小学校

(2G結合 コ型)
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学校の 1 ・2 年を一団とし， 3 年以上と分ける，という

祭も考えられるが，学11.-11の問題ともからむので，乙乙で

は省略する。

2.  校庭と校舎との関係一一結合型と分隊型一一

児誼の生活の管理 ・緊急時の避難 ・朝礼後の移動 ・施

設の管裂などの点では結合型がやはり便利である。とく

に学校全体を指導 ・管理するi ' l 任のある校長などには，

ζ の窓見が強い。また休み時聞には，な るべく戸外で遊

ぶよう指導している例が多いが，乙の場合も結合型では

iおやすいが，分離型では距離的にも心理的にも抵抗があ

る。しかし一方， 日常の学習の点では，結合型では迩動

場からの騒音によっ て教室の雰囲気が乱されやすく， し

たがって遊びゃ体育も制約され，遊具ーも校舎から総れた

位置におかれやすい。その点，分離型では遊びも体育も

のびのびとやるととができる。

分離型で・の生活管理や移動のための難点は，職員室の

位置や昇降口の位置にと くに留意する ζ とで解決できょ

う。従来の玄関わき ， 1 階のよい場所を占める職員室は

やや疑問で 2 階でもよいから見通しの効く場所がよか

ろう。教室と遊び場との連絡も校庭の作り方によるの

で，巡動場だけ ( l G) でな く，変化のある庭を設けて，

それを教室の附近Iζ 配置すればよく ，必ずしも迩動場そ

のものとの結合は必要としまい。

ただ現在では ， 校地面 ｴｾ の狭小と ， 乙まぎ れ 増築の結

果，やむを得ず結合型に陥りやすい。分離型をとるため

には建設当初に全体計画をたてうる条件が与えられねば

ならない。

3.  校舎の形一一直線型・ L 型・コ型・平行型・

一体型・拡張型一一

校舎の形のいかによって，もっとも規制され るのは，

教室の配置，とくにその学年配置であろう。各学年どと

にまとめる乙と ，学年のj駒 ζ 配置する乙と ， 1 年生を優

遇し，また 6 年生を優遇する ζ と，などの条件が要求さ

れている。 ζ のためには，教室をあらかじめ，乙乙は何

年用と決め，一学年は一団として，それに応じた設計を

すべきであろう。しかし，学校規模の過大がこれを困難

にしているし，そのうえ児童数の増加にともなう 1nCi ・閥

的な膨阪は学年配置の凶定化を妨げている。また制作の

児童数の変動( したがって年度 lζ より学年によってクラ

ス数が変る) が，学年配置を不安定なものにしている。

乙ういう条件に対して，直線型 ・L 型 ・コ型の配置は

学年11防 ζ 端から並べて行くことができるので，一応、無難

な型だといえる。ただ学年毎のまとまりに欠けるし，ま

た実際には 1 階の中央部のょいととろを職員室などで断

ち切られる乙とが多い。さらに校の伸びた拡張型では配

置は当然乱れる。

一方，一体型はコンパクトに固まっているので，まと

まりもつながりもよいが 1 階や隅部lζ 自然条件の慈い

室ができやすい。平行型は 1 棟の教室数が 1 学年のク ラ

ス数と一致するときには，きわめて好ましいまとまりが

得られる。しかし，年度によるクラス数の鴻減によって

乱され，かえって悪い状態になる ζ とが，むしろ一般的

である。したがって，学年どとに分けて計画するという

原理は，学校規模やその将来計画K 対して高度の計画性

のある場合 fC初めて可能になる， という乙ともいえよ

う。最近，英国や米国では，もう当り前になっ たクラス

タープランやフインガープランも， ζ のような計画f生あ

る教育行政κ 支えられているのだろう。

学年配置以外の点では，教室の自然条件は， L  型 ・コ

型 ・一体型 ・拡張型では方位や騒音などに難点が多く ，

平行型はその点もっともよいが，校地面積や通路面積を

大きく必要とする。また戸外教室や遊び場とのつながり

の点でも平行型はすぐれ，乙の場合とくに低学年は ｾＱｬ 立

して直接庭へ出られるような形をとるべ きであろう。

図 D 大阪 ・住吉 ・住吉小学校本校

(G C結合拡張型)

図 E 銀中 ・畿南小学校 図 F 鐙中 ・原田小学校

(2G結合拡強型) (GC結合拡殻型)
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る。デサ、インそのものには批判も多かろうが，その計画

の主題は個々の教室の独立性を高めるととにおかれてお

り，片廊下型を捨てたその意図は高く評価されてよい。

これらの実例が，教師たちの頭も慣習的な型から解放し

てゆくだろう。

一方，学校全体の配置計画の函では，まだ， さほどは

っきりした方向をもったものは現われていなし、。 これ

は，おそらく新しい教育の理念が，教師対児童の例々の

問題に多く集中され，学校全体の問題としては薄い，と

いう現状K 対応したものであかるも知れない。しかし，

さらに大きな障害は教育行政のあり方の中に見られょ

っ。

都市lζ おいては，学校規模の無制限の膨l医を防ぐこと

が大きな課題K なっている。しかし，現実の建設は各校

の毎年の不足数だけの教室を次の年度 lζ 増築することに

とどまっ ており，その結果，毎年の相当冠の建設はほと

んど乙まぎれ増築に使われている。大阪市でも年間約

650教室の建設が何と 110校にばらまかれるありさまで，

根本的な計画や将来への見通しをたてる乙とが，きわめ

て困難な状態に追い乙まれている。

乙れは単』ζ 地方行政の問題でな く，勤務評定や道徳教

育の問題にみられるように文部行政そのものが反動化し

ている現在では，ますます見通しはJ 1 ) j い。あるいは虫太

子結婚のお祭さわぎに見られるような国の政治全休の逆

コースの中で，批判の精神をもった門出な教育をそだて

る乙とが，いかに困難な仕事であるかが察せられる。そ

れと同時!ζ ，その精神にもとずく建物の創造を単なる建

築家の徒労に終らせないためには，良心的建築家が良心

的教師と組んで，新しい教育の意味するものを研究し，

建築の可能性を追求し，着実な努力を私ーみ上げて行くよ

りほかになかろう。

今日の多彩な教育形態を考えれば，片廊下の画一的な

教室型そのものが，すでに i時代おくれであり，乙れをぶ

ち乙わして新しいタイプを創って行く乙とが，われわれ

の務めだろう。

S  5.  今後のみとおし

1945年以来，教育のブi 針， したがってその内容が大き

く変った乙とは事実である。しか し，それが建物κ 対す

る要求となり変化をおよぽし始めたのは，ようやく乙乙

之 3 年来である。

戦 災 の 復 興，6 ・3 11i lJ 実施にともなう校舎の大量需要

は，間に合わせのパラック校舎でしのいでしまったし，

またその時期は新教育の要求が現われるには早すぎた。

新しいタイフ。の校舎が現われるのは，その建て替えが問

題となるときであり，その時期がいまや始まろうとして

いる。そして新教育の経験も，またそれに対応する学校

建築の研究も，ょうやくある段階κ 逮した。

しかし， 乙れがなかなか円滑に進むとは恩われない。

まず教師自身がすべて新しい教育を身につけて主主場して

いるとは，いい切れない。また，仮りにその理念は身 lζ

つけても ，それが建物に対する要求となって出て くる乙

とは，むつかしい。あまり κ 長い間，片廊下型の単純な

配置が乙の悶で幅を効かせていたためだろうか，教師lた

ちの要求も自由にその枠を離れて出る ζ とが困難であ

る。それにもかかわらず教室を中心にした学習指導の形

態は大いに進歩したし，建築家の努力もその辺lζ 見られ

る。

乙の号』ζ 載っている，すみれ小学校( 設計 : 久米建築

事務所) や，鉄骨造の盗塁小学校( 基本設計 : 大阪市建

築局学校建設課) は，明らかに新しいタイプのものであ ( 以上)

a  

.  

一J

一

-

i

i

Z

図

図 H 八尾 ・青<<都小学校

( GC結合平行型)

図 6 大阪 ・天王寺 ・tl 閏111小学校

(B C分般一体型)
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完 全 な 防 水 工 事 を す る た め に は

マ ル エ ス 印 石 綿 ウ エ ル ド ル ー フ イ ン グ
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マルエス印石綿ノーコルーフイング (特許31408)

マ ル エ ス 印 ガ ラ ス 網 状 ル ー フ イ ン グ
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や付加物を何もっけない乙と K よっ て，表現力に宮んだ

1' 1由なものを見せて くれる。

格の柱身は厚さ ＲＵ｣ｭ の陪 ｉ Ａｾ から な っ て お り， 直径は

上部で 7m，下部で 20m，基礎のi直径は65m、である。プ レ

ストレスは墜とは別K 柱の内側に配置した鋼線によっ て

与えており，乙の銅線を固定するために，塔の上部 (高

さ400. 350， 300， 230m) に水平材が必要である。こ れ

らの銅線はすべて下部では住の拡が った部分の上回の屋

根で固定される。すなわち下 部では約 4000 * の銅線K .

9000 トン近くの引張力がかけられる。

引張力を与えられた鋼記長を，そのまま保護せずに 1 -

2 年間放置しておけば， その期間κ コンク リー トの収縮

が終り ，基礎コンク リート の移動変形等も止み，そして

銅線に与えた引張力にも若干の弛みが出て くる。そ ζ で

改めて銅線を締めI直してモノレタ J レを被せて養生すれば，

今までの塔のように手入れを怠れば傷がつき，悪くすれ

ば破壊するようなものと巡っ て， 恒久的に信用のできる

建築が完成する。乙れは，乙の塔の重要な特性の一つで

ある。

土佐の建設に当っては， コンク リート 邑は基礎で4000m3

*t 郎分で 2000m
3

といわれているが， 円錐形の コンク リ

ー ト管を作 るように反破佼用可能の型仲で建てる予定で

あり，支柱の工期は約 1
ヵ年で建築と設備の据付けその

他一切の工期は Ｒ ｾ ーである。

ζ の高さ 500m(ζ およぶ P.S コンク リー トの犠の建設

は建築家や建設技術 lζ 従事する人たちに対して大き な興

味を提出することになるであろ う。

( 日辿数百十工l ' l 5K K 青柳司 訳)
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諸外国では高い格は，一般に鉄骨で格子状のマス ト形

式の構造で作られているが，モスク ワでも当初はノ f イプ

で格子状IC組み立てた塔を作る予定であった。

しかし技術的には，乙の形式によらなければ塔が建た

ないわけでもないので，若干の他の構造案も提出され

た。その結果，鉄筋コンク リー卜で作ら れた支柱でやろ

うという乙とに決った。

ただ，普通の鉄筋コンク リート造で計画しては今まで

の塔と競争できない。建築家でもある発起人デー ・ブウ

ノレデ ィヌィとエリ ・パタ ラフィは，プレストレスを入れ

た鉄筋コンク リート の塔を提案した。そしてプレストレ

スの大きさが椛の構造を可能ならしめる指数であること

もわかった。

務の村: 1乙H. l 裂の発生を避けるためには，少しでも引張

応力を許しではなら ない。鉄筋コンク リー トにあらかじ

め圧縮力を存在させる乙とによって建物の強さは改良で

きるし，セメントの節約を可能にし，高強度の鏑線も利

用できる乙とは知られている。そ乙で専門家の鑑定と他

の方法との比較対照の後，プレストレスを入れた鉄筋コ

ンク リート 造の塔の実現が決定した。

乙の塔身の内部には，一度に 56人乗れるエレベータ ー

が 4 台予定されており，高速度で運転されるため客を塔

の上まで80秒で送り届ける乙とができる。

また高さ 400- 416mのと乙ろに約 1000人収容できる展

望台を設立する予定で，そこからはモスクワとその近郊

の素晴ら しいパ ノラマが眺められる。そして高さ 400m

のと ζ ろには，また簡単な レス トランも作 らねばならな

いだろう。 なお，塔の見物客から徴収する料金で数年間

のうちに塔の1 ' l 用は回収する見込みである。

乙の塔は台風時』ζ は箆みが 4mにも達するが，普通程

度の風でも上部では巾 20- 3 0cmで侍れ るだろう。乙の

鉄筋 コンク リー 卜造の塔は 12- 13秒の大き な援助周期を

持つから， j答の頂上の一端部から一端まで採れるのに 6

秒かかる。乙の程度の周期だと人はおそらく燃の振動を

感じないであろう。

今まで世界の人々に愛されてきた鉄骨造の塔の前に乙

の塔が実現したが，乙の犠は放送に関係する技術の部尾

を柱身内部IC設立する乙とも可能である。

建築家が ζ のよ うな塔を建てようと した怠欲は尊いも

のである。絡の風絡は塔の中にある緊張と ，不要な飾り

-.  
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木 誌 4 月 号 の 臨 談 会

「日 本 の 現 代 建 築 の 形 成 過 程 を め ぐ っ て」 を 読 ん で

私達が現在関西においてもっとも

期待する良心的な建築家逮によって

もたれた乙の座談会1(. ，次の点を欲

深くも注文したい。

1  .  私は乙の座談会を読んで最初j

lζ 感じたととは，日本の近代建築の

形成過程とは，やはり形成とはいえ

ないような不服実な歴史的発展を経

てきたものではないかという乙とで

ある。

何故そうなのか ? という疑問に

対して乙の座談会では，個々の現象

としては話し合われてはいても，体

系的lζ 答えてはくれない。本来日本

の近代建築が，明治の資本主義革命

以来一度でも主体的に行動した乙と

があったかどうか。また資本主義社

会においては建築とは迩命的にその

ようなものなのかどうか。

乙の点について， もっと充分討論

して欲しかったと思う 。そ して，乙

の討論の担I ! で私達は現在の白木の正

しい方向を，ある程度感知し得たの

でないかと思う。

2.  現在の建築の様式や技術が，

人間性を基盤とすべきだという説は

木質的には肯定し得るが， 乙の人間

性の把握のしかたに問題があると思

う。 もし人間的という言葉を抽象的

にか，また象徴的lζ 何等かの] 彰で造

型化すべきだと考える人がいたら，

非常な間迷いを冒す乙ととなる。と

くに人閥的とか， ヒューマニズムと
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かいう言葉1 ( . 魅力を感ずる人迷の多

い臼木では，建築における人間性の

問題は充分明確にしておく必要があ

ると思う。

もしも乙の言葉が人間の生活的な

希望や感情のある部分の表現iζ すり

かえら れたとすると，乙れはむしろ

建築の発展にとっては， 7 イナスと

なるのではないか。社会的発展の過

程から建築における人間性の問題

が，どのように考えらるべきか，ぜ

ひ，もう少し討論していただきたか

った。そして乙の乙とによっていま

なお建築家のテ ー7 ーとならない日

木の大部分の大衆の建築( 住宅) も

どのように考えるべきか解明された

であろう。

3.  建築の発展が現象的 lζ は建築

家という個人を通しでもたらされた

という乙と1 ( . ，私は異論を持たない

が，乙れはあくまで現象的にという

乙とである。したがっ て建築家と社

会の関係，明治以来日本の建築家が

経てきた歴史的発展過程をもっと充

分知りたかったと思う。

4.  最後に現在の建築家の目標が

「デラックス」か， i ア ッ と い わ

す」乙とにあるという発言は正鵠で

あり ，また面白いと思う。そしてま

た手木が米国にあるということも肯

定し得る乙とである。

しかし現在の日本の建築がそのよ

うな情況の中で創造されているとし

青 山 正 義

ても，その造型的正しさにおいて，

またそのはなぱなしさにおいて私達

は驚歎する。日本の建築もようやく

世界的になったのではないか，と考

える。

乙れは逆 1(. ，戦争という断屈を余

儀なくされ，過去の模倣が一応反省

の機会を得， J血肉化したためではな

いだろうか。そして終戦になって，

日本にもたらされた民主主義が過去

からの自由な解放によって 1111 りなり

にも，独創的 lζ 始動しだしたためで

はないのか。

乙れらの疑聞について，もう少し

日本の社会組織との関連において，

解答を与えて貰いたかった。新しい

建築家のイメ ージも乙の解答の出し

方によっ て一つの重要な志向を暗示

し得たのでは ないかと残念に思う。

以上思いつくまま IC，乙の座談会

{ζ 対する勝手な注文を出したが，乙

の座談会は私にとって近頃K めずら

しく ，大き な興味と，そして考えさ

せるものを与えてくれた。できれ

ば，今後も一つの限定したテー 7 を

会員より募集して，乙のよ うな良心

的グループにより発展的な，読みが

いのある討論会を企iilli していただく

乙とを希望する。 (34. 4. 21)

( t ! l 者京都側述取務所)

- J . ' <ill な御意見ありがとうとざいました。で

きるだけt1t%((Cそえるよう努めたいと思い

ます。一一編l { . ! -



新 刊 建 設 生 産 の 歩 み 〔上〕

建 築 文 庫 ・ 103

建築経済セ ミナー 編 一 般 事 項 ・行政 ・工事

Ｎ 作品を Ａ 時 代 を追っ て 一望の誌に収めた好子ｾ

B 6 変形 230真 上製 定価￥ 350 〒40

医

院 聞 社 編 医 院の新築改装にす ぐに役，'r つ具

体的な写n図集と して利用価値の高いもの。

建 築 写 真 文 庫 ・ 67 B  6  ｾｊＸＰ 頁総 アート上 製定 価￥ ＳＰＰ 〒 ＳＰ

重 版 建 築 施 工 (1)

建 築 学 大 系 ・ 24

建築学大系編集委員会編施工計図と施工方

法各論 ｬ ζ 分か れ 、 大林組の永Ｚ［Ｑ Ｑ 久泌氏 の 執 ｾ ｦ｜Ｚ

A 5 判518頁特製函入 定価￥ 1，300 〒130

百 貨 庖 ・ 商 庖 ・ ホ テ ル ・レ ス ト ラ ン 空22272需品デ語永叡九55野

建 築 学 大 系 ・ 31 A  5 判482頁特製函入 定価￥ 1，210 〒130

中普f寺主主宰次著 同一縮尺で， メート ノレ寸ー法

を記入したすぐに活用できるデータ ・ブック

A 40平日tl 98頁 上製図入 定価￥ 900 〒90

特 種

圭営 企図 告書 Ｂ � ｾ［ 寺ぞＧｾｾｾｔＭ次警木知ｦｃＮは ， モ ｩ ａ 棚 ・ 戸 棚 ・ 厨

ロ・十 '‘凶 存 同 日 ・浴室 ・便所な どを収めた実務家必携のを1

現 代 建 築 の 詳 細 ・1[[ A  40 *，J  98頁 上製雨入 定価￥ 900 〒90

彩国社編 わが国伝統建築の うち民間lζ 普及

した茶室建築を，:Ej :rnCよっ て約介 した もの

B 6 判88頁総アー ト上製 定 価￥ 3∞ 〒30

彰国社編 新しいデザインの洋風喫茶応を収

録紹介 した，すぐに役立つ具体的な写只図m

B 6 判88頁総アート上製 定価￥ 300 〒30

中

欧 篇 小1也新二 ・浜口隆一 ・阿部会正 嫡 オラン

グ ・西独 ・スイスなどの代表的な住宅1'[ニ品集

世 界 の 現 代 住 宅 ・ 2  A  4 t'li判94頁総アート定価9 1 ' 1，000 〒100

監修 : 建設省住宅局建築指導課編集 : 日;木

建築士会連合会 1級建築士問題の集大成版

A 5 判 364頁 上製 定価￥ 350 〒4β

宅 太田博太郎著 女子専門学校の教材として，

具体的に要領よくまとめら れたすぐれた手引

B 6 判 1400頁 上製 定価￥ 2∞ 〒20

大沢野、之助手f 中小病院，診療所の設計図説

を主限として， すぐに活用できるように編集

B 5 判 78頁 上製 定価￥ 2S0 〒30
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般 詳 細 篇 ( 1)

現 代 建 築 の 詳細・ I

茶 室 (2)

建 築 写 真 交 庫 ・ 34

洋喫 茶 庖 (3)

建 築 写 真 文 庫 ・ 58

風

1級建築士試験問題全集

日 本 の 住

医 院 病 院 建 築 図 集
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越智降 ｮｾｩ

恩 問 一 日IJ

大 津 敏 晴

海 上 静 一

小 林 得 志

駒 敬三

竹 内 博 文

恒 岡 俊 行

七尾 健 三

西島 勇

福 田 勇 雄
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前回 普介

森 忠一 ( 村野滋主主築事務所)

森 川 喜 代 之 助 ( 森川総築事務所)

山田 忠顕 ( 大阪市計阿波)

山下 嶋雄 ( 大成建設)

宵村 卯

@ 住宅K 関する研究ならびに ζ れが改持につい

ての一般密政

近 藤 春 海

片山 金市

青ij 回 勇

波 辺 禎 己

光 安 義 光
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( 大阪府主E政!!'，I!)

( 海上事務所)
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住 宅 委 員 会
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( 大阪市旭築: W)

{ 大林組)

{ 大阪府指導恕)

( 前閃組)

( 阪大)

( 公開)

( 銭高組)

( 竹中工務応)

( 京工芸繊維大)

( 清水建設)

Ｈ東畑ｾ築耶務所Ｉ

( 宮家建築設計事務所)

Ｈ大阪ｾ築事務所Ｉ

( 日建設計工務)

( 近畿地恕)

( 大阪市学校磁波)

( 兵庫県庁蛍錨銀)
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諌 早 信 夫
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竹 中 銚 一
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佐々 木米太郎( 京都市住宅防総)
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島 問 勝 次

伊 藤 克 三

喜多村義雄
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高 橋 誠 義

笹 川 季 男
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室井 盤
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山 田 勝 成

森 竪
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( 大阪市大)
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( 大林組)

( 大林組}

( 大成政投)

( 京都大)

( 神戸大)

事 業 委 員 会

@ 見学 ・2持d! i ' 映画 ・展示 ・懇親会などの'11::1<

の企画および実施

井上 混

岩崎甚太郎

岩 本 尚 三

岡本 弘

尼1[ 1清四郎

加 藤 毅 夫

木村 1等己

駒 日 出 男

坂 内 幾 男

佐 久 間 宏

清 水 民 雄

鈴 木 洋 也
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中 村 信 夫

平岡作太郎

松村 政三

政 間 基 次

村 上 秀 夫

森 田 孝 雄

八十島健二

矢 野 豊 作

山瀬 腕平

山本 茂

山 木 義 樹

若 林 不 測

( 大阪建築事f 6 所)

( 大林組)

( 大阪市立大学)
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( 大成建設大阪支応)

( 治水建設大阪支広)
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( 大日本土木大阪支応)

( 銭高組)

( 閥均ru波大阪支応)

( 大阪市建築局)

( 浅沼組)

(三晃商会)

( 近畿恒通局)

( 大阪郵政局)

( 全上)

( 竹中工務応設計部)

( 大阪大学工学部)

( 兵山県庁)

法 規 委 員 会

@建築K 閲する法規の研究ならびに物及

石 川 俊 一 ( 大阪府指導恕! )

上 田 光 雄

(町1不同)
編 集 委 員 会

@ 会総 m築と主I会J の企画編集

塚木 猛次 ( 日建設計工務)

深尾 実郎 ( 府住宅磁設)

( 企上)

Ｈ奈良 Ｑｾ ・千六日 Ｎ 同Ｉ

所

本充

智 工 務

取締役社長 福 留 並 喜
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住 田 昌 二 ( 京大工学部} 馬場 普雌 ( 大阪大)

鈴 木 成 文 { 市大工学部) 増 本 研 太 郎 ( 科: 戸市m史民)

下河内信子 ( 市大家政学部) 宮 川 逮 郎 ( 日建設計工! i i )

地 川 !s'造 ( 大阪装飾K K) 椋 代 仁 朗 ( 神戸大)

山 日 邦 男 ( 京工芸繊維大)

出 版 委 員 会

｀ 建築 ｉｾ 関する出版物 の 刊行

伊 藤 幸 一 ( 消水i J ! 投)

大 井 弘 治 郎 ( 日建設計工務)

北 山 二 十 三 ( 竹中工務盾)
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.  
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竹内 孝 ( 近自民日本鉄道)

谷 口 尚 武 ( 大林組)

凶bd; w  Ｈ､ｪ ｾ 策課Ｉ

災 害 委 員 会
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:t: i山首 1設Mt ( 京都大)
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貝 戸 俊 一 ( 市建築防)

小 泉 昇ー ( 竹中工諸庖)

j也 田 正 勝 ( 市建築局)

附 浪 貞 彦 ( 消水建設大阪支脂)

-、

竹 内 博 文; ( 市i J ! 築局)

寺 沢 一 夫 ( 大林組)

ｉｾ｝μ＠ 政 治 ( 大阪鉄道管理局)

中 村 綱 ( J n富保険料ヰi 算定会)

長 田 正雄 ( 大阪主E築事泊所)

教 育 委 員 会

@建築教育についての調査研究ならびに譜! ! l f な

どの企画実路

相 沢 喜久太郎( 大阪建設業協会)

岩下 久 哉 ( 卵白建設大阪支応)

宇 治村 桜 ( 府建築部)

奥 fu¥ 正 一 ( 大阪大)

ｾ 山清 治 ｦＡＱＱ ( 都ぬ工高)

IU沢 I Is- ( 今宮工商)

ｾ Ｇ￭Ｇ岡 γＱｾ＠
(1m:!! 政. l *)

ｾ� 肱 ｬ 1え ( 近織地万五tt ，没同)

西 村 忠 二 ( 鎚{ 中建設)

彦 谷 邦一 ( 彦谷建築I ] J ll 皆目Ji)

総 本 j芯 次 ( 藤本組)

本 I出 金 吉 ( 大阪郵政局)

九百田 幸 次 郎 ( 市建築局)

山 本 末 男 (大末組)

吉国 男 (m水短波大阪支庖)

建 材 審 査 委 員 会

。一 般砲築資材とく ｉ ｾ 新材料の審査をして良否

をl ' J l 定し斯界の向上発達を図る乙とに努める

伊 藤 幸 一 ( 治水建設)

置塩 章 ( 訟血事f 6 所)

奥 品 正 一 ( 大阪大)

岡 本 弘 ( 浅沼組)

香 取 礼 三 ( 束畑ij J f 6所)

北 山二 十 三 ( 竹中工路広)

小 泉 勝 也 ( 大成産設)

榔 弘 美 ( 目建設計工童話)

後 川 春 雄 ( 大阪m匹!.l1i ' 高所)

谷 口 尚 武 ( 大林組)

ゲJi付 Jl兄夫 (附8 締胤)

竹内 考: { 近畿日本鉄道)

j也 引 友 次 ( 文部省エボ々必所)

布 施 忠 司 ( 大阪市大)

福 知 秀 夫 ( 市交通局)

政 間 基 次 ( 松村組)

森 ，Eレ1"1-、 - ( 村野草草取泊所)

元 木 貞 次 ( 央羽紡草l )

矢野 坐作( 厳木工務脂)

若 木 型 太 郎 ( 倉敷紡鎖)

建 築 技 術 者 の 照 合

建築技術者の採用，就職とも，職安ではほとんど駄

目で，先輩や知人に依頼しますが，乙 れはその範囲が

狭いので急な聞には合いま せん。それで私は社会奉仕

として乙れら双方の照会を，就職希望者は無料，採用

者側からは郵券 ・紙代 ・印刷費などの実質を頂戴して

照会する乙とにしましたからど利用下さい。

就職希望者は股歴書と希望条件を郵送下されば，1 I J l

歴沓ーから氏名を切抜いたものを10枚ほどタイプ印刷し

ておき採用者側へ郵送しますので，採用決定ま で氏名

は発表せず極秘にI附及いますから ，転職希望者でも利

用できます。採用者側は希望条件と待遇条件( 例えば

永久 ・臨時，或はー現場だけなど) をど通知下されば

よい次第です。なお夜間，白宅で アルバイト と研究を

兼ねた構造設計の仕事があります。希望者はど通知下

明

酔

計

算

-
z
z一六

号

開

祖

造

販

売

器風遁

司

式

日

日

光

司

笹
川
一

ｅ 諸問 ｮｩｬｾｾＢ

h

タ

ロ

グ

遜

白

星

さい。

大 阪市 西 区 江 戸 堀上 通1の5

田辺工業株式会社

電話土佐堀@7 4 3 7 - 9

泉 大 津 市助 松708 建 築士 長 田 TEL 1105 

大阪連絡 所 TEL I@ 9  1  9 長 田
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理事予算打合会

2日 6 時一- 8 1時半於会館会議室

出 席 者 塚本，奥島，岩崎，高橋各理事

昭和34年度の収支予算に関して協議

教育委員会

4 日 3 時一- 5 11寺於会館会議室

出席者 奥島委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 本年度事業に関する報告

( 2 ) 次年度委員の推せん lζ 閲して

定時評議員会

24日 11時一一 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 評 議 員出席22名，委任状38名，計60名

尾崎会長，東畑副会長， " 束早理事

事 ( 1  ) 評議員会議長，副議室長互選の件

( 2 ) 日本建築協会細則一部変更の件

( 3 ) 昭和34年度収支予算審議の件

( 4 ) 副会長 1 :名，理事 16名選任の件

( 5 ) 役員室任承認の件

( 6 )  'iも務理事重任承認の件

議

事業委員会

9 日 61時一一 7 11.主於会館集会室

出席者 岩崎，尾i H. 正副委員長外 ? 委員

議 事 ( 1  )  4 月 5 月の事業企画について

( 2 ) 次年度委員会えの申送り事項について

( 3 ) 次年度委員の推せんについて

評議員 (技術部門) 懇談会

19日 121時一- 2 時 於 会 館 会 議 室

出席者 池本前副議長外 9 名

次年度評議員会副議長および技術部門選出理事の候

補者推せんに関して懇談

災害委員会

11 日 5 1時半一一 7 11寺於会館会議室

出 席 者 馬 場委員長外 10名

議 事 ( 1  ) 次年度委員会えの申し送り事項について

( 2 ) 次年度委員の推せんについて

4・

編集委員会

14日 4 時一- 6 11寺半 於 会 館 会 議 室

出席者 塚 本 委 員 長 外 7 委員

議 事 ( 1)  4 月「様式 ・デザイン」特集号経過報告

( 2 )  5 月「学校建築」特集号経過報告

( 3 )  6 月「都市計画」特集号経過報告

( 4 )  7 月「青年建築家」特集号企画

( 5 ) 次年度委員の推せんについて

理 事 会

11 日 3 時一 - 5 1時半於会館会議室

出席者 尾 崎 会 長，東畑副会長外 10理事

議 事 ( 1  ) 定時評議員会開催の件

( 2 ) 日本建築協会細則一部変更の件

( 3 )  I昭和34年度収支予算案審議の件

( 4 ) 受表彰候補者推せん委員会設定の件

付 ) 会館借入金一部返還に関する件

( 6 ) 次年度理事会え申送り 事項の件

( 7 ) その他

( イ) 一級建築士試験委員推せんの件

( ロ) 会館張り出し看板の件

( 8 ) 入退会者承認の件

(  9  ) 報告事項

F置 下 広

東 芝 訴

事事れで

伺 ｾｾｊ 宅
選 集 定

リl - さと

宅金君
主主ロヒ、

軍事? ，; t t

ー 園 田 咽 " ・ 田 圃

ホ手t ｾｐＦ 市東淀川区三田町一一一芭票所・衆京
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Ｈ Ｖ Ｉ 明治 ，大正 ＱＱ 併にのｾ物の資料撃 ｾｩｩｬｬ ζ つい

て

( 7 )  r建築と社会」の寄贈交換について

法規委員会

27日 3 時一一 5 時 於 会 館 会 議室

出席者恒問委員長外 4 委員

議 事 ( 1  ) 建築基準法の改正について経過並びに主

なる改正点についての報告

( 2 ) 次長f . 度委員の抗tせんについて

説 明 会

最近の基礎工法と新 しい建材説明会

25日 1 1時半一一 5 1時於大阪総設会館

参 会 者 約80名

1.  経済的ペデスタ J レ基礎工法について

1I f : l 和基礎工業K. K .取締役大阪支l占長

中 間 義 人 氏

1. ダイケン ・インシュレーション ・ボード

ダイケン ・S2S ハード ・ボードについて

大越ウオ ールボード工業K .K. 岡山工場

清 原 郁 夫 氏

1. コンポーザ工法K よる土質安定について

( オート ・トー キ ・スライド ・天然色を映写)

不動建設株式会社常務取締役

満江 呉氏

午 餐 会

創立記念 日午餐会

30日 11時半一一 2 時 於 大 阪 建 設 会 館

参会者 45名

恒例により名誉会員を招待して開催。下記の映画を

観: D: し，会食後に講演を聴く 。

.‘  .  

映画「新H寺代の建築」アメリカ文化センター提供

ｾｉｙｴ 淡昭和 Ｓ Ｔ 年度の事業と予 算について

大阪府建築部長宮脇 ｉｾＧｉ 美氏

日本住宅公団大阪支所次長諌早信夫氏

住宅金融公庫大阪支所次長 竹内佐平治氏

工場見学会

東洋リ ノリ ユーム伊丹工場見学会

20日 1 11与一- 5 1時 参加者 70名

見 学 会

大阪三井ピル見学会

6 日 l  時半ー一一 4 時 参加者 230名

ru築学会支部，大阪府建築士会と共催

大阪東映会館見学会

18日 1 時半一一ー 4 11寺 参加者 280名

ｾ築学会支部 ， 大阪府建築士会と共催

日本生命保隙相互会社南館見学会

28日 1 時半一一 3 時 参加者 65名

「福正宗」伏見工場 (伏見の酒蔵) 見学会

28日 1 時一- 5 1時 参加者 55名

後援 した会

1. 名 称 新 建 材j説示会

1.  主 催 株 式 会 社 関 西 原 木 市 場

大阪木材センタ ー協同組合

1. 場 所 大 阪 木 材 セ ン タ ー

1 .  期 間 3 月16 日一一 4 月15 日

1. 展 示 品 新 建 材 の 内 「壁面と床」用材料

ド

同

，

弐

九

伽

r

唱

勾

口

駅

E

7

b

-

鴨

居

紅

S

，的製

宇都スレート工業株式会社

本 社 ・宇 都 大阪営業所 ・大阪市畑区大宮町一丁目103

出袈所 ・名古屋 ・新居浜 ・岡山・広島 ・下松 ・小倉 ・福岡
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社 団 法 人 日 本 建 材 協 会 3 月 分 会 報

( 関西建材協会改)

会館建設懇畿会 4日 天心桜

青木副会長外各理事出席

分 科 委 員 金 光，村石，笠原，田村，鈴木，室谷，後

川l各氏，大項協議

展示委員会 10日

新規入れ替へ，中の間展示ケー ス価格表示委員増など

協議

建築様習と説明会 14日 111時- 5 時 於 岡山産業会館

岡山士会と共催， 足 立 博 士 「 デ ザ イ ン と 建 材J ， 

講演中の

徳永降土

徳永博士「今年の経済見通し」 講演。

建材部，三和，私17.1<， 田島応用，能率風呂，松下，

参加者約 120名。

福岡展示場委員会 6 日 正午- 3 1時 於九電地下サロン

山本委員長外，各委員出席， 出品会政改正， PR 事業

企画等協議。本部より大和外，職員列席。

映写と講演会 19日 2 1時- 51時 於 会 館 4 階

大阪建築高橋専務アルゼンチン外，元木氏メキ シコ，

マニラについて風景と工事状況 16 mm並説明会約30名

理 事 会 23日 3 時- 5 .30時 於 会 館 4 階

青木副会長外 19名出， 34年収支予算，会名改正，定款

改正，総会，建築協会理事推 ￭ＩＮｾ， 入退会，時報問題協議

評 議 員 会 26 日 3 1時- 4 1待 於 会 館 4 階

横 田議長以下出， 34年度予算審議決定

会館分科委員会 26日 4 1時- 7 1時 於 会 館 3 階

青木 ， 大和外出席 。土地 ，建坪 ， 経 ｾｬｴ ，所要部室等協議

日 誌

3回 全会員lζ 東京展示場進出反対声名省ー第一信発す。

九

下

会

岡

地

員

筒

ル

委

日

ピ

て

く

7

低

K

関

新 入 員 紹

5日 大和常務理事，養丈履，福岡展示場委員会出席西

下， 6 日委員会列 し 7 日広島にて青盛氏外地元有志

と広島展示場開設協議 8 日朝帰会。

10日 東京展示場大阪分室 反対意見の ｾｪｊ第 Ｒ 回ハガキを

以って全員 lζ 通知発す。

10日- 15日 岡山天満屋にて第 7 回建築展開催本会後援

本会々員30余社50余小間出品した。

23日 本日よ り約 3 カ月を以ってアルバイトとして中本

善太郎君を臨時雇とす。積水化学工業 KK 野田忠1111氏

渡米歓送，室谷理事長，金光，村石迎E ] : J : ，大和常務理

事会食。彼地展示場視察報告を托す。

27自 室谷理事長，金光理事，大和常務理事，三名午後

長期総安田レーノレKK訪問，土地検分す。

30日 松江市飯塚鴻池所長来訪，同地展示場問題につき

懇談。

会 員 動 静

@ 電話t曽設

KK小林氏U! t繭j占 ⑫8348 

耐酸化学KK ｾ ＴＹＵ Ｗ Ｍ Ｘ＠

@ 本会登録社名変更

ク リンタイルKKは佐渡島金属KKfll 材部に変: w:

@ 事務所移転

KK日本セメン ト防水芥IJ 製造所大阪述絡所は- * 区船越町

2- 31  ( 船越ビソレ) 電話@) 7056

旭化工KK大阪営業所は西区制中. i i l l l - l 09;豆諸⑪ 1419

有国タイ ｊ レ ｋｋ 大阪事務所は西 区 ｊ 凶ＡｬｬｬＮ御池辺 Ｑ Ｍ Ｘ 大Ｎｴ ｾ ｾ

ビノレ電話@ 5885- 9

竹林主主装工業KKは北区楽屋 IIl J 76'，五話ぬ6431 - 3

@ 電話変更

KK淀川製鋼所は③代035 1- 5，61 91 - 7， 637 1 - 3に変

更

ｋｋ 新興ｾ材工業所は ｾ ＵＷＵＶ Ｍ Ｙ に変 Ｙｩ

塩見電気 ｋｋ は ｾ ＷＵＵ ＱＭＶ Ｑ 己変更

。本会理事 大島応用化学工業KK専務取締役田中政ニ氏

はこ のほ ど取締役社長に就任さ れ ました。

. 6.  

: r < 名 変 更

4 )j ＱＳ 日の通常総会において社団法人ｼ 沼山ｾ材

協会を社団法人日本建材協会 κ 変突いたしまし

Tこ。

4 企・.

3 コE
介

社 名 ・ 代 表 者 | 取 扱 品 | 住 所 | 電 話

ニ井金属工準KK 大阪支庖 | パーライ ト・研削砥| 大阪市北区中之島3の5 I  ぬ 373 1  

取締役支庖長 小野書記 |石 ・ダイカス ト合金 I .  .__ "  - - ， . _. _ (三井 ビノレ) I  ｾ＠ 3751  

大 阪 展 示 場 大阪市東区北浜 3 丁 目 近 畿 建 築 会 館 1 階 と 地 階 展 示 小 間 100余あり 。

福 岡 展 示 場 福岡市万行寺前町 14 ( 博多駅より 5 分 松 下 ピ J レ級入る櫛聞神社i E 門通〉屯① 1225- 6 lI ¥r'ii!，62ネ|

休祭日除き 9- 5時 どなた でも御自由に御立寄り御覧下さい，御用は1 ?J'・駐係長へ御命じ下さ t 、。

広 島 展 示 場 広島市鉄砲町…・・今夏開設目 標で進捗中。
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.  

カタ ログ贈呈

⑧ 

の 利 点 を 持 つ 竹 製 カ ー テ ン /

株 式 会 託 ラ イ . 卜 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 3 T E L  @ 代 1751- 4

東 京 ・ 横 浜 ・ 和 歌 山 ・ 広 島

E .  • 

E 日
申 ス角イヲイt、

ベンチレーター

続 式

会 i l

スチールサッシュ

ヌチーj レシャν ター

オぺレーター

スチールドアー

田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出張所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 ⑬ o 5  4  5  

本 社 東京都墨田区吾嬬町東4ノ122 電 話 城 東 ⑧0870 ・ω 70

錦 糸 工 場 東 京 都 盛 岡 区 劃1糸 町1/ 25 電話本所@ O790 ・5133

小 倉 工 4島 小 倉 市 赤 坂 上 の 宿 3 7 電 路 小 倉 0653 ・2833

川 崎 UJ ＱＡＡ 所神第川県 川 崎市東渡悶 Ｓ ノ Ｔ Ｓ 電話川崎② ｾ Ｕ ＴＰ

札 幌 出 張 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 斑 7 / 4  1 l l 話札幌③0515

民 間 出 悦 所 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏 1下9 1 l l 話盛岡2554

名古昼代漉応名古屋市西区西菊井町2ノ12悶 悶 趨 材 庖 電 話 西@ 0121

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 Ｈ ＳＴ Ｉ ＲＰＷｾＸ ・ ＴＸＳＶＭＷ

設計施工



一一特 名 又 は指 名 の場 合 は本欄をど手1) 用 の 程 お 闘 い 致 します一一ー

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

ゐ
一
品株 式

.f::::= 

ヌL浅 海 電

電 気 工 事 設 計 施 工

電 気 冷 蔵 庫 ・ 電 気 涜 濯 機

修 理 販 売

雄正海浅取締役社長

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

電 話 ・大 阪 @2 8 9 1- 5 番

場大阪市西淀川区御幣島東一丁目ニ0

電 話 淀 川 ) @ 3 4 7 7 ・3 4  7  8  

東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡山 ・広 島

. 6.  

コヨE
株 式気藤 電工

大 阪 市 京 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 @5 2 7 3ー 5 ・5 4 5 1- 2

営 業 所 東 京 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

工

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

鵬

本 社 大阪市北区梅ケ校III J 二千主主幹地

電話大阪ｾ 8131代表 - 4 @7263  

営 業 所 東 京 ・新 宮 ・御 坊

気 工

計 ・ 施

陽 電 気 株 式 会

取締役社長 山 本 博 三

大阪市北区中之島三丁目三朝日 ピル 7 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大代表)

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ四丁目十一番地

電 話 大 阪 局 @5  2  0  1 番( 代表) - 3

京 都 市 中 京 区 壬 生 桧 町 2 0  

電話ｾ 3  4  8  1  

営業所

社

事

エ

電

設

朝

村

. 6.  

寸
取締役社長

社

営業所

本

出張所

電 気 工 事 設 計 施 工

ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 龍 太 郎

社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 務 地

電 話 大 阪 @代 3 0 5 6

東 京 都 中 央 区 銀 泌 東 8 丁目 4 番地

全国燃料会館 ＶＰ Ｗ 号室包括東京 ｾ ＷＴ ＶＴ

名 古 屋 ・四 日 市 ・福 山 ・福 田i

マヤ株式会社

本

東京営業所

電 気 工 事 設 計 施 工

三 菱 電 機 ・冷 凍 機工 事 特 約 庖

株 式 会 社 野 上 工 業

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁目四七 fS話北浜@770- 3

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 Hl 話 * ③ 5010

支l苫 松 阪 市 本 町 官 話 2 4 8 0 - 2

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・田川・大分・四日 市

所

f!J r  張出

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工
電 気 工 事 設 計 施 工

大

タ ケ ν

大 阪 市 北 区絹笠町50帯地ぽピル703号室〕

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・5018

東京都中央区 日本橋箱崎町三丁目二平時地

電話兜町⑧ Ｑ ＴＷＸ ・ Ｑ ＴＷ Ｙ ・ Ｑ ＴＷＰ ｾ 番

大 阪 線 ・名 古 屋 ・下 関

取 締 役 社 長 嘉 納 イ守 三

れ 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 T b1 5 1  

電話@5148 ・6460 ・6646

大 阪 市北 区絹笠IUJ 50 ( 堂ヒソレ 3 階)

電 話 ⑧ 3 8 6 2 ・1 1 4 1

東京都千代出区飯田 IIIJ 2 一15 ( 飯田橋

ピノレ 4 階) 電話③8520 ・8527- 9

名 古 屋 ・ 光

社興

井坪

株式会社

取締役社長

社

. 6.  

ココE式株機電宝

社

庖

本

支

室

本

分

尼;支

出張所
出張所

電 気 設 備 工事 ・ 設 計 ・ 施 エ電 気 工 事 設 計 施 工

社

4 企』

ｾ＠株 式

.f::::= 

ヌL中 本 電

社

. 6.  

::z:s> 式株

e =  

ヌL電東j工

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町三1目 一石

電 話 大 阪 @ 5  1  4  3・5 3  7  3  

大阪市城東区野江西之町三丁目 一一三

屯 活 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

正本中取締役社長

ネ土本

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 7 2

電 話 大 阪 ⑬ 代 表 4035 ⑪ 3515 

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

包 話 淀 橋 @ 6  2 0 3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

宇土

本

支

機器S工 場

資材 倉庫

出遅所

2  



一一特 名 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ 島 3 丁目 3 番地( 朝日ビル 7 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

本社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

給 排 水 ・ 衛 生

暖 冷 房 ・ 換 気 設 計施 工

25 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑥4945- 6

神戸市生回区下山手通六ノ ー ・電話事1
1戸①5892

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許 Y M式ノレーフドレイン製造販，光

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順慶町通一丁目四四番地

電話大阪@代表4496- 8 ・4993- 41昏

本 底 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8番

議沢営業所金沢市高岡町三五電話金沢本局安2074

井出張所福井市城之橋下町一O 電 話 福 井2436

高松出張所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高松5195

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

鋼 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

-、
切，

三 機 工 業 大 阪 支 庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・電話代表26局 2951

3076 

本社東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支庖・出張所名古屋 ・福岡 ・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・観 見 ・中 津 ・六 郷

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

株 式 会 社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

電 話 福 島 ⑬ 3 4 1 5  ( 代)

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目 一番地

電 話 三 田 @ 5 2 8 1 (代)

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工時五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6 ( 代表)

本 社 東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

支 庖 東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

工 場 東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

電気・曙冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商 会

会社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 広 大阪市西区江戸姻南通ム丁目 三七番地

電 話 大 阪 @ 代 表 {;i i i 葉

支 広 東 京 ・名 古 屋

出 彊 所 京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

和

生

乍

白

区

制

号

刷出

)

飢

代

市

村

川

6

U

M

お

育

4

千

1

調

樹

j

7

・

7

目

R
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-

1

6
臼

ル

ト

駅

③

@

M

U

水

自

問

階

幻

ピ

6

幌

斗

局

空

止

千

四

f

6

b

同

l
r日

L

ヤ

相

H

n

レ

6
』

¥

1
叫

A

Q

d

目
立

:

1

給

=

一

υ

f
即

ト

駒

山

一

帯

話

樹

惜

し

し山

間

関

西

側

就

電

F

時

崎

町

的

端

畑

町

漉

冷

院

植

開

』

コ

川

和

市

土

.

，平

屋

ル

暖

病

岡

田

凋

4

5

話

阪

話

幌

話

古

ピ

=

1

東

電

大

電

札

電

名

田

業

年

・

1

広

ニ

京

正

式

社

創

丈

株

会

東

大 阪 庖

キL 幌 庖

名 古 屋 宿

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

E宣 言 十 施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社

大阪市西区土佐堀通 1丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1  7  1 番

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 芝 田村町 6 丁目 賃話@ 代表 7121

名古屋支庖名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代表 7856

京都支庖京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤1989・2255

神戸支庖神戸市生田区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 支 庖 福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表 4735

空気調和装置・設計施工

式

社

株

会
建 材 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区中 ノ島二丁目( 新朝日 ピノレ 5 階)

電話北浜@6041 (代〉

本社及東京支庖 東京都中央区八重洲三丁 目七

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁目 ー

3  
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暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施

商 会

@ 代表7031

@9278 

③1820 

1596 

②1938 

④1158 

工

三 晃

大阪市北区堂島北町一四

東京都港区芝琴平町四O

名古屋市中区新栄町二丁目ー

福井市宝永上町一O五

広島市石見屋町五五

福岡市養巴町二二

株式会社

本 社

出張所

社回

社

営業所

出張所

山

本

生

置

房 ・ 冷 房 水 道 ・ 衛

湿 度 調 護 装

設 計 施 工

媛

ご目

社株式会社 朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 ー39 電@6671- 5

東 京 支 広 東 京 都 港 区 芝 浜 松 町 2ー 7 ln⑬ 7 3 4 1 - 5  

北海道1 l 11fl 所 札 幌 市 北 四 条 西15丁 目 m②2203・(3) 5374・5969

仙 台 Wll; 所 仙台市元寺小路( 五城ピノレ) "uC2' 8061 ・③9261

名古照仙波所名古屋市中区夜間関r6  - 5  ¥l1@ 1270 ・1484

広 ｉ［ｾ 111 ')1; i Y i 広 島 市 ，t， IHr  3  . u@ 7  9  4  9  

符 附 III 'J/l 所 婦 問 市 議 研 町 3 ｾ ￼ ＼￭Ｚｘ＾ ＷＸＸ ・ ＨＵＩＰ ＲＹＶ

A

9

2

 

株式会社

庖

本

支

出張所

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

社

.d恥

コヨE

⑨日! と52王寺lt 雪

京 都 市 中 京 区 両 替 町 通 3 姉小路上ノレ

電話②2290・5532・6945

大阪市北区天満橋筋1- 37( 天満橋北詰)

電 話 @8829 

四日市市浜田西末広町電話7503 ・3665

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 電 話 3 6 1 0  

社本

大阪営割陣所

温 温 度 調 整 装 置 、 媛 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪市 北 区富田ｉ￟ ｊ ＳＰ 電話大阪ｾ ｻ 鋭部 認 ＷＰ
本 社 東京都千代田区丸ノ内 2 - 10 

電 話 ⑧ 2 6  3  1- 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市東区東門前町3- 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

仙 台 支 庖

四日市営S健所

津 営 難 所

名古屋出張所

.  
、

爆 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

犬 阪 市 北 区 高 垣 町 二 三 電 話 大 阪@ 2085 ・5725

東京都千代田区神田司町 2 の10船木 ピノレ二階

電 話 ⑧ 5 0  3  8  

愛媛県川之江市川之江町古町

電 話 川 之 江 6 0 3

工

暖 ・冷 房 ・主 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 工

各種送緋風機・エロヒ ンヒータ ー・キ ャビネ ットヒー ター

冷 却 塔 ・各 種 ν ヂ ス タ ー・ ア ネ モ ス タ ッ ト 類 製 作

社

本 社

東 京

営業所

四 国

出張所

社

電 筋@1264 - 6

電話@1144 .- 5

包括①4594・5118

電鰐( 寝屋川 )0404

. 6.  

ココE式

本 社 並 工 場 大阪市旭区赤川町三丁 目二八

梅 田 営 業 所 大 阪 市 北 区 神 明 町 五 O

名古屋出強所 名古屋市東区駿河町一丁目三

寝 屋 川 工 場 寝 屋 川 市 大 字 太 間 一 九E

株エ鉄本藤

近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

防 水 美 装 塗 料 … … アーマーコート

特 殊 防 水 パ テ … ・・ ・タイガ ー印 コーキング ・

ノ、イド ロν ーノレ

床面美装佐上材料… … フアノレベ トシ

美 装 吸 音 材 料… … ラテ ックス，ボード

本 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 T E L 大阪⑨3∞3番

九州出強所 久留米市原古賀町北134の1 T E L 久留米7065番

北陸出彊所 石 川県松任町字布市田IJ 50 T E L 松 任 672番

アーマーコート 西日本代理庖

曜 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

工 業 株 式 会

取締役社長 山 田 文 次

大 阪 市 西 区 京 町 郷 土 通 1 丁 目 7

電 @ 代 2 6  1  3 ・ 2 0 6 1  

神 戸 市 生 回 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 ④ 1 7  7  8 ・4 3  8  6  

名古屋市中区梅ケ校 町 2 の 3 電 ③1765

東京都北区上十条 l の10 電@ 2346

広 島市西魚屋町31 霞②1375

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取締役社長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北二丁目 ー務地

電 話 福 品 @ 3 3 9 1 - 5 悉

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 務 地

電 話 @ 2 1 7 7 - 8 番

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 八 丁 目 三 三

電 話 元 町 < D 3  0  3  5 番

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 庖

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北 区曽松崎新地三丁目五十三 ノー

Ｈ市電桜橋停留所前Ｉ電 話大阪 ｾ Ｑ ＲＷ ＴＭＶ
支 庖 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

4  



i  鈴木式防火ｾ -v ｾ竺二ｼ

会 社 大 阪 出 張 所

タ ア 商 会

-
0
・
u

パ

タ ア 工

鈴 木

ヤ木

株 式 会 社

ν  鈴

電 話 @0098 ， 5837 ・8729
大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

骨軽 量 鉄

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

CONT R ACT OR  
PAI NT I NG 

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 25

電 話 @ 6  0  9 ・6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 脊 木 古 堂町53

電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3010

電 話 尾 道 2868 向 島 西 1 9

社本

負

塗 装 庖

f青事工装

林

塗

式

社

株

会

場工

リ グ ノ イ ド 床 ・ 床 材 料

TEL. 大 阪 @1756- 7・東 京 @1335 

製造 ・販売 ・施 工

福 屋 工 業 株 式 会 社
虚血々 ょ 高指月率良知略応おさま 畢

。 井 田 商 事 株 式 . 会 社

大阪市洩i摩区酋円手町ーO- t . t也;義町駅貨物八号門前

.:銘 ( Sヨ) 4 8 9 0 ・(54) 0 8 0 8- 9  

大阪市西区南嫡江上通一丁目 三一

電 話 新 町 ⑮ 3 4 2 6 - 7

広本

亦霞

standard 

標準セメント 防水材・特許ニッポン

特許=ニッポン防水液 ・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止〉 ・姉妹品粉末ニッポン '

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメシト防水材特許権実

施工場

( 大阪世tt健所) 北区芝田町六八 電話北@7916

( 本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林187S ・

御 影 ③ 2723

、合

ｉ 疎開胃Ｂ， ｾＹＭ
田

信

F

間一一

5  

防 火 、 盗 難 予 防 用 軽 快 に

申谷シャツタ



風 雨 に 強 く

大和洋瓦
和瓦より安い

o 売 元

大 仏 組
大仏瓦・ 各種和洋五

工 事 請 負 一 式

本 庖 京 都 市 東 山 区 今 熊野池 田町九 ⑤3555

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 一 丁 目 ⑧ 975 

販 売 と 施 工

事 仕 感 謝 の 1芭

it 逢IIJ ｾ掌衆薬
大阪市西区籾南通ニの二五〈市電靭南通電{亭前 j

電 話 @ 2 5 7  1 ・2 '7 6 4 番

株式会社金剛商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道電車 野里電停前

製造元 東京 坂 巻 サ ノ ヒ ット 商 会 電 淀川@0417・4091

吸

音

テ

ッ

ク

ス

本社神戸市生図区長狭通四ノ一地産ビノレ

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

支 応 大 阪 市北区絢笠町五O 堂ピル 5 階

T E L. 大阪⑧2021 ・3486 ・1141

6  
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種

士

冗

ル

6

.
制

御

町

ト

各

植

の

受

芳

詑

ボ

樹

段

百

回

日
川

ツ

湖

滞

吉

弘

厳

制

矧

フ

式

社

守
酷
』

耐

天

A
戸

株

会

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 商 庄

大 阪 出 彊 所

大 阪市東区高麗橋二丁目九 野村 ピル五階

電 話 北 浜 ⑧ 4 2 5 7 - 8 蕃

ナ

ニ

ワ

瓦

椋

試

金

制

誇

需

翠

区

元

町

一T

自

主

宰

剛

五

口

六

五

止
防落

量

町

風

軽

い

川

耐

定

l
u

震

安

討

内

凶

キ

司

・

沢

市

扇

ナニヲ緩勾配荒

3寸緩匂配c : 遁軽量 71<止付( 空葺) E ，

選F

味称、えない建築資桜

回E電車C I

タイガー印
E

'

L

J

F

問

一

一

自

書

m

k

t
巾

1

A

-

刷

-

7

ガ

割

高

月

f

w

厄

M

R

U
生裂亀

阻師事星野温

小

宮

寛

』

5

m
腕

知

山

t

種

阪

キ

各

・

ス

客

用厄野
忠

B

大 阪 支 広 大阪市西区土佐姻通1ー 1(大|両ビノレ)

電 信 (44) 3  6  9  4・o 1  3  1  

本 社 東 京 都 丸 ノ 内 ・三菱東九号館四号

電 話 東 京 (28) 2391 (代表)

九州営集所 福岡rtifU生町1- 1 電話西CU7420



園ー

東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 締 笠 町 18 番地( 策略ピノレ 3 階)

電 話 @ 0  6 2 1 ・o 6 2 8  

名古屋市中区対池町2 4 ( 丸菱ピ Jレ) @3048・4593

広 島 ・ 福 岡 ・ 富 山 ・札 幌

本社及工場

大 阪 支 庖

ァ
u
r
 

ユ

・ン
ツサ

ム

ス

ウ

レ

ト

一

ン

ル

テ

ア

ス

タツチ ー ル シ ヤス

勾〉

名古屋支庖

代 理 底

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

大田 中 風 呂 脇 信 尿

阪 市浪速民元町1丁目 742 但 ν 賑 橋 電 停 前 需箔⑬ 5313 ・8128

-
J  

陶管・ベンチレーター

管ユ

自

松 平 式 白 蟻

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28

( 近 目移転先)

奈良市登大路二番町( 博物館前) 電話奈良4098

出張所奈良市春日町尾団組 内 電 話 6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6  3  9  

予

電 話 奈 良 4 0 9 8

所

.，6. .  

:::a; 

防

i

凶

4

ム

d

晶

F

v

h

F

J

J

唱

E

A

恥

@

幸

糊

阪

限

大

一
-
一

一

川

話

大

電

式

社

株

会

滅

蟻

-

殺

許

ヒ

特

.  
， 

F UT ABAY A DE CORAT ORS， LTD.  

モデ ルル ームへど うぞ
設計施工

事

事

式

ヱ
江

一

作

朗

類

造

内

物

等

室

敷

酬

一険

物

物

必

総

築

具

外

建

家

内

すでも時代餅iこ奴LよN 努力町、ます

誌置画風間一;

( 創業大正 7 年)

二葉屋装備工業株式会社

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六電停西北 2 丁)

電話 ・豊崎⑧3321 - 3 ・3630

@  

7  



ｱｾ 亨最高の晶

- 5 J 司 圃

- 新 ι ι1建 築 資 材

フローリンク" をくら・な5 ・，3沌

フ. . 口りクさくら・与5 ・，3i な

j  F ケーット寄木さくら・与ら' ，3ifcj

7フ ピ ト γ ・ 桧 床 板

三塁 EP J 7 ヌフ? ルトタイル

乗 j羊 リ ノ リ ュ ー ム

田村武コンべ. ヌ床

'、、

創 業 明 治 24 年

貿易・木材・建材

加

国

r

村

M

判

明

…

宿

泊

一
…

倉

田

川向

商

児

材

開

田

凶

問

。

強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙口パート・ボッシュ会社製

日 本 総 代 理 底

25 峰

‘ 品4

1芋: 商 庖

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 掘 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

8  
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日本て初め t の 年限仕様

⑪ 

地区| 組
ρロ、

員 名 イ主 所 電 話

( 株) 久 保 商 底 大阪市北区真砂町 5 オヒ ｾＭＸ ・必 ＳＶＭＷ

近
( 練 ) 木 下 護 三 商 庖 大阪市西区江戸堀南通 5 ノ35 土佐嫡@5408・5486

( 株j 明 正 社 大阪市北区樋ノ上町45 :f t  @8157- 9 

• ( 株 ) 井 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸堀下通 1 ノ 7 土佐織⑪8531

，肉、 ( 株 ) 大 和 商 会 大阪市南区高津町 4 番丁73 或 @1瑚 ・1905・胸7

l  順不

( 株 ) 石 田 建 材 広 大阪市東淀川区元今里北通り 1 ノ31 豊 崎 ⑮3340・3505

| 同

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町 1 丁目
湊 川 ⑤2140・2697

、-" タ テ パ ヤ ν 商 庖 京都市下京区四条大宮南入学校前 壬 生 ⑧44伺

田島応用化工側大阪出張所 大阪市西区京町嫡上通 1 ノ14 土佐繍@1773- 5・ωト 10

• ( 資) 悶 回 建 材 后 名古屋市西区西菊井町 2 ノ12 西 @2057・0121

( 株) 名 建 商 会 名古屋市中区宮出町41ノ 2 @1329・2817・2106

海
高 橋 建 材 庖 名古屋市中区材木町 1 ノ12 本局 @3295 

ｾｴ＠
北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側町 8 金 沢 ②4552- 3

北 川 工 業 (株) 富 山 営 業 所 富山市奥閏新町28 F富 山 ②2218 ③1014

隆

小 島 工 務 庖 高岡市大坪旭町 2 丁目 32ノ 3 高 岡 2必3

小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所 富山市事t通町 3 区1∞3 TJ; 山 8221

中

青 盛 建 材 株 式 会 社 広島市鉄砲町10 8 中 @2281- 4 

青盛建材( 株) 岡山営業所 岡山市東田町 3 1on1 14②7911・8169

( 有 ) 小 野 甚 商 庖 岡山市内山下30ノ10 岡 山 ②4272

国

( 株 ) 浜 原 豊 商 庖 尾道市若宮町 尾 道 幻60

( 株) 浜原塗商庖 防府支庖 防府市大林寺 防 府 1037

四 | 古市 断 熱 工 業 株 式 会 社 | 高 松 市 天 神 前220
高 松③4239

国 正 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番町21 松 III 5お・1159・2159

九

州

青盛建材( 株) 福岡営業所 福岡市万行寺前町14 東 ③ 1225- 6  

腕 建 材 工 業 株 式 会 社 福岡市薬院町6 5 中 @4326 

高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大黒町45 長 崎②鉛28

建霞省阪建 22 号箆可 出資金 510 万

言 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 ー の 一 四

東 京 連 絡 所 東 京 都 足 立 区 小 台 町 六三三 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・四 国 ・九 州

T E L  @ 代 表 1 7 7 3

T E L ⑧ 代 表 1 1 8 1

9  
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特亨朱章歪量形重岡

ム

O hも社

日 本 特 殊 形 鋼 株 式 会 社

大 日 鋼 業 株 式 会

大 阪 市 西 区 立 売 掘 北 通 七 丁 目 二 一

電 話 (54) 1  7  2  1 ・1 7 2 2 ・1 7  2  3  

発 売 元

F  

.  
ら

竹 島 式 固 定 型

べ

特Eキサンワ印

牛

ム

4

4

E

 

A

9

2

 

式

タ

削

株

民

物

納

金

儲

和

制

=
一

国全

元
造

売

製

発

レン チ

効力絶対責任付

向転式の三倍強

カタログ送呈

大阪市南区南綿屋町

電 話 (27) 4755- 7  

- 機遺品 が一部市場に出て いますからご注意下 さいご楕求下さい- リーフ レ y トの用意があります

著書許C 型tr- 干; ' ' _' - ' ' -

1< - 1 0  

東 京 都 中 央 区 新 JII I - 6 TEL 5510771 - 5  東 京 裳 備 工 業 株 式 会 社

住宅や家具につく自アりや害虫を退治します、その上 「アリノン 」は

くされ ・かびにも特効があります 。

協議

司 '

; . . 1 
， I J  

ヲ'

白アリに

ー国
山宗化学椋式会社 MJ L院品LEEFJ 手誌 がza昆綴 ?怒
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電 話 ⑮ 6 5 0 1 - 2 番

雄

大阪市北 区神山 町26 ( 寓国信用ビル 2 階 )

支 部 長 福 田 好
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日
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→ナッシで
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¥ ¥ I  J  j  

ア ル ミ サ ッ シ ・ ア ル ミ ド ア・アルミスパンa ドレル・アルミサッシ・アルミ・ドア・アルミスパンドレル

!  

営業品目

ア ル ミ サ y シ

ア ル ミ ド ア

アルミスパンドレル

ス チ ー ル サ ッシ

ス チ ー ル ド ア

スチールシ-.; ':; ター

鋼、

、.lfIJ

位

72 - ・261 (代)

57- 5526  ( 代 )

47- 1  4  5  .. 

川 崎 ・ 大 阪

新 し い A L U M I N-U M時 代

不 ニ の F R型

製

電 話

電 信

電 . 話

工喝 :

本 ニ ザ ツ シ

ｾニ
本 社 : 川 崎 市 中 丸 干 1 3 5 番 地

東 京 事 務 所 : 東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 - 5  

大 阪 支 底 : 大阪 市 西淀 川 区 御 幣 島 町 中 3 - 4

官 業 所 福岡 ・名古屋 ・倉沢 ・仙台・札幌

練 武 書 誌
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大阪耐酸工業所 ・… ....・ H ・- … 15

大島応用化学工業kk ・・H ・H ・.... 16

kk 奥村重兵衛商庖 ... .・ H ・. ..… 66
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ラ kk ライト製作所… ・…・…… … 1
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豊 国 セ メ _，，; ト 株 式 会 社

本 紅 福 岡 県 員li 回 町

事 務 所
倉 ・大

押 出 聖 枚

アルミニウムの押出型材は被維な型状のものが容易

に作れ製品コストを下げ、経〈、美しく、鈎ぴず、

合金によって鉄鋼に匹敵する強度を持ちます。最近

極めて広範囲に使用されています 。

阪 ・東 牙t

⑨ 

アルミ ニウ ム工業に於て伝統を音寺る当社は最新式押

出機により管、棟、線、その他各種の型材を生産 し

ています 。

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社

本 社 堺 市 海 山 町 6 の 2 2 4

T  E  し 堺 3 - 1181民 代 表 ) 大 阪 (6 7) 3522 (代 表)

東 京 営 蝶所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 姻 留 町 1 の 1 2  

T  E  L 東 京 ( 66) 0  0  8  7  .  0  7  1  5  • 1  7  7  6  

|内外? !  |  パ チ ル ( 電 動 式 ) ベ ン チ レ ー タ ー |

工 場 ・発 電所 ・病 院 ・ボイラ一 室 ・倉庫負料理fB等

特 lζ 熱及び臭気の発生する 所 IL 最適です

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト ・ 波 型 硝 子 完 全 葺

内外式ベンチレーターコンチニアス並ニ筒型

設 計 施 工

芸 言 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐掘船町23 (大阪商工ヒソレ) T E L (44)  3983 ・4396

化学ユ場の建物乏

酸蝕から穿れ F

40年の伝統 と経験 を、誇 る

(  耐用件!君主讐舟界7 全戸ι 」
14 
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岩 元 式

ヌヵィライト並時ベンチレ十|

a  

サッシュ、 ・ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮腕、オペレーター、門廊鉄棚

其 他 金 物 一 式 製 作 施 ・工

社
会

似

引

式

計

株

限

引

業

献

⑧

;

勺
詰

コ

大

電

一

冗

柑

岩

-J  

先"

夜遅葦菱重ト

製造元大日本硝子工業誉棄

ポリエステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

大阪市北区玉江町2- 4 ( 三菱倉庫ピノレ〉電話土佐掘@3389 ・1389

社 東 京 都 中 央 区 京 橋 3- 6 電 話 @ 6 9 2 6 - 8  

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防水工事選

ミ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアルトタイノレ工事選

議耐酸モノレタノレ工事 各 種 床 工 事 ミ

大 阪 耐 酸 Z 業 PK
、

大阪市北区浮田町82番地 電 話 豊 崎@1333番

-z  

ー・ 1

③ 白 書 蛭 眉 株 式 会 結

耐女断熱 1宗j Ef果; ぎ防音

吸音結露 F方 止 に

ＢＧｾ鹿市息 ｵ｡ 纏 ＳＭ マ ｔｅ ｌＨおＩ 1601. ＱＷＰＴＮＵＶＲＷ Ｎ ＵＶ ＧＲ止法 ｾＧｉ 工場・大阪市衆淀川区重量菅原町 ＱＱＵ T E L  (38)  ｾｉ＠ 01 
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r
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束
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宮
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城

城

山
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開

市

-

S

R

話

鋼

ず

進
瑚

築

制

ヌ Ｙ シヂドメ Ｂｾ
G極量む E  

谷樋. 屋根民是非どうぞ

大 島 応 用 化 学 工 機 総

スタンダードーメタルの大島化学

ヱ パ ー プ ラ イ ト の 大 島 化 学

{ ア ル ミ 第 ル ー フ イ ン デ )

オ ー シ マ ラ イ ト の 大 島 化 *

' ..， 11. . . . 噌 Z 、樹脂積層積)

.  
<. 

本 社 工 場 式 阪 市 城 東 区 野 江 東 ノ 町 4 丁 目 電 話 雄 東 ⑮ 3679 ・4481 ・8471

篇 二 工 場 大 阪 市 城 東 区 古 市 中 通 2 丁 目 電 話 雄 東 ③ 8 8 1 3  

〔 支 底 新 居 浜 市 西 原 町 電 話 2 3 2 7 ・2 9 3 8 ・3 2 5 5

広島営業所開設〕 曾 鍍 所 名 古 種 市 電( 中 ) 7025 ・広 島 市 電(3) 7582 出 強 所 四 日 市 市 電 2065

窓掛、鍛帳、日除、 壁 紙 室 内 装 飾 級 車、舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの千イロシ鍛通と繊聾発売元

亀 井 株 式 曾 赴

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋〉

電 話 船 場 (25) 1  3  5  3  - 5番

/一、-

経 験ι @ 技 術

¥ 

I . C. コンべヌ( リクγ ィド)

ゴ ム タ イ ル ス ボ ン ヂ シ ー ト
.-:、

プラスチックラブ 7 スフアルトタイル

ｾｪ＠
末阪- = 1 ; ，，1 父之強材社

大 阪 市 北 区 浪 花 町 三 五 電 話 豊 崎 @6 7 6 0 ・7063

J5代建築の花形ライトザージ建築民i d-uy

優 良 ラ ス と し て 日 本 建 築 協 会 が 証 明 す る

断 面 図

2222:開高 八保、鋳鉄三業様式会誌

ｊ ， ｾ＠ llr fJ : 吉 ⑮ 9 0  7  
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ｾ＠ ｉｌｾｾ ｦｊ＠ IJ Ｑｾ 事ど ｩｻｊｾ

ヲ' リ号炉' ヌト: ; f '

ＥＱ ‘Ｂ・、，でｾｾ
最も進んだゴムのクッ ν ョ シ

ｆ スフ ｾｊ ｉｴ ト
防水工事. 耐酸工事.

T  E  L  (34) 8157 ・8158 : .8159 

B月l E 議士

闘 . G. C 試

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外F 業株表会お

本社

工場

之、まj主の

-J  

N. G. イ >' V ュ ラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 売 元

建築相料品錠一一- f 〈GDAL)

剖1. . ; 1- aツク

蓄 差 益 山 製 作 所

シリン ター レパー，、ンドル錠

押ポヲ ノ式シリン ダー鐙

7 ンチ式 シリン ヲf - 錠

シリン ずーナイ トラ y チ

シリン ずー抽 斗 錠

吾 極 高 級 彫 込 錠

/ 1 

社
A

S
品

川

河

式

一
一

引

株

日

付

曽

R

心

③

d

J

e

同

川

己

北

掘

.

.

 

区

若

a

m

北

電

i

市阪大

を 行 く製 品 の 最 高 水 準

( 硬質石綿板)

石

ソ

アスベストパリヤ

ガラ要注競霊:官去、競 泉

メセ石 綿

司.  

• 
4  

呈. カタログ

置ヲ霊 ｈｾｾ ・

電 ⑧ 5750 ・8444

電 ⑬10160 ・1733
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シヤ ｾＧｩ ・
平 和 シ ャ ッ タ ー 製 作 所

大阪市浪速区河原町 2 丁目

東京都木田区椛谷町 4 丁目

株式会社

大阪工渇

東京エー・
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サッシ ＱＮ 阿・Ｎ抑 Ｇｾｦﾭ

民E! I

ス チ

伝 統 に ス チ

輝 く ス チ

新 規 製 品

鴎I ｦｲｾ 沼目白冨
本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 UIJ 7  - 6 9  

屯 活 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代表〉

J レ サ ツ ユノ ユ

J レ シャツタ

J レ ド ア

優 秀 な

製 品

完 全 密 閉 片 引 き 窓

株 式 会 社
汎 建

大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

鉄材が少く てすみ飽工簡易な格納庫 ・工場 ・体育官官の建築には

“ ORI MOTO"  DI AMOND TRUSS 

設計の御依頼に応じ ます ( 施工は御自由 です〉

カタログ及び置聖断書量考資料贈呈

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

製 作 所

電 話 此 花 ⑮ 2 ｾ＠ 0  3 ・ 4 4 6 1  

官公庁御採用 耐震樹風木材接合金具

住宅、工場、学校、集会場、体育館にまた 2 階梁に

附 ＰＳ 文ヂベ ｊｾ

PATO 武クランプ

静止8寸7ラ

考 察 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 寛 所

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 鱗 殻 町 3- 2 ( 水天宮交叉J点角) T PL  ( o1) 例43 ・7∞7 ・7062
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カ タ ロ グ JI皇室

ヘー.  

.  作・ ［ ｾＮ Ｚ Ｎｾｾ Ｚ Ｚ ｾ ＺＮＺ［ ｾＮ ＺＺ Ｎ［ｾｾ川 η 小、 ｊ
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尼 崎 市 金 楽 寺 2 丁目 24 番 地 ・包 括 大 阪 ( 48 ) 5855 ・7273帯
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乾燥が早〈、密着性 が優 れ、のぴが良く 、経済的である

近 代 的 お そ う じ 百 貨

信用 と品質を誇る庖

OSA K A ミ "'1 ｾ＠ :;J1 K Y OT O 

ユ ー ピ 金 属 マ ッ ト・ユ ー ピ ゴ ム マ ッ ト

ユ ー ピ 鉄 マ ッ ト・ ラ イ シ ゴ ム マ ッ ト

カラーラインマッ ト・ ニューライ γ マ ッ ト

ホ ー ム ・ ソ フ ト ・ モ ッ プ

ダ ス ト パ ッ ク 1 型 2型 発 売 元

近代建築の玄関に美しい

デザインのマット

R

-
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M

一闘
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広

庖
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部

作

大

京
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株式会社

水 島 商 庖
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住 友 の マ ー ク が 保 証 す る …

デ コ ラ が ふ ん だ ん に 使 用 さ れ て い る

特 急 こ だ ま 号 ピ ュ フ ェ 内 部

( カ ウ ン タ ー ・ パ ネ ル ・ 壁 画)

+  
脅デコラの色柄が

7 0 になりました/

- 美 し い

・5盆 L 、

・ 汚 れ な い

・ 熱 に つ よ い

・ 衛 生 的

メ ラ ミ ン プ ラ ス チ ッ ク 化 粧 根

• 
ｾ＠

害: : 1 : ; は 登録商標て・す

登 録 耐 繍

住友ベークライト株式会社

東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌

カヲログ進呈 東京日本梼北海ピ ル 住友ベータA A係

企デコラセン、$ ' - ・東京・有楽町・日活軍隊ピル疎開障

騒音を日及う/

[ コールテン|

|? コース|
." 

吸 音 率 は 60- 70%も あ り 美 し い 上

に { 憂 れ た 断 然 性 を 持 っ て い ま す

いつも適認・しずかな住れ

• 

• • 
、
・
a

・

ゴ ー ル デ ン

保温・断熱・防音け( ・れた インシュレーション

⑥日本) ¥- 附千五業株式曹社建物から家財で用 iib: 広い ハ ー ド ボ ー ド

占 島 市 中 l正 広 小 路 i且 6 的 3

支怒語 支阪品E砧品J品J弘一μ仏tι品L首旨足品ι，リJ心JJ'

名 古 届 市 i港 岳 区 柑 止

代理庖 伊. 忠商司E繰式会社 安宅産業株式会社 三蔓商事繰式会社 住友商司u章式会社
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責 任 ・ 設 計 ・ 製 作

麻村サ‘ ソシュ互業株式会髄

aぜ
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陵尚子 - 1，-

干-':-1:'( 7。

浪建式

スチールサBリシュ・ドアー

シヤ' ツター・オペレーター

J¥与力ライジンクa処理I場完戚

一 製 造 販 売 一

陥[illl]司l

' 11出|

浪速建枚Z業株式会社

本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 手 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 電信城東@1171- 3番

第 二 工 場 ・ 大 阪 市 城 東 区 荻 田 被 堤 町 四 一 番 地 11:( 結 城 東 @唱153 ・6824番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽館ピル六号館 ω7号室 宿題東京@4611書

調岡営業所 ・搭 岡 市 天 神 町 三る 番 地 ( す Y ピ ル 内) ｭｾ 領岡 ＰＸＴ ＶＲ 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 宿 題 大 分 1366番

建築・家具・ 電 気のデラックス デザインに

l pwd製 品 1  

3ぎ彩緋妹/ げプ。|

アラヤ特殊ノミイプは本邦唯一の製法に よる 電縫管で( ステンレス 1  

軽合金 ・引抜鋼管も製作可能) 烹記の様な特長をも っております

1， 長尺にでも真直 ぐな製品が出来ます

2. 表面地肌が非常に美 しい

i  従ってメ ッキ及び塗装が非常に療に行われます

製品価格が非常に安い

- 工 事 の 確 実

・ 工 期 の 正 槽

・ 包 絡 の 適 正

{ カ タ ロ グ 温 且 乞 田一 報 )

カタログ ・値段表送呈。見本御希望の方は ( 8 本 1 組) ￥370ー宴

製 造 元 新 家 工 業 株 式 会 社

寛売元斉山鋼材株式室枇" ィヲ課

大 阪 市 西 淀 川 区 野 里 町 1 2  3  9 ノ 8

電 話 大 阪 (47) ∞ 12 ・∞ 13 ・ ∞14 ・3760

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー

ラ イ ト シ ヤ ッ タ

軽 便 シ ヤ ッ タ

特 殊 機 械 廊

押 上 式

捲 上 式

横 引 式

株高会社繍. ，機械. ，夫総

1864 
本 祖 及 酷ー 工 場 大 匝 市 東 埠 111区 軒 中 北 週二 丁 目三 五 電 圏 三 国 国 )2 3町

都 ニ 工 場 大 眠 市 岨 軍 区 肝 江 西 之町 ニ 了 目 ニ 電 睡 岨 軍 国 淘2日

名 古 量 出 掛 所 名 古 島 市 中 区 車 両 町 +ー 了 閏 + 六 電 酷 者 古 置 刷 。372

広 島 出 強 所 広 . 市 小 幅 町 三 九 電 歯 広 ・{剖12田

園 間 出 掛 所 植 岡 市 上 州 崎 町 二 五 電 歯 植 岡 田 海3昂
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話電

E  
K Kケントク大阪市東淀川区新高南通 1- 14

ドア• ンツー ル サス チ

ド ア ーサッシ・ア ル ミ

- オペレータースチールシャッター

( ，車社堺工場事務所)

エ 業 株 式 舎 社達 材大 阪
グヘ

一

、J

電 話 ⑮8 3 6 - 8 3 9 $

笥 話 @7127 ・7047蓄

電話堺 ② ＳＳＲＳＭＳＳＲＷｾ

電 話 ⑮ 8 3  0  ｾ＠

電話 @  2  2  3  番

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 二 十 一 番 地

全 所

堺 市 松 屋 町 一 丁 目 六 番 地

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 7 番 地

大 阪 市 大 正 区 泉 尾 浜 通 四 丁 目 六 番 地

名 古 屋 ・ 金 沢

営 . 所

工 司 匹 湯

本 祉 工 場

経理由E分室

泉 尾 工 場

出ｾ jI野

24 



あらゆるシヤ") ターの

専門メーカー

一 製 作 所

( ' ，g) 代 37 8565 

( 屯) 24- 4 8 1 1  

( 屯) 047-5350 

ＨｾￜＩ＠ 2- 6 7 0 8  

タ

大 阪"i*淀 川 区 田川 必 6 J"f J38 

名古) _ ，{ 市 中 区 山 出 町 23

川 崎 市 新 丸 子東 3 丁目 1159

M 岡 市 複 岡 町 1 2 6 8  

d 知 ・岡 山 -mi 俗 ・姫 路

今 川 下 型 郊 rl i ニ ア リ

ヤッ1ノ日 本株 式 会 社

本 社 ・ 大 阪 工 場

名 古 屋 支 底

東 京 工 場

九 州 工 場

営 業 所

代 行 底

日本建築協会優良謹明

ヲ方- ' 1ィt- B雪

セ 〆 ン ト 増 強 防 水 脅'1

株式銅日本セ〆ント防水剤製建所

本 社 ｬ ｬ＼ ｦＧｉＨｾ ， ｾ Ｇ ｩｕＭＪ ， ｦｩ ， ｟Ｎ､￬ 1. の他J t28 1  '0[1  ，;;f; 'ie .t:正 2 1 5 3  

大阪述給19i 大阪 rli一見訂正均倍U'J 2  31( Hi) 蝕ヒ・ノレ)

屯 ｍ 一 ｾ ＲＶＲＶ ・ Ｗ 郎 氏ピノレ代表Ｉ

工 偽 記 的 li 事!E 抜 本 '"J 1  3  4  ｾｕ ，［，ｦ［大阪⑩ ＸＵＴＴ ( 代表)

IH張所氾J T i 来 京 (43) 0874 111，台 (3) 0721 ? 片山以 ( 32) 1 33 1  

r:":j ，l， 工業京ぷ ＨＲ Ｕ Ｉ ＰＱＶＱＭ Ｓ ・ ｌ､｟ｾ r. ;jC Ml 渇( 3)5765・大 二 工 主 尚 松6710
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主本社
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日 油 脂 化
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印

刷

(
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什

五

日

発

行

)

昭

和
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十

四

年

五

月

廿

五

日

発

行

‘ー忌

高

邑

朝日石綿工業株式会駐r法九

大阪市北区神山町田六

東京銀座七営業務- 東京. 検浜. 名古屋岡山九州北海道

電話犬阪⑧ 2333話ぷ大阪営業所

社本

山梨名古屋.大隊岡山門司宮城東京.横浜場エ

価

合資会社 岡 田 建 材 r;S

名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町 2 ノ 1 2  電 話 ⑮ 01 21 .  2057 

社

電 鈷 槽 111 ⑤ 2 6  9  7  

部

金

百

八

十

円

(
送

料

共

株 式 会 社 名 建 商 会

名古哩市中区宮出町 4 1 ノ 2 電 話 中 @ 1329 ・21伺・ 2817

日 東 物 産 株 式 会

本 社 名 古 屋 市 中 区 東 瓦 町 3 9  

植 阜 出 張 所 瞳 阜 市 竹 厘 町 2 7  

電 話北 浜 ⑮ 9648 ・9649 ・9640

振 替 口 座 大 阪 3 9  9 7 5 番

キ士

電 話 @ 6 1  7 6 - 9  

電 話 ③ 220 1 ・2360

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  電 話 中 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山 ・ 岡 山 市 東 問 町 3 電 話 ② 7 9 1  1 ・8 1  6  9  

禍 間 関 関 市 万 行 寺 m 町 1 4  電 話 車 ③ 1 2 2 5 - 6

関 西 三 星 タ イ ル 会 員

広

電 ｾｦ［ +.( ，キ 蹴 ⑬ 5 4  0  8  

底

'1! ; 品北< F 2 0 7 - 8  

屯"，1，ｾ＠ 1  2 7 8  

株 式 会 社 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸姻 南通 5 ノ 3 5  

株 式 会 社 久 保 商

大 阪 市 北 院 真 砂 町 5

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 I頁 閉 椙 江上; r u 1 ノ 3 5  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪市南 区 長 姻 楠 筋 2 ノ 20 ( 道柑掴電停削) 電 話 南 ⑫ 4 7  1  

東郷 嘗 瞳 南 京 師 市 中 京 区河 原町東川下ル 電 話 ③ 3 2  9  9  
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1 童築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大阪 市 東 区 北 浜 3 - 37
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